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『願い事はひとつだけにしないと叶かなわないよ、お兄ちゃん』





　肩を並べて座る妹──音おと羽はが、俺を見て苦笑しながら言う。

　流星群と呼ばれる天体ショーを目にし、これだけ流れてると願いが叶かない放題だなぁという俺の呟つぶやきへの反応だ。

　音羽の一言に、斜め前で夜空を見上げていた幼なじみの一人が、僕もそう思うよと言ってくすくすと笑い、対面に座っているもう一人は欲深だなと呆あきれたようにため息をつく。

　誰だれだって考えそうなことだろうとは思うものの、三対一はどうにも分が悪い。

　ばつの悪さを感じつつ、俺は再び夜空へと視線を向ける。

　しばし後、きらりと視界の端に光の軌跡が映る。

　どこそこの方向に見えた、自分は見えなかった、と星が流れる度に俺たちは口々に言う。

　音羽の希望で始まった天体観測ではあったが、いつの間にか俺たちも夢中になっていた。

　もっとも俺と幼なじみの一人は、どちらがより多くの流星を見ることができたかと勝敗を競って盛り上がっていたのだが。

　そんな二人の様子に、妹ともう一人の幼なじみは顔を見合わせて声を出さずに笑った。

「ねえ、お兄ちゃん。さっきの話なんだけど──」

　視線を夜空へ向けたまま音羽は口を開き、顔を俺に向けてから続きを口にする。

「一つだけ願い事が叶うなら、どんなことをお願いする？」

「一つだけ、か……」

　まず浮かんだのは、家族のことだ。

　音羽と母さんが、幸せになって欲しい──

　けれどその願いを口にするのは、さすがに恥ずかしく抵抗がある。

　次に浮かんだのは、今よりももっともっと強くなって、幼なじみに一度でいいから勝ちたいという自分のこと。

　だがそれは何かに頼ることなく、自分自身の努力で叶えるべき願いだと思い直す。

　結局──

「すげーでかくて分厚いステーキが食いたい」

　しばらく考えた末に出した答えが音羽に、そして幼なじみの二人にまで盛大に笑われた。

　笑い声は、夜空へと吸い込まれていく。

　その先で、星の軌跡は続いていた。

　幾つも、幾つも、いつまでも。




　懐かしい夢を見た理由は、冬の有名な流星群がもうすぐだと先日小耳に挟んだからだろう、とぼんやり思う。

　ただし頭がぼーっとしている理由は、寝起きだからということだけじゃない。

　二日前から、ある理由によって俺は熱を出し、いまだ復調しきっていないからだ。

「トール。起き上がっても大丈夫なのですか？」

　普段よりも重く感じる体を起こすと、カーペットに座り込んで本を読んでいたユリエがこちらに気付く。

「ああ。もう微熱だしな」

　銀色の少女の問い掛けに、心配しなくても大丈夫といった意も込めて笑顔で返す。

　ユリエは本を閉じて立ち上がり、ベッドへ近づいて来て──膝ひざを突き、すっと両手を伸ばしてくる。

　ぴとりと心地いい冷たさの指先が頬ほおに触れたかと思うと、吐息が掛かる距離にユリエが顔を近づける。

「ユ、ユリエ……？」

　戸惑うこちらの様子など気にせず、銀色の少女は俺の額と自身の額を合わせた。

　ユリエはそのまま目を閉じ、じっと動かない。

　熱を測っている──それくらいは俺にだってわかる。

　だが、鼻先が当たりそうな程の至近距離で美少女が目を瞑つぶるという状況で、動揺するなと言うのは無理な話だ。

　向こうは俺を家族のような感覚で捉とらえているから気にしていないのだろうが、こちらはそうじゃない。

　胸を打つ鼓動が一気に速くなり、頬もかぁっと熱くなる。

　五秒ほどだろうか。

　実時間以上に長く感じたこの状況は、ユリエが離れたことで終わりを告げた。

「……少し熱が上がっているようです。あまり無理はしないでください」

「そ、そうだな……」

　と頷うなずくも、熱が上がった理由は間違いなく今の行為によるものだ。

　そしてそのユリエだが──

「……………………」

　俺の頬に手を触れ、まるでこれからキスでもするかのような体勢のまま、何な故ぜか動きを止める。

「ど、どうかしたのか、ユリエ……？」

「……ナイ。どうしたのでしょう？」

「いや、俺に言われても……」

　手を離し、小首を傾かしげる銀色の少女に聞かれるも、俺にわかるはずもない。

　ユリエ自身もわかっていないようだし、いったい何だったのやらだ。

「……ところで、喉のどは渇いていませんか？」

「少し渇いてるかな」

「それではアップルティーを用意しますね」

「ああ。ありがとな。……それと──」

　一呼吸置き、俺は熱を出した理由に関かかわる話題に触れる。

「ごめんな。いつも付き合って貰もらってるのに……」

「ナイ。まだまだ、これからです」

　胸の前でぐっと両の拳こぶしを握るユリエへと、僅わずかに頬ほおを緩めて言う。

「…………そうだな。まだまだ、これからだ」

「ヤー♪」

　ユリエは満足そうに頷うなずき、キッチンへと向かった。

　そんな彼女の背中を見つつ、改めて頑張らなければと思う。

（次の《昇華の儀》までに、今度こそ《位階昇華レベルアツプ》に耐えられる心と体に鍛え上げないとな……）

　そう、俺の発熱の理由は、二学期の《昇華の儀》において昇華に失敗したことによるものだった。

　ともに強くなろうと刻いのち懸けの勝負を行ってくれている彼女には、申し訳無い結果となってしまった。

　ユリエは今回、《位階限定レベルリミツト》の解除を行わなかった。

　行えば、《Ⅴレベル５》相当の《力》を手にすることが出来ただろうに。

　曰いわく、まだ体が今以上の《力》に耐え切れそうにないとのことだが、真実は違うんじゃないだろうか。

　俺を待っていてくれている──

　そんな気がしてならなかった。

　ユリエは、俺が今よりももっと強くなることを信じてくれている。

　だからこそ彼女の信頼に、絶対に応こたえようと心が奮い立つ。

（明日には熱も下がってるだろうし、また頑張らないとだな）

　夜や闇あんのカーテンが下りた窓へと目を向けながら、俺は改めて気持ちを前に向けた。

　視線の先──室内外の寒暖差で端が少し曇った窓ガラスの向こうでは、微かに瞬く星の光が目に映る。

　その輝きが、さっきまで見ていた懐かしい夢を、音おと羽はの問い掛けを再び思い出させる。

『ねえ、お兄ちゃん。一つだけ願い事が叶かなうなら、どんなことをお願いする？』

　一つ──

　たった一つだけ──

　しゅんしゅんとお湯の沸き立つ音を遠くに聞きながら、俺は願いを思い浮かべる。

　あのとき言えなかった願いとは違う、今の願いを。

（また、お前に会いたい……。お前の声が聞きたいよ、音おと羽は）




　季節は、冬──

　あの夜から、もうすぐ三年の月日が経たとうとしていた。






■第一章『一撃で、か……』









「穿うち砕け──雷神の一撃ミヨルニール!!」

　弓を引くかのように引き絞った拳こぶしを解き放ち──

《獣ゾア》と呼ばれる異形の化け物へと打ち込む。

　炸さく裂れつ音と勘違いするほどの激しい音を立て、《獣ゾア》は吹き飛んだ。

　叩たたきつけられた壁に大穴を開け、化け物はうつ伏せに倒れる。

　体を痙けい攣れんさせて動かない《獣ゾア》に対し、俺は構えを解かず睨ねめ付けていた。




《昇華の儀》から四日後──

　昇華に失敗したことで発した熱も下がった直後、俺とユリエ、トラ、リーリス、橘たちばなは実地研修へと参加していた。

　研修先は、かつて《殺破遊戯キリング・ゲーム》において《神滅部隊リベールス》とともに闘った護陵衛士エトナルクの部隊だ。

　しかしながら、彼らと顔を合わせるのは久しぶりというわけじゃない。

《６６６ザ・ビースト》の催した《狂売会オークシヨン》に俺たちが内偵調査の任務に就いた際、彼らは突入してきた大部隊に参加していた。

　そのときに顔を合わせて以来、今日も含めて五回の任務──そのすべてが《６６６ザ・ビースト》絡がらみのものだ──をともにしている。

　夜更け近くの時刻となり、武器の密輸現場へ踏み込んだ俺たちは《６６６ザ・ビースト》の構成員、そして人非あらざる者──《獣ゾア》と交戦に入ったのだ。




　雷神の一撃ミヨルニールをその身に受けた《獣ゾア》は、その体からしゅうしゅうと蒸気のような何かを立ち上らせ始め──やがて異形は人の姿へと変わった。

《獣ゾア》は意識を失うと、その姿を保つことが出来ないのだ。

　俺は目の前の敵を無力化したことで安あん堵どするも、すぐに意識を切り替える。

（ユリエやみんなは……？）

　傍そばで別の《獣ゾア》と闘っているはずのユリエを捜すと、ちょうど終局となる一撃を振るったところだった。

　次いで他ほかの仲間──トラや橘たちばな、リーリス、そして護陵衛士エトナルク──はどうなったかと周囲を確認すると、ところどころで制圧している様が見て取れる。

　抵抗している輩やからもまだ少し居るようだが、助勢に向かうほどでもなさそうだと判断して再び安堵の息をつく。

「お疲れさん、ユリエ。怪け我がは……無さそうだな」

　闘いを終えたばかりの銀色の少女へと声を掛けると、彼女は《双剣ダブル》を《焔ほのお》に戻したところだった。

《焔》は夜や闇あんに舞い散り、消える。

「ヤー。おかげさまで」

　振り返ると、ユリエは鈴の音を響かせて頷うなずく。

「トールも無事のようで何よりです」

　そう言って《絆双刃デユオ》の少女は微笑ほほえみを浮かべ、俺もまた顔を綻ばす。

　と、そこへ──

「どうやらそっちも終わったようだな」

　第三者の声が割り込んできた。

　顔を向けると、そこには護陵衛士エトナルクの制服に身を包んだ男性の姿が。

　かつて《殺破遊戯キリング・ゲーム》の際、共に闘った護陵衛士エトナルク隊を率いていた園その田だ隊長だ。

「はい。状況はどうですか？」

「全員確保──任務は完かん璧ぺきに遂行出来たってわけだ。これもお前らが《獣ゾア》を引き受けてくれたおかげだな」

　隊長を含め護陵衛士エトナルクは《獣ゾア》じゃなく、銃を手にした《６６６ザ・ビースト》の構成員たちを相手にしていたのだが、多少怪け我が人にんが出たようだ。

　ただし軽傷のようで、心配する必要は無いとも付け加えられる。

　その後は拘束したやつらをドーン機関の施設へ引き渡し、今回の任務は終了となった。




　あと一時間も経たてば日付が変わる──

　そんな時間帯の高速道路を、護陵衛士エトナルクの所有する人員輸送用の高機動車が走る。

　乗り込んでいるのは七人──俺、ユリエ、リーリス、橘たちばな、トラ、園田隊長、そして運転手を務める護陵衛士エトナルクの人だ。

（はぁ……）

　揺れる車内で、俺はこっそりとため息をつく。

《獣ゾア》を引き渡したところで気が抜けたのか、それまで意識していなかった空腹感が急速に頭をもたげてきたのだ。

　任務開始前に支給されたゼリー飲料を口にはしたものの、既に消化済み。

　おかげで今は、情けないくらいに腹の虫が鳴いている。

　幸い、車の音で掻かき消されているから誰だれの耳にも──

「透とお流る。さっきから騒がしい貴様の腹はどうにかならんのか」

　対面に座るトラにしっかりと届いていた……。

「仕方無いだろう。九ここの重えほど騒がしくないが、私もかなりの空腹だぞ」

　トラの隣に座る橘にまで届いていた……。

　幸い右隣のユリエはうとうとして俺の腹の虫など気にするような状況ではなさそうだが、トラたちに届いているとなれば当然、俺の左隣に座るリーリスにも届いているわけで。

「あのねぇ……せっかく気にしないようにしていたのに、意識させないでよね、トラ」

　……届いていたどころか、あえてスルーされていた。

（恥ずかしくて顔から火が出そうだ……）

「それは悪いことをしたな、ブリストル」

「まったくね。おかげ様で、あたしもお腹が空いてるのを思い出しちゃったじゃない」

　ふふんと鼻で笑うトラに、リーリスが切り返す。

「まあまあ……。戻ったら寮監に頼んで、何か食えるものを出して貰もらおうぜ。どうしても耐えきれないって言うなら、モノレールに乗る前にコンビニへ寄るとかな」

「耐えきれないのはキミの方ではないのか、九重」

　くすりと笑う橘に、苦笑いを向けて返す。

　そんな俺へ、リーリスはわざとらしく大きなため息をつきながら言った。

「女心がわかってないわね、透流。こんな時間から食事なんて出来るはずないじゃない。夜食は女の大敵──それこそ、《６６６ザ・ビースト》以上のね」

「言い分はわからないでもないが、少しくらいは口にした方がいいのではないか？　食事を抜いて倒れでもしたらどうする」

　橘たちばなからも忠告されると、黄金の少女は人差し指を立てて言葉を返す。

「もちろん、そのときは透とお流るに看病してもらうに決まってるじゃない」

「サラがいるだろ、サラが……」

「あたしをこんな風にしたのは透流なんだから、責任を取りなさいってこと」

「っ!!　せせ、責任っ!?」

「変な誤解をしないでくれっ」

　わざと妙な言い回しをしたリーリスに橘が反応し、即座にツッコむ俺。

「あ……こほんっ。す、すまない」

　暗い車内ではわからないが、赤面しているのは間違いないはずだ。

「あら、あたしは誤解じゃなくても構わないけど？」

　しなだれかかってきた黄金の少女は、前髪が俺の頬ほおに触れるくらいにまで顔を寄せる。

　その際、むにゅりと彼女の柔らかな膨らみが俺の腕に当たって形を変え、大きさに見合う柔らかさを主張してくる。

　ユリエが俺の肩を枕まくらにしているために、逃げるに逃げられない。

「と・お・る♡」

「待っ、ちょ、リーリス……!!」

　顔を上げ、ゆっくりと唇を近づけてくるリーリス。

　通り過ぎる度に窓から射さし込む照明灯が、うっすらと紅が差された唇を照らす。

　蒼玉の瞳サフアイアブルーを閉じた様は、灯りのせいもあってか酷ひどく妖よう艶えんに見えた。

「リリリ、リーリスっ、キミはこのっ、このような場所でっ、なんと不ふ埒らちなっ!!　いやしかし、みやびに報告せねばならぬ以上、みみみっ見届けなければならぬっ、のかっ!?」

「助けてくれよ!?」

　手で顔を隠しつつ、けれど指の間からこちらのやり取りを見守ろうとする謎なぞ思考の橘へツッコむ。

「トラっ……！」

　橘はダメだと判断し、トラへと助けを求めることに。

「ふん。そんな必要は無い」

「あるって!!」

「……貴様も少しは学習しろ。その女の性格をな」

「へ？」

　付き合っていられるかとばかりに、トラは目を閉じてふんぞり返るように背もたれへ体重を預ける。

　それはどういう意味だと尋ねるよりも早く、リーリスが体を離した。

「気が利かないわね。もう少し未来の旦だん那な様の反応を楽しませなさいよ」

「冗談、だったのか……」

　ここでようやくトラの言葉の意味を理解し、橘たちばなともども脱力する。

「ふふっ、もちろん冗談に決まってるじゃない。それとも、本当にキスをするとでも思ったわけ？」

「……そりゃ、前科があるし……」

　半年ほど前──《生存闘争サバイヴ》後にリーリスが未来の伴はん侶りよ宣言をした際のことを言う。

「あれはあたしの気持ちをわかりやすく伝えただけよ。こっちは──」

　と言いつつ、リーリスは自身の唇を指で触れると、続けて俺の唇に軽く当てる。

「透とお流るがあたしにキスをしたいって思ってくれたときに、ね♡」

　そう言って、リーリスはぱちりとウインクをした。




　二十分ほど後、昊こう陵りよう学園へ繋つながる唯一の交通手段、モノレールへと到着した。

　車を降りると寝ぼけ眼のユリエをおぶり、隊長たちに送ってくれたことへの礼を言う。

「このくらい気にしないでくれ。こちらとしては、いくら《Ⅳレベル４》とはいえまだ昊陵生のお前らに最も危険なポジションについてもらって申し訳無く思っているんだからな」

「いえ、俺自身が望んだことですから……」

《狂売会オークシヨン》以来、俺は《６６６ザ・ビースト》絡がらみの任務に就くことが多い。

《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》が用意した試練──というわけじゃなく、俺自身の希望によるものだ。

　今の俺には《６６６ザ・ビースト》絡みの任務へ関かかわりたいという、明確な理由があるために。

「そうか……。お前がそう言うのなら、こちらは全力でサポートしないと先輩風を吹かせられないな。もっともランクＢの俺たちじゃ、頼りないかもしれないが。はははっ」

「そんなことないですよ。頼りにしています」

　護陵衛士エトナルクにはランク分けがされている。

　危険度の高い──特に裏社会に関わる任務はランクＢの隊が、低いものにはランクＣの隊が就くことになる。

　ランクはある程度以上の実力もさることながら、本人の精神的な資質──もしもの覚悟が出来ているかどうかを見た上で機関が認定する。

　そしてランクＢに認定された者が《Ⅳレベル４》に至ると上位のＡとされ、さらに最高位としてＳが存在する。

《Ⅳレベル４》の俺とリーリスはランクＡ──そして現在《Ⅳレベル４》相当の《力》を持つ《醒なる者エル・アウエイク》のユリエも同ランクに認定されている。

　またランクＡ以上は日本、イギリス問わず少数しかいないために特殊な任務、もしくは凶悪犯罪に関わる任務が大半だ。

　その際、任務内容次第でランクＢの部隊をサポートとすることがあり、今回は正にその形だったということになる。

「それじゃあ俺たちはそろそろ戻るが、次の任務でも宜よろしく頼むぞ。また《６６６ザ・ビースト》が相手だったら、今日みたいに《獣ゾア》を一撃でぶっ飛ばしてくれ」

「……はい。お疲れ様でした」

　笑いながら俺の胸を軽く叩たたくと、隊長は車に乗り込む。

　走り去る車に頭を下げた後、トラたちとともに駅構内へと入って行った。




　寮に戻ってから一時間程し、部屋の明かりを消す。

　ユリエは既に就寝済みで、軽く食事を摂とった俺もあとは寝るだけなのだが──

　任務の緊張や高揚がまだ残っているのか、目が冴さえてしまって眠気がやってこない。

　それでも明かりを消したのは、暗ければそのうち眠くなるだろうという理由からだ。

　腕を枕まくらにしてベッドへ寝転がる。

　そのままぼんやりとしていると、ふと別れ際に園田隊長が口にした一言を思い出す。

（一撃で、か……）

　今回は《獣ゾア》が相手だったから、現在の俺の力でも一撃で決めることが出来た。

　だが、相手が《狂売会オークシヨン》で闘った複数の《力》を秘めた上級──《獣魔ヴイルゾア》が相手だったなら、そうはいかないだろう。

《Ⅳレベル４》の力で放つ雷神の一撃ミヨルニールすら耐えきる異形の化け物──

　聖騎士を名乗る男、ユーゴから借り受けた《力》が無ければ、俺は今ここに居ないだろう。

（力が──必要だ）

　榊さかきとの闘いで感じた足りない何か──

　それはいまだ見つからない。

　──が、それとは別に今以上の力が、闘うための力が必要だと《獣魔ヴイルゾア》との一戦で痛感した。

　そのためにも《Ⅴレベル５》へ昇華をしたかったのだが、現実はそう甘くない。

　むしろこれほどの短期間──学園史上でも類を見ない早さとのことだ──で、《Ⅳレベル４》へと至れたことのほうが僥ぎよう倖こうなのだとは思う。

　思うが、それでも《獣魔ヴイルゾア》との──そしてその先の闘いを思うと、一日でも早く俺は強くなりたい。

　では、どうしたらいいかと考えた末の結論が、ここのところ俺が護陵衛士エトナルクの任務に就いている理由へと繋つながるのだ。










　時は《狂売会オークシヨン》の夜──《獣魔ヴイルゾア》との決着がついた直後まで遡さかのぼる。

「……何をしているんですか？」

　静かで、淡々としていて──そしてちょっぴり怒りの色が滲にじんだ銀色の少女の問い掛けに、冷や汗が流れてくる。

　何しろ今の俺は、リーリスの柔らかな膝ひざ枕まくらで休憩しているのだから。

　正しくは、体が動かないところを勝手にこの体勢にさせられたのだが、この場に到着したばかりのユリエが知るはずもなく、見たままがすべてだ。

「ま、待て、ユリエ！　これには深い事情が──」

「あら、見てわからない？　膝枕よ、ひ・ざ・ま・く・ら。透とお流るが疲れてるから、未来の伴はん侶りよたるあたしの配慮で休んで貰もらってるのよ」

「いやいやいや、こんなことしなくていいって言ったよな、俺!?」

「その後、好きにしてくれとも言ったわよ」

「っっ!!　そ、それは……」

　俺が諦あきらめ半分で口にした一言を逆手に取られた。

　そんな俺たちへと向けられる深紅の瞳ルビーアイは、底冷えするような冷たさを孕はらんでいる──ように見える。

「……………………」

　ゆらりと、一歩踏み出す銀色の少女。

　一歩、また一歩。

　これから起こるは凶事か、はたまた惨劇か。

　どうなってしまうんだと恐怖に打ち震える中、ユリエは俺たちの傍らで足を止めた。

「ユリ、エ……」

　銀色の少女はしばし俺たちを見つめ──その場にちょこんと座った。

「はい……？」

　いったい何をしようと言うのか──と状況を見つめていると、ユリエは自身の膝をぽんと叩たたく。

「トール、休むならこちらでどうぞ」

　と言われても、体が動かないんだが。

「残念ね。透流は柔らかい方がいいみたいよ？」

「トールはあまり高い枕は好まないので」

　初耳だ。

「ですので、どうぞ」

　ぽんぽん、と再び。

「え、えーっと……今は全然体が動かなくてだな……」

　どう伝えるべきかを逡しゆん巡じゆんし、結局素直に現状を伝えることが一番だと判断する。

「そうでしたか。……そういうことでしたら、仕方ありません」

　どうやら理解して貰もらえたようだ。

「あら、引っ張っていかないわけ？」

「無理強いはよくありませんので」

　僅わずかに眉まゆをひそめている様子から不満を持っていることは間違いないが、何とか場は収まったようだ──と、こっそり安あん堵どのため息をついたのだが。

「ははははっ、争いが収まって一安心ってところだな、透とお流る」

　俺とユリエ、リーリス、そして気絶したままの橘たちばなしかいないはずのこの場に、笑い声が響き渡る。

「ユーゴ!!」

　屋上に空いた穴の縁から俺たちを見下ろす、白いマフラーをした男──

《聖庁ホーリー》の《聖騎士》であるユーゴが笑っていた。

「……トール」「誰だれなの、あいつ？」

　警戒心を露あらわにする二人に、今回の任務の協力者だと手早く説明する。

「こっちのカタがついたから様子を見に来たんだが、どうやら心配する必要は無かったようだな」

「見てたなら声を掛けてくれっての……」

「自分にはまったく関係無い女の争いに、割り込もうなんてバカがいると思うか？」

　もっとも過ぎる意見に、ぐうの音も出ない。

　なので、話題を変えることにする。

「……そっちの首尾はどうだったんだ？」

「ハズレだったな。せめて《第四圜ジユデツカ》は潰つぶしときたかったんだが、《獣魔ヴイルゾア》に足止め喰くらってな。……ったく、ぞろぞろと何匹も出て来やがって」

「ぞろぞろと何匹もって……いったいどれくらいの数の《獣魔ヴイルゾア》を相手にしたんだ……!?」

「数えちゃいなかったが、十は下らなかったはずだな」

　さらっと答えるユーゴに、俺は驚きを隠せなかった。

　パッと見だが、ユーゴは大きな怪け我がを負った様子はない。

　彼から借り受けた《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》が無ければ、俺たちはたった一体の相手にすら勝利を得ることは出来なかったというのに。

（聖騎士ってのはどれだけの強さを……。その強さを支えるのは……）

　驚きよう愕がくし、次にユーゴの強さを支えている力について思いを巡らせていると──

「さて、と……。お前らの無事も確認出来たことだし、俺は先にあがらせてもらうぜ。今回は手を組みはしたが、こっちのお偉いさんにもそっちのお仲間にも秘密裏に動いてっから、見つかって面倒なことになる前に、な」

　ユーゴは踵きびすを返すと、視線だけをこちらに向けて言う。

「じゃあな。お前らが今後も《６６６ザ・ビースト》に関わるってんなら、またどこかで会うかもな」

「あ、ユーゴ！　待っ──」

　待ってくれと最後まで口にする前に、ユーゴは姿を消す。

　最後に、夜や闇あんへ白いマフラーを踊らせて。

（行っちまったか……）

　もう少し、話をしたかった。

　魔術という《力》について、話を聞きたかった。




　それから十日程後、《狂売会オークシヨン》で負った傷も癒いえ、ようやく体が動かせるようになったところで、俺の姿は理事長室にあった。

「お加減はいかがですの？」

「見てのとおり復調しましたよ」

　それは何よりと薄い笑みを浮かべた後、齢よわい十歳の少女は何用かと尋ねてくる。

「本日はどのようなご用件でして？」

「この前の任務では、ユーゴに協力を取り付けてくれてありがとうございました。それで今日の用件ですけど、そのユーゴに連絡を取って貰もらえませんか？」

「彼に？　如い何かなる理由にて？」

　問われ、俺は隠すことなく自分の考えを伝える。

「俺は──強くなりたい。貴女あなたの狙ねらいとは関係無く。そしてこの前の任務で《獣魔ヴイルゾア》と闘って、今以上の《力》が必要だと痛感したんです。そのためにも──」

　理事長へ視線を真まっ直すぐに送り、傷を癒いやす間にまとめていた考えを述べる。

「ユーゴが持つ、魔術という《力》を手に入れたいと考えています」

　俺の言葉に、しばし理事長は思考する様子を見せ──やがて頷うなずく。

「わかりました──とは残念ながら言えませんわ。彼の所属する《聖庁ホーリー》は、ドーン機関とあまり好ましい関係ではなく、故に此方こちらとしては貴方あなた個人の事情で彼方あちらへ接触することはおいそれと出来ませんの」

　互いの属する組織の関係性を簡潔に説明し、首を横に振ると黒衣の少女は話を続ける。

「《狂売会オークシヨン》の際は、彼の求める情報をこちらが持ち合わせていたからこそ、協調が可能でしたのよ」

　けれど少女の反応は、俺にとって予想の範囲内だった。

「わかりました。それなら──」

　予想をしていたからこそ、もう一つの要望を出す。

「今後、俺に任務を回すときは、可能な限り《６６６ザ・ビースト》に関かかわるものにしてください」

　直接的な連絡を取ることは難しい。

　けれども、《６６６ザ・ビースト》に関わる任務に就いていれば、いずれどこかで会えるかもしれない。

　今は僅わずかでも可能性がある道を選ぶ──それが俺の出した結論だ。

　その結論も、目の前の少女次第ではあるのだが──

「九ここの重え透とお流る──貴方あなたがそれをお望みでしたら」

　こちらの要望を承知したと、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》は再び薄い笑みを浮かべた。










　あの日以来、俺に与えられた任務は《６６６ザ・ビースト》に関わるものが主となった。

　もっとも、今日までの時点ですべて空振りに終わったわけだが。

　けれどそれでも、奴やつらが誰だれかに害を及ぼす動きを未然に防いでいるのだから、決して無駄じゃない。

　そう容易たやすく再会できるなんて思っちゃいない。

　だから──まだまだ、これからだ。

　ユリエの励ましの言葉を思い返し、ともすれば焦りがちな心を落ち着かせようと深呼吸をする。

　冷えた空気が胸の内へ入ってきて心地いい。

（そろそろ無理にでも寝ないとな……）

　時刻は一時を回っていたが、いまだ眠気はやってこない。

　どうしたものかとため息をついた後、ふと先日ユリエとともに見たテレビを思い出してキッチンへと向かうことに。

　ホットミルクを作るためだ。

　眠りに誘う成分（名前は忘れた）が含まれているという話だから、まさに今の状況にうってつけだろう。

　だが──

「……トール？」

　静かな室内に響いたレンジの電子音は思っていたよりも大きかったようで、銀色の少女を夢の世界から呼び戻してしまう。

「悪い、起こしちまったか」

「ナイ。まだ寝ないのですか？」

「これを飲んだらすぐに寝るから、気にせず寝ててくれ」

　ふうふうと息を吹きかけ、カップに口を付ける。

「寒いのですか？」

「ああ、ちょっとな」

　消灯時だから暖房を止めてあるものの、今はさほど冷えているわけじゃない。

　だが、考え事をしていたと返すと無用な心配を掛けるかもしれないと思い、あえてユリエの質問に頷うなずいて返すことにした。

「そうでしたか。では──一緒に寝ましょう」

「え？」

　俺の有無を問わず、ユリエはほとんど音を立てずに床へと飛び降りてベッドの下段へ。

「一緒に寝ると、とても温かいですので」

（温かいのは確かだけどさ……）

　ここのところ冷えてきたためか、一緒に寝る際のユリエの密着率が以前より高い。

　となれば緊張の度合いも自おのずと高くなり、せっかくのホットミルクの効果が相殺されるであろうことは明白だ。

　しかし布団に潜り込んで俺を待つ姿に今さら別々で寝ようとも言い辛づらく、別の返答をすればよかったと思うのだった。

　やがてホットミルクを飲み干してベッドへ戻ると、予想通りにユリエが密着してくる。

「温かいですか、トール」

　まるで俺が抱き枕まくらであるかのように足を絡からめるユリエに、こちらとしてはペースの速くなった心音に気付かれないかと内心どきどきだ。

　だが、彼女の言うとおり温かいのもまた事実である。

　ホットミルクの効果も重なって体がほかほかと温まってきているし、しばらくすれば眠気もやってくるだろう──たぶん。

　胸の内に少女の温かさを感じながら、目を閉じたところで銀色の少女が話し掛けてきた。

「ところでトール」

「ん？」

「冬は寒いですので、こうして毎晩一緒に眠れば温かく過ごせると思いませんか？」

「いやいやいや……」

　ナイスアイデアだとばかりに弾む声へ、俺は思わず首を横に振るのだった。





　　　　　　◇






　円卓会議とは、出席者に序列を定めない会議を指す──

　では、《圜冥主コキユートス》と称される《６６６ザ・ビースト》の幹部たちの会議は、どのような形式にて行われるのだろうか。

　それは、意味を知らぬ者にとっては酷ひどく奇妙な光景であった。

　すり鉢状という特異な形の広間の中央──最下層には何も無く、一段上がるたびに輪の形をしたテーブルが置かれ、それぞれに《圜冥主コキユートス》と称される人物が一人ずつ着いている。

　この様は地獄の階層構造を模しており、下層へ進む──中央へ近づくほどに、組織における位の高さを示していた。

　テーブルに着く彼らの姿は僅わずかに透き通っており、本来はこの場に存在しない──

　つまりは立体映像で、世界の何ど処こにいようと参加できるというわけだ。

　圜卓会議と呼ばれる《６６６ザ・ビースト》の幹部会議は、このような形式で行われていた。

「まず私からの報告となりますが──」

　最初に口を開いたのは、上から二段目のテーブルに着く美女、ベアトリクス。

《６６６ザ・ビースト》においては《第二圜アンテノラ》の称号を持ち、《七曜レイン》においては《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》と呼ばれる人物だ。

「《紅ぐ蓮れん》がこちらにも現れました」

　ベアトリクスがあげた議題は、ふた月ほど前から始まった《６６６ザ・ビースト》関連施設に対して行われている破壊活動についてだった。

　様々な偽装を施した上で一般社会に溶け込んでいる施設が、次々と襲撃を受けており、彼女の息が掛かった会社ビルが火災に見舞われたのは一昨日のことだ。

「ふむ……。南米に始まり、北米、西欧に続いて今回は東欧とはね」

　反応した人物は最上段に立つ、《第一圜カイナ》の称号を持つクロヴィスという名の青年だ。

　華やかな軍服を身に纏まとう彼は、《七曜レイン》においては《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》と呼ばれ、またアメリカ軍部と結びついている秘密組織ゴグマゴグの幹部という面も持つ、得体の知れない人物である。

「小さなものばかりとはいえ、我々の息が掛かった施設を、こうも狙ねらい澄ましてとは──いったいどのような相手なのだろうね」

　どこか演技がかった態度を取りながら、クロヴィスが問い掛けとも独り言とも取れるような言い回しをする。

　現時点で判明していることは、ほとんど無い。

　襲撃者が個人なのか集団なのか、バックに何処かの組織が関かかわっているのかも、まったくの不明である。

　唯一判明しているのは、襲撃された施設は必ず紅蓮の炎によって何もかも灼やき尽くされるということだけだ。

　故に、今では襲撃者を《紅ぐ蓮れん》と彼らは呼称している。

「考えられる相手としては《聖庁ホーリー》、ゴグマゴグ、ドーン機関──」

　ベアトリクスが超常的な戦力を持つ組織を五つほどあげるも、即座にクロヴィスが首を横に振る。

「いノやン、《聖庁ホーリー》のやり方では無いことは、他ほかならぬこの私が保証しよう」

　かつて《聖庁ホーリー》にも名を連ねていたクロヴィスの発言に続き、ここで最下層のテーブルにつく巨きよ躯くの男が初めて口を開く。

「やり方という観点で考えるならば、ドーン機関も違うだろうよ。やつらは制圧などという温ぬるい考えだからな」

《圜冥主コキユートス》の筆頭であり、《第四圜ジユデツカ》の称号を持つ男──メドラウトは、秋口に催された《狂売会オークシヨン》を思い返しながら告げる。

　ドーン機関は治安維持を名目として裏社会に介入するため、護陵衛士エトナルク──《超えし者イクシード》は相手を無力化することを第一として動くのだと、彼らは敵対組織であるからこそよくわかっているからだ。

「では、ゴグマゴグだと──」

「無いだろうね。集団戦闘を主とする彼らが動けば、必ずや私の網に引っ掛かるだろうよ」

　ベアトリクスに頷うなずく軍服の青年だが、ゴグマゴグの幹部であると他の《圜冥主コキユートス》は知らないことだ。

　けれどそれでも、今の発言に虚偽は無かった。

　残る二つの組織も、別の理由から可能性は低いだろうと判断を下される。

「どなたか、他に心当たりは？」

「残念ながら。多過ぎるのでね」

　とクロヴィスが言うと、メドラウト、そして《第三圜トロメア》と呼ばれる人物もそのとおりだと笑う。

「……となれば、我々も知らぬ《力》の使い手、ということになるかな」

　クロヴィスの意見に、「可能性は高いでしょうね」とベアトリクスは頷き──

「《紅蓮》の正体が判明するまでは、警戒レベルを上げることにしましょう。被害が拡大していくようであれば、本腰を入れるということでよろしいでしょうか？」

　という提案に全員が承諾したことで、《紅蓮》の議題は終わりを見た。

「それでは次の議題だが──来るべき日のための果実だが、ある程度の数が揃そろったことを報告させてもらおう。試験をいつから開始するかは貴方あなたに任せるよ、《第四圜ジユデツカ》」

「今宵こよいからだ」

　続くクロヴィスからの議題に、メドラウトは獰どう猛もうな笑みを浮かべ、告げた。

「さあ始めるぞ──《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》をな!!」






■第二章『社会とは──』









「明めん太たいクリームか、それともカルボナーラか……いや、ここは……」

　十五種類ものパスタを前に、今日はどれを食べようかと頭を悩ませる。

　昊こう陵りよう学園の学食は毎月ビュッフェの一角にコーナーを作り、フェアを行っているのだが、今月のフェアはパスタだった。

　もちろんビュッフェ形式だからどれか一つに絞る必要はなく、一回で全種類を食べても誰だれかに咎とがめられることはない──が、一ヶ月という期間を考えると、日ひ毎ごとに別のものを食べた方が飽きが来なくていい。

　結局、散々悩んだ挙げ句に最初へと戻り、明太子クリームパスタを皿に盛りつける。

「あ、透とお流るくんも明太子にしたんだ。ふふっ、一緒だね」

　いつものテーブルに着くと、先に食事を始めていたみやびが、俺のパスタを見て言う。

「みやびも明太クリームにしたのか。種類が多いと悩むよな」

「うん。どれも美お味いしそうだから悩んじゃったけど」

「まあフェアは一ヶ月続くから、食べられなかったなんてことはないだろうけどな」

　全寮制ということもあり、俺たちの食事は基本的に学食がほとんどだからだ。

「うん、美お味いしい♪」

　パスタを口に運び、みやびは幸せそうに呟つぶやき、浮かべた笑みからも美味しさが伝わってくる。

「ん、明めん太たいクリームにして正解だな」

　まろやかな味もさることながら、みやびの笑顔につられて俺の頬ほおも緩む。

　厳しい訓練が毎日続く学園生活において、食事は幸せを最も感じる時間だろう。

　それが気心の知れた仲間とともに過ごす時間ともなれば、より強く。

「ほう、キミたちは揃そろって明めん太たい子こにしたのか」

　俺たちが舌鼓を打つ中で、みやびの隣へと橘たちばなが腰を下ろす。

「うん。巴ともえちゃんは柚ゆ子ず胡こ椒しようにしたんだね」

「……ん？　昨日も同じじゃなかったか？」

「うむ。こちらへ来て初めて食したが、非常に好みの味でな」

「俺には肉ばかり食うなって言うくせに……」

　俺がぼそりと呟き、痛いところを衝つかれたとばかりに橘から笑みが消える。

「べ、別に構わないではないか。キミと違って、私はバランスよく栄養を摂るようにしているのだからなっ」

　確かに、彼女のおかずを載せた皿には、肉、魚、野菜といろいろ種類が豊富だ。

　──が、動揺しながら言っても、説得力に欠ける気がするのは俺だけか。

「ふんっ、貴様は橘に毎食見繕ってもらった方がいいんじゃないのか」

　と呆あきれた声で会話に参加してきたのはトラだ。

「……ふむ、それもいいかもしれんな」

「同意しないでくれ……」

　頷うなずく橘に、俺は力無くツッコむ。

「そ、それなら、わたしに選ばせて貰もらえないかな？　巴ちゃんにバレない程度にお肉を多めに入れることも出来るかなって……」

「気持ちは嬉うれしいけど、橘の目の前で言うのはどうかと思うぞ……」

「あっ……。あはははは……」

　しまったとばかりにみやびは橘に苦笑い。

　そこへトレイを手にしてやってきたリーリスが、不思議そうに首を傾かしげる。

「妙な笑い方して、何かあったわけ？」

　橘が簡潔に説明すると、黄金の少女はぷっと吹き出した。

「それなら、あたしと一緒に昼食を摂とれば解決じゃない。透とお流るが満足するだけのお肉をサラに用意させるわよ。……あ、もちろんあたしの部屋で、ね♪」

「リーリス。キミは九ここの重えにバランスのいい食事を摂らせたい、という私の話を聞いていなかったのか……？」

　額に手を当て、疲れたように橘たちばなが言うも──

「あら、夫の望むものをっていうのは妻の務めだと思わない？」

「夫婦じゃないからな」

「人前だからって照れなくていいのよ、透とお流る」

「ふんっ、無駄話してないで早く食べたらどうだ」

　バカバカしいとばかりに言い捨て、トラは真っ黒な麺めん──イカスミパスタを口にする。

「トラはイカスミにしたのか。どうなんだ？」

　見た目が見た目だけに、イカスミだけはちょっと躊躇ためらっていた。

　とはいえ隣で食す姿を見てしまうと、やはり味が気になる。

「味付けはペペロンチーノに近いが、もっと濃厚な味だと思っていい。程よい甘みにトマトと唐辛子、にんにくによる多重──」

「ん、ちょっとくれ」

　長くなりそうだったので、話を遮りつつ一口くれと要望を出す。

　訊きくよりも、一口もらったほうが話が早い。

「まったく貴様という奴やつは……」

　不満げに言いつつも、トラはくるくるとパスタをフォークに巻き付ける。

「ありがとな。こっちのも食うか？」

　パスタの巻き付いた俺のフォークを、トラは自身が差し出したフォークと交換し──ぱくりと互いに一口で食べる。

「「……………………」」

　トラとフォークを返し合ったところで、ふと気付く。

　みやびとリーリスが、自身の手にあるフォークと俺たちへ、交互に視線を向けていることに。

「えっと……？」

　何か強い圧を感じた矢先、二人が揃そろって立ち上がった。

　──と同時に、先を争うかのようにフォークへそれぞれのパスタを巻き付ける。

「と、透流くんっ、これっ、食べてみない!?」「くっ!!」

　本当に先を争っていた二人の勝負（？）はみやびに軍配が上がり、一口分のパスタが俺に向かって差し出されてきた。

「はい、透流くん。間接キ……じゃなくて、あーん♪」

「みやび、俺も同じ明太クリームなんだけど……」

「あ……」「何をしているのだ、みやび……」

　みやびの犯したミスに、《絆双刃パートナー》の少女が頭を抱える。

「と、透とお流るくんにあげるために、巴ともえちゃんの柚ゆ子ず胡こ椒しようをちょうだいっ。代わりにわたしの明めん太たい子こを巴ちゃんにあげるからっ」

「そ、それでは私のフォークを九ここの重えが使うという話になるではないか、みやびっ!?」

　俺とみやびへ交互に顔を向ける橘たちばなの頬ほおは、心なしか赤みが差しているように見える。

　そんな二人のやり取りに、リーリスは黄金色の髪イエロートパーズを指で梳すいて勝ち誇る。

「ふふっ、一瞬やられたとは思ったけど、真の勝利はやっぱりあたしのもののようね。それじゃあ透流、あーんってして♡」

　衆目の集まる──それも知り合いばかりが占めるこの場でそれをしろと言うのは、かつてあらもーどでユリエ相手に行ったときと比べても、恥ずかしさの度合いが桁けた違いだ。

「え、えーっと……これは？」

　質問をして時間を稼ぎ、少しでもこの先を回避する案を考──

「オマール海え老びのパスタよ。はい、あーん♡」

　考える時間が五秒と与えられなかった。

「え、えーっと、夜に食おうかなと……それに人が見てるから、な」

「むしろ見せつけるくらいの気持ちでいいじゃない」

　一瞬で切り返されてしまったそのとき──

「トールは海老が苦手なので結構とのことです」

「夜に食べるって発言と矛盾してるわよ……」

　ここでようやくテーブルに着いたユリエの一言に、リーリスがジト目でツッコむ。

　──が、ユリエは意に介さず、リーリスの差し出したパスタをぱくり。

「あんたねぇ……。はぁ、まあいいわ」

　やる気が削そがれたとでも言おうか、小さく息を吐くとリーリスは腰を下ろす。

　けれどその口元は、僅わずかばかりだが柔らかい。

（やっぱり変わったよな……）

　そんな黄金の少女の様子を見て、そんな感想を俺は抱く。

　二人の鞘さや当あては相変わらず日常の光景ではあるが、《狂売会オークシヨン》の任務を終えて以来、それ以前と比べて少しばかり雰囲気が緩和したように思う。

「美う味まいか、ユリエ？」

「ヤー。なかなかのお味です」

　じゃあ本当に夜に食うか──と思ったところで、ユリエのトレイにはパスタが無いことに気がつく。

「ユリエは天ぷらうどんにしたのか」

　ほかほかと湯気が立つ天ぷらから、とても美味そうな香りが漂ってくる。

「天ぷらうどんの海老天って美味いよな」

「……二本ありますし、一本食べますか？」

「いいのか？」

「ヤー♪」

「海え老びが苦手って話はどこに行ったのよっ」

　海老天を俺へ差し出す銀色の少女に、リーリスがツッコむ。

「たったいま好きになったそうです」

「あっさり好みが変わるわね!?」

　……雰囲気緩和は気のせいかもしれない。

　やがてタツもやってきたことでいつもの顔ぶれが揃そろい、それぞれのメニューの話や今日の授業や訓練についての話をしつつ、昼の穏やかで、時折賑にぎやかな時間は過ぎていった。










　木々の間を全力で駆け抜ける──

　より正確に言えば乱立する木を避けながら、林を端から端まで駆け抜けるという、反射神経と瞬時の判断力を高める自主トレ中のことだった。

　もう少しで林が終わるといったところまで来たとき、抜けた先にある道を、知っている顔が歩いているのを見つける。

「おーい、たちば──」

　バキィッ!!　全力で駆けている最中に余よ所そ見みをしたらこうなるという、当然の結果だ。

　太めの枝による顔面へのラリアットにより、すっ転んだ挙げ句に勢い余ってごろごろと転がり、最後は林を抜けた先で仰向けになって止まる。

「何をしているのだ、キミは……？」

　そんな俺に気付いた橘たちばなが近寄ってきて、珍妙なものを見るような視線で話し掛けてきた。

「はは……ちょっとミスって……」

「気をつけるのだな。無茶をしてケガをしたら元も子も──」

　土を払いながら立ち上がると、橘が目を丸くする。

「ぷっ……。か、顔が赤く、ペイントでもしているかのようだぞ、九ここの重え」

　口元に手を当て、吹き出す橘。

　よほど可お笑かしいのか、顔を背けて肩を震わせてさえいる。

「そこまで笑わなくても……」

「いや、すまない。不意打ちだったもので──」

　小刻みに肩を震わせつつ、ようやく顔をあげた橘がここで再び目を丸くする。

「鼻血が出ているぞ、九重」

「あ……」

　じんじんと熱を持った鼻から、とろりとした血が垂れていく感覚に、指摘されて初めて気がつく。

　林の方へ目を向けると、俺の顔を直撃したであろう太めの枝が落ちていた。

「思いっきりぶつかったからなぁ……」

　呟つぶやきつつ手で拭ぬぐおうとすると、橘たちばなに止められてティッシュを差し出される。

　感謝を伝えてティッシュで血を拭うと、鼻を指で挟んで押さえ──

　ものの一分もしないうちに、出血は止まった。

「さすが《黎明の星紋ルキフル》ってところだな」

「とはいえ、あまり無茶はしないようにな。それと、まだ少し汚れている。動かないでくれたまえ」

　橘は手に持っていたバケツの中から水入りのボトルを取り出し、それをティッシュにかけて濡ぬらすと、そっと俺の顔に手を当ててくる。

　そのまましばしの時が流れ──やがて橘が笑みを見せる。

「これで大丈夫だ」

「ありがとな。……ところで、これから菜園に行くのか？」

　ジャージ姿でバケツを持ってという出で立ちに、問うまでもないとは思うも尋ねてみると、嬉うれしそうな声が返ってくる。

「うむ。今は白菜とカブとカリフラワーを育てていてな。白菜は来年になるが、他ほかの二つはそろそろ収穫が近づいているから、こうして世話をしに行くのが毎日楽しみなのだ」

「……………………」

　俺は視線を逸そらした。

「その態度は何なのだ、九ここの重え？」

「い、いや、つい……」

　詰め寄られ、何とか言い訳をしなければと頭を働かせていると──

「まあ安心したまえ」

　突然、笑顔に切り替わる。

「キミの好みはだいたい把握したからな。カリフラワーはドリアに入れようと思っている」

「おお、それなら……」

　肉ほどではないにせよ、チーズ系は好みとあって収穫が少し楽しみになる。

「ふふっ、顔つきが変わったな。楽しみにしていてくれたまえよ」

「もちろん。……ところでカブの行方は？」

「そちらは漬け物にするつもりだ。キミも好きだったはずだろう？」

　口角を上げて言う様に、俺は驚きを覚える。

　野菜はあまり好きではないが、漬け物は別だからだ。

「本当に俺の好みを把握してるんだな……。なんて言うか、そうだな──」

　一拍置き、思い浮かんだ単語を告げる。

「母さんみたいだ」

「……同い年の子を産んだ憶おぼえはないぞ、私は。せめてそこは──」

「そこは？」

「……………………」

　何な故ぜか橘たちばなが沈黙したので先を促すと──

「わわわ私は何を考えて!?　その立ち位置はみやびだろう────っ!!」

　空を仰いで頭を抱え、絶叫しだした。

「私の……不ふ埒らち者────っ!!」

　自分を責めるという新パターンで、橘は風の如ごとく走り去っていった。

「えーっと……」

　今の会話で俺に問題点は無かったと思うから、追いかける必要はないだろうと見送っていると──

　橘という一陣の風とすれ違い、銀色の髪シルバーブロンドを大きく揺らす少女の姿が。

「何かあったのですか？」

「さあ……？」

　近づいて来たユリエに問われ、俺は首を傾かしげた。

「ところで、最近トールと巴ともえはとても仲がいいですね」

「そうか？」

「ヤー。そう見えます」

　俺としてはこれまでと特に変わった感じはしないのだが、傍はたから見ると違うのだろうか。

（別に何かあったわけでも──）

「あ……」

　ふと思い当たることがあり、声が出る。

「どうかしましたか？」

「いや、もしかしたらだけど──《狂売会オークシヨン》のときに、少しばかり腹を割って話をしたからかなと思ってさ」

　共に過ごした一夜が、あのときの会話が、知らず知らず俺たちの距離を以前よりも近づけていたのかもしれない。

「腹を……」

　俺の話にユリエは小首を傾げ、チリンと鈴の音を鳴らした後に言う。

「切腹ということですか？」

「死ぬから」

　即ツッコミを入れる俺だった。










　週末が近づくにつれ、学内には解放感が満ちてくる。

　厳しい訓練も週末には行われず、自分の時間を満喫出来るからだ。

　ゆっくりと体を休めるなり、遊んで心を癒いやすなり、週末にあれをしようこれをしようといった思考が、そのまま学内の雰囲気となっていくわけだが──

　周囲とは真逆に、俺の胸の内では緊張感が増していく。

　ユリエとの勝負が刻一刻と近づいて来ているからだ。

　あの冷たい雨の日以来、任務に就いている日を除いて俺は《絆双刃デユオ》の少女を相手に、刻いのちを懸けた闘いを続けている。

　敗北すれば、一日という刻ときを失う。

　二十四時間すべてを──いや、起きている時間すべてですら、修練を積むために充てられるわけじゃない。

　それでも、一日でも早く強くなりたい。

　だからこそ負けられないと、今日も俺たちは拳こぶしと刃を交わす。

　白刃の軌跡が頬ほおを掠かすめ、拳の風圧が銀色の髪シルバーブロンドを揺らめかす。

　互いの手の内を知り尽くしているが故に、膠こう着ちやく状態が続いていたのだが──

　今日の闘いは、意外な形で決着を見ることとなった。

　……いや、この状況を決着と呼ぶには差さし支つかえがある。

　激しい攻防の末、俺とユリエが放った一撃が互いの体へ届く前に、突如現れた第三者の手によって止められていたからだ。

「二人とも、ここまでです」

「み、三み國くに先生……!?」

《魔女デアボリカ》の護衛の割り込みに、俺は大きく目を見開く。

　それもそのはず、三國先生は普段と表情一つ変えずに俺たち双方の必倒の一撃を止めているのだから。

　その姿にかつて契約の夜、俺たちを凌りよう駕がする手て駒ごまの存在を語った理事長の言葉が甦よみがえる。

　同時に、《Ⅳレベル４》の《超えし者イクシード》の攻撃を余裕で止められる人物ですら、黒衣の少女が望む域へ達していないのだと悟る。

　そして辿たどり着かなければならない頂は遥はるか遠くで、今はまだその姿すら見えていないということも。

「……何かご用ですか？」

《焔牙ブレイズ》を消すと、ユリエが闘いを止めた理由を問う。

　その表情は普段と変わらず、銀色の少女が三み國くに先生をどう捉とらえているのかを読み取ることは出来ない。

　だが──

「理事長より、新たな任務について話がありますので貴方あなた達をお連れするように、と」

　三國先生の返答に俺ほどではないにせよ、ユリエも僅わずかばかり表情が強こわ張ばる。

「……わかりました。ユリエ、決着はまた今度にな」

「ヤー」

　承諾して俺たちが《焔牙ブレイズ》を消し去る様に、三國先生は静かに笑みを浮かべた。

　三國先生に連れられて理事長室へ向かうと、室内には黒衣の少女以外にもリーリスと橘たちばな、トラの姿が視界に入る。

「九ここの重えくんとシグトゥーナさんをお連れしました」

「ご苦労様、三國」

　僅かに目を細める理事長を見つつ、俺は《魔女デアボリカ》の試練かどうかについて思考する。

（みんなが居るってことは、今回は任務だってことか……？）

　リーリスはさておいて、橘とトラが居るのなら通常の任務の可能性が高い。

《狂売会オークシヨン》以降に就いた五回の任務の内、《魔女デアボリカ》の試練は二回──

　一回は俺とユリエの二人だけで任務を命じられ、もう一回は事情を知るリーリスを加えた三人だった。

　だが《狂売会オークシヨン》の一件──橘が巻き込まれたことを考えると、任務内容について聞き終わった後に問とうべきだろう。

　その理事長はと言うと、俺たちの顔を見回した後──

「社会とは──その大小に拘かかわらず、必ずや閉鎖的な一面を持つものですの」

　奇妙な前置きを口にし、新たな任務について話し始めた。

　それはこれまで──さほど多くないとはいえ──俺たちが受けた任務とは、随分と毛色が違うものだった。




　日が傾き始め、空の色が濃さを増してきた頃ころ──

　俺たち五人は私服に着替え、電車に揺られていた。

　無論、遊び目的の外出なんかじゃなく、任務先へ向かってのことだ。

「いつ終わるかわからないっていうのは面倒な話よねぇ……」

「ふふっ、そう言うな。護陵衛士エトナルクの任務は多種多様だと、理事長も言っていただろう」

　言葉をそのまま態度に表して大きく息を吐くリーリスへ、橘が苦笑しつつ言う。

　リーリスは「それはわかっているけど、抱く感情は別物なのよ」と返事をしていた。

「あまり任務だって意識しないで、気楽にやろうぜ」

　彼女の気持ちはわかるが、同意して任務に対するテンションを今以上に落とすわけにはいかないと、フォローを入れておく。

　俺たちは皐さ月つき繁華街へ遊びに行く学生として、これから毎日放課後になる度にこうして電車に揺られることになるのだから。

　帰りは所定の場所へサラが迎えに来てくれることになっているため、多少マシではあるのだが。

「ふんっ、その話はここまでにしておくんだな。着いたぞ」

「行きましょう、トール」

　ドアが開くとトラが、続いてユリエがホームへと降り立つ。

　俺たちも後に続き、改札を出ると目的地である街──皐月へと到着した。

　皐月市──

　県北西部に位置し、複数の路線が乗り入れるこの街には、数多くの商業施設が構えられている。

　特に活気と賑にぎわいに満ちたアーケードには、日々多くの若者が集まっているとのことだ。

　そんな街へ俺たちが派遣された理由は、まさに若者という部分がキーワードとなる。

　今回の任務は、その世代を対象に情報収集することが主となっているからだ。

「えーっと……どっちだっけ？」

「こちらだ、九ここの重え」

　駅から繋つながる歩行者専用高架通路ペデストリアンデツキに出たところで足を止めるも、橘たちばなが先頭に立って歩き始めた。

　迷いなど微み塵じんも感じられない歩調から、最初の目的地となるアーケード街までの地図は頭に叩たたき込んであるのだろう。

　道程みちのりにある特徴的な施設を数ヶ所覚えただけの俺とは大違いだと、先を歩く橘の背中を追いながら感心する。

「それにしても、結構大きな街だなぁ……」

「ヤー。それに、とても綺き麗れいです」

　クリスマスが近いという時期もあってか、高架通路デツキには大きなツリーが配され、街もいたるところが華やかなイルミネーションで飾り付けられている。

　学園の敷地内では決して味わえない雰囲気──流れてくるクリスマスの楽曲の中を多くの人が行き交う雑踏、どこからかシャンシャンと響いてくる鈴の音──の中を歩いていくと、ものの数分もしない内に本日最初の目的地となる皐月三番街アーケードへと到着した。

「さて、まずは三番街とやらに着いたわけだが──」

　アーケード内へ足を踏み入れたところで前を歩くトラが振り返り、俺とリーリスの顔を交互に見る。

「僕らはこれからしばらくの間、ここに通い情報収集を行う。そのためにも周囲とは円満な関係を築かねばならないから、くれぐれも言動に注意するんだぞ」

「トラもな」「トラもね」

　俺とリーリスの声がハモる。

「どういう意味だっ!!」

　そのままの意味だろ、と返そうとしたそのとき──

「ってーじゃんか！　放せよテメー!!」

　さっき通り過ぎたばかりのアーケード入口方面から、女の子の怒鳴り声が聞こえてきた。

　あきらかにトラブルであろうことが察せられる内容に、俺は咄とつ嗟さに踵きびすを返して走り出す。

「お、おいっ、透とお流る!?」

　トラが慌てるも、俺は既に入口へと戻り、先程の声の主を視界に収めていた。

　入口近くにある少し暗めの横道で、俺たちと同い年くらいの女の子が、長髪の男に腕を掴つかまれていた。

　傍そばにはもう一人、男の仲間らしき巨漢が事の推移を見守るかのように立っている。

「放せよ！　金玉潰つぶされてーのかよ!!」

「うるせーぞ、このバカ女！　テメーらベラドンナが──」

「おい、やめろ!!」

　長髪が拳こぶしを振り上げた瞬間、俺もまた声を荒らげて駆け寄る。

「「何だよ、テメーは!?」」

　男女双方の声が、俺の姿を認めて重なった。

「ただの通りすがりだ」

「関係ねーやつはすっこんでろ！」

「いいや、こうやって割り込んだ以上は関係者ってものだろ」

　言いながらさらに近づき、長髪の腕を掴む。

　背後でトラが頭を抱えている姿が振り返らずともわかるが、乱暴をしようとしている姿を見逃すという選択は無い。

「その子を放してやれ」

　力を入れるでもなく、声を少し低めにして威圧するように言う。

　一瞬、長髪がびくりと体を震わせ、女の子を掴んだ手から僅わずかに力が抜けた。

　女の子はその瞬間を逃さず、手を引くことで長髪から逃れ──

「よくもやりやがったな、このクソヤロー!!」

　と叫ぶや否や、男の脛すねを蹴けり飛ばす。

「ぐぅっ！　つぅ……このクソガキ……!!」

「なっ……!?」

「ざまぁねーな！　あはははっ！」

　女の子が大きく声をあげて笑う様は想定外で、俺は思わず目を丸くする。

「いい加減にしろ、女」

　怒りを内包した低い声で言うと、巨漢がゆっくりと女の子に近づこうとし──

　俺は二人の間へと立つ。

「まだ邪魔するつもりかよ！」

　長髪の怒りが俺に向いたところで背後に視線を送り、行けとあごで示す。

　女の子は中指を立てて「テメーらこそ消えちまえ!!」と叫ぶと、アーケードの中へと駆けていった。

「くそっ、テメーのせいで……!!」

　ここでようやく脛すねの痛みから立ち直った長髪が、歯は軋ぎしりをしつつこちらを睨にらみ──

　次の瞬間、俺に拳こぶしを振るった。

　ガッ！　その拳をわざと喰くらう。

《Ⅳレベル４》の俺にとって、一般人の拳を受けてもダメージは無いに等しい。

　微動だにせず、俺は長髪に告げた。

「……今のは、あの子が蹴けった分としておく。だけどこれ以上続けるなら、次はこっちも手を出させてもらうぞ」

　言いながら圧を放つと、彼らの表情が変わる。

「……やめておこう」「お、おいっ……!?」

　首を振って肩を掴つかむ巨漢に、長髪は苛いら立だった様子を見せるも──

　舌打ちをし、踵きびすを返した。

　遠ざかって行く二人の背に、どうやらこれ以上の争いをせずに済んだと俺はほっとひと息つく。

「大丈夫でしたか、トール？」

「蚊に刺されたようなものさ──って、リアルに言うことになるとは思わなかったな」

　そっと俺の頬ほおに触れたユリエは、「それならいいのですが……」と眉まゆの両端を下げる。

「まったく、貴様という奴やつは……。注意した矢先からトラブルに首を突っ込むとは……。まずは目立たぬように、この街へ入り込むという話を忘れたのか」

「い、いやぁ、ははは……。えーっと、ユリエやリーリスが居る以上、目立たないようにするのは無理があるんじゃないか、とか……」

「自然に目を引くのと、騒ぎに首を突っ込んで目立つのは別物だ、バカもの」

　ぴしゃりと言われ、俺はそれ以上何も言えなくなってしまうのだが──

「ふふっ、透とお流るらしくていいと思うわよ」

「トラ。九ここの重えからは何一つ手を出していないのだし、ここは大目に見てもいいのではないか？」

　とリーリスに続いて橘たちばなからも先の行動についての肯定意見が出ると、トラは大きくため息をついた。

「とはいえ──」

　言いながら、橘がくるりと振り返る。

「トラの言うことももっともだ。今後は軽率な行動を控えたまえ」

　きっちりと釘くぎを刺され、苦笑しながら頷うなずく俺。

「それじゃあ、そろそろ辺りを見て回ろうぜ。ここで立ち話は時間が勿もつ体たいないしな」

「……ふんっ、調子のいい奴やつだ」

　もう一度ため息をついたトラと肩を並べ、俺は歩き出す。

　当初の予定通りに繁華街をひととおり歩き、皐さ月つき市がどんな街なのかを自分たちの目と足で確かめるために。

（しかし、いきなりあんなトラブルがあるとはな……）

　自分から首を突っ込んだとはいえ、到着して早々にトラブルに遭遇することになるとは思わなかった。

　繁華街ということもあって治安は乱れやすいのだろうが、そういった環境に惹ひかれて集まる存在も居る。

　それは──闇やみ。

　ネオンの光が生み出す世界は、同時に闇を生む。

　今回、俺たちに与えられた任務は、その闇についての情報を得ることだ。

　なぜ俺たちなのか。

　情報を得る対象が、俺たちと同世代だからだ。

『社会とは──その大小に拘かかわらず、必ずや閉鎖的な一面を持つものですの』

　理事長は今回の任務について語る際、そう前置いた。

　それは、この皐月市繁華街をテリトリーとする若者たちの世界を指す。

　彼らは自分たちの世界に大人が入り込むことを許さない。

　だからこそ護陵衛士エトナルクではなく、同世代の俺たちにお鉢が回ってきたというわけだ。

　もちろん護陵衛士エトナルクにだって若手はいるが、常時何かしらの任務に就いている彼らを部隊から外し、この街の捜査に回すことは出来ないと説明を受けた。

　今、皐月市の繁華街という閉鎖された社会には、闇が少しずつ広がり始めている。

　繁華街における治安の乱れなどという、生易しいものではない闇が。

　闇の名は──《禍稟檎アツプル》。

《６６６ザ・ビースト》が生み出した脱法ドラッグだ。





　　　　　　◇






　男──青年と少年の境であろう年齢の彼が辿たどり着いたときには、既に一帯は焦土と化していた。

　半日前まで《６６６ザ・ビースト》に関する施設があったこの場所も、今は男を除いて動く影は無い。

　まだ熱が残る一帯を丹念に調べようと、彼の望むものは何一つ見つからないであろうことは明白だろう。

　舌打ちをし、踵きびすを返して場を立ち去ろうとしたそのとき──

　嵌はめた指輪が、ぼんやりと輝いた。

　男は指輪を嵌めた手を耳元に当てると──

「よう。こっちはダメだ。……ああ、まただ。で、そっちは何かあったのか？」

　虚空へ向かって会話を始めた。

　その手に、通信機器など無いと言うのにだ。

「──俺に？　ほぉ、随分と意外な相手だな。……ああ、ちょっとした知り合いってやつだ。……まあ、どうするにしてもあと二ヶ所回ってからの話だけどな。……わかってる、心配すんなって──じゃあ、またな」

　虚空への会話は、そこで終わった。

「さて……次へ行くとすっか」

　肩をぐるりと回し、男は駆け出した。

　口元を覆う白いマフラーを、風になびかせて。






■第三章『奥まで深く……』









　情報を得る──と一言にいえど、まずは街を知ることからが始まりだ。

　構える店などの情報は事前に学園側から用意されてはあったものの、最初の数日は繁華街を巡ることとなった。

　事前の情報は出来る限り頭に詰め込んであるが、いざ何かあった場合には自分自身の目と足で確かめたという経験が物を言うからだ。

　そうして店の場所、道の繋つながり、人の集まる場所などを大まかに把握しつつ任務は次のステップへと進む。

　それは──活動の拠点を定めることだ。

　定めた拠点、もしくはその付近をテリトリーにしているやつらに、俺たちという新参のグループを認識して貰もらうというのが狙ねらいだ。

　互いに顔を覚えていれば、いずれ言葉を交わす機会もそのうち出てくるだろう。

　そうなれば、《禍稟檎アツプル》に繋がる情報もいずれは得られるだろうと踏んで。

　駅と繋がる高架通路、若い世代向けの店が集まったビル、ボーリング場、ビリヤード場、ファーストフード店やファミレス、中心地から少し離れた場所にある公園といった様々な候補から俺たちが選んだのは──

　三番街付近に位置するゲームセンターだった。

　人の出入りが多く、そのほとんどが若者──もちろん社会人も居るが──というのも今回の任務を考えれば適切な場と言えるだろう。

　拠点を定めた俺たちは、今日も騒々しいゲーセンへと足を運ぶ。

「ふふっ、完璧パーフエクトね♪」

　パチンッと指を打ち鳴らし、喜びを露あらわにするのは黄金の少女だ。

　彼女の目の前でクレーンが左右に開き、挟んでいた景品が穴に落ちる。

　ファンファーレを響かせるプライズキャッチャーから景品──ぬいぐるみを取り出して、嬉うれしそうにぎゅっと抱えるリーリスを見ながら思う。

（いまだにあれの良さがわからないな……）

　世界的人気のホラーテーマパークＤＮＬデスニユーランドのマスコットキャラ・ロジャース。

　ハート形をしたリーゼントのたてがみを持つ馬で、後頭部からは脳みそが見えるという不気味なデザインだ。

　キモカワイイとのことだが、俺にはさっぱりわからない……。

（まあそれは置いておくにしても──本当にいいのか、こんなことしてて……？）

　今回の任務の性質はもちろん、みんなで話し合って現在のやり方を選んだのだが、それでも疑問を持ってしまう。

　たとえ任務とわかっていても、こうして遊んでいるこの時間帯は普段なら放課後で、自主訓練に充てているのだから。

（二、三日で終わるような任務だったらよかったんだけどなぁ……）

　とは思うものの、《６６６ザ・ビースト》が関かかわる任務を希望したのは俺自身だ。

（まあ、《６６６ザ・ビースト》に関わる任務だから、ユーゴと会える可能性はあるわけだし……）

　……現状で、可能性は限りなく低そうだが。

　などと考えていると、銀色の少女の姿が視界の内に無いことに気がつく。

　一人でゲーセンの外に出ないよう取り決めてある以上、店内には居るはずだが。

　ちなみにトラはメダルゲーム、橘たちばなは将棋ゲームで遊んでいる。

（えーっと、ユリエは……）

　どこに行ったのやらと捜してみると、別の通路に面したプライズキャッチャー前に銀色の少女の背中を見つける。

　ちょうどキャッチャーを動かしているところだったので、声を掛けようと思うも留まり見守ることに。

　爪つめが引っ掛かり、ぬいぐるみが持ち上がっていくも──

　キャッチャーが一番上まで持ち上がりきったときの振動で、ぼとりと落下した。













　結果、わかりやすいくらいにがっくりとうなだれる背中が。

　だが、そこでユリエは諦あきらめたりはしなかった。

　インコのワンポイントが入ったコインケースを取り出すと、迷うことなく百円投入。

　ちゃりーんと電子音が響くと、キャッチャーが軽快なＢＧＭに乗って動き始め──

　再びユリエががっくりとうなだれるまで、さほど時間を要さなかった。

　戦闘に関しては天性の才を持つ彼女も、こういったゲームは苦手というのは何だか微笑ほほえましい。

　けれど銀色の少女は[image: ][image: ][image: ][image: ]諦めずに、再び百円を投入するわけで──

　ちゃりーん→がっくり。

　ちゃりーん→がっくり。

　ちゃりーん→がっくり。

「……ユリエ、俺にやらせてくれないか？」

　さすがに見ていられなくなり、声を掛けることに。

「トール……」

　しょんぼりとした表情で振り返ったユリエに、任せとけと頷うなずくとポジションを交代する。

「どれを狙ねらっていたんだ？」

「全部です」

「……………………」

　返ってきた言葉にしばし考え込んだ後、もう一度訊きくことに。

「どれを狙っていたんだ？」

「全部です」

「……………………」

　やっぱり同じ答えが返ってきた。

（あのままだと有り金すべてはたいていただろうし、声をかけて正解だったな……）

　景品を確認すると、中に入っているのはインコのぬいぐるみが五種類。

　昨日までは無かったはずだから、今日の日中に入荷されたと思われる。

　ユリエの返答から考えるに、全種類欲しいということなのだろう。

（……まあ頑張ってみるか）

　全部取れたとき、銀色の少女がどんな表情を見せてくれるのかを楽しみに、俺はキャッチャーを動かし始めた。

「あ……あ、ああ……トール、ダメです、そこは……。あ……そこ、そこですっ……！　もっと強く押し込んで……あ……やはりダメ……。……っ！　ナイ、いいです、そこっ、引っ掛かって、そのまま、そのままです……！」

　ぎゅっと俺の袖そでを掴つかみ、ユリエは興奮してか頬ほおを朱に染めながら声を出す。

「もっと、もっとです……！　その穴に入れて、奥まで深く……ヤー、そこです、そのまま……トール、トール……！」

（このイケナイコトをしているような気分は何なんだ……！）

　とまあ、そんなこんなで──

　最初の数回はうまく行かなかったものの、段々とコツを掴つかんで来ての四回目にしてファンファーレとともに、景品取り出し口へぬいぐるみが落下してきた。

　おそるおそる手を伸ばして景品を取り出すと、ユリエは高く持ち上げてじっとぬいぐるみを見つめる。

　その瞳ひとみはきらきらと輝き、興奮しているのがよくわかる。

「どうだ、ユリエ？」

　感想を求めてみると──

「すごいんこ……」

　わけのわからない返事をされた。

「ユ、ユリエ……？」

「これは、すごいんこというシリーズなのです」

　納得した。

「ありがとうございます、トール。とてもとても嬉うれしいです」

「ははっ、それならよかった」

　ぎゅっとぬいぐるみを抱きしめて喜ぶ姿を見ることが出来て、自分で思っていた以上に嬉しくなる。

「お礼に、私に出来ることでしたら何でもさせて頂きます」

「いや、それはよくないから」

「──？」

　即座に首を横に振ると、ユリエは不思議そうに小首を傾かしげた。




　進展があったのは、それから程なくしてのことだった。

　プライズキャッチャーのその後ではなく、任務についての進展だ。

　三千八百円をかけて揃そろった五種のすごいんこに大喜びのユリエが、橘たちばなにも見せてくると小走りで駆けていった後を追おうとすると──

　写真シール機プリントフラッシュ（通称プリフラ）コーナーから前を見ずに出て来た女子高生の二人組とぶつかりそうになる。

「どこ見てんだよ、テメー！」

　直後、ウェーブヘアの女の子が怒鳴る。

　不注意に通路へ出て来た相手に怒鳴られるのは納得が行かないとは思うが、それで騒ぎ立てるようなものでもない。

「悪かっ──」

　と謝ろうとしたところで、

「ん？　テメーどこかで──」

　こちらの言葉を遮り、眉み間けんにしわを寄せ、こめかみに指先を当てる女子高生。

（あれ？　この子──）

　ブリーチで茶髪にしたゆるい短めのウェーブヘアは、つい最近どこかで見た憶えがあるような。

「誰だれよ？」「待った。あとちょっとで思い出せそうだから──」

　怪け訝げんそうな顔で話し掛ける友人を、茶髪の子が手で制した直後──

「あ────っ!!　この前《沈黙の夜サイレス》に絡まれたときのやつじゃん!!」

　彼女は俺に指を突きつけて叫ぶ。

「ちょっ、こいつ《沈黙の夜サイレス》のやつかよ!?」

「違う違う！　なんか知んねーけど《沈黙の夜サイレス》の邪魔したんだって！」

「はあ？　つまりどういうことよ？」

　もう一人の女子高生の意見は、そのまま俺の意見でもある。

「だからー、この前《沈黙の夜サイレス》に絡からまれたときに、変なやつが出て来たって話したじゃん！」

　ウェーブの子はどうしてわからないんだと苛いら立だつも、正直説明の仕方が悪いと思う。

（……変なやつって俺のことか？　いや、それより──）

　絡まれたという話で思い当たる節がある。

「もしかして先週、三番街の近くで絡まれてた──」

「そうそう！　それあたしあたし！　人が楽しく遊ぼーってときに《沈黙の夜サイレス》のやつらに邪魔されてさー。けど、あんたのおかげで助かったわけよ♪」

「あー、あの話ね。把握したわー」

　バンバンと俺の肩を叩たたきながら笑顔を見せるウェーブの子に、もう一人の女子高生ともどもようやく話を理解する。

　どうやら任務初日に首を突っ込んだトラブルのときの女の子のようだ。

　すぐに記憶と一致しなかったのは、今と違ってあのときは私服姿だったためだ。

「助かったならよかったけど、最後に蹴けりを入れるのはどうかと思うぜ。あれじゃ相手の神経を逆なで──」

「説教うぜー」

「うっ……」

　余計なお世話だとばかりに睨にらまれ、それ以上言葉を続けられなくなってしまう。

　そこへ──

「透とお流る、その子たちは？」

　ひょこりと筐きよう体たいの陰から顔を出したリーリスが、俺と二人の女子高生を見て不思議そうな顔をする。

「ああ、この子たちは──」

「リアル外国人っ！　マジ金髪じゃん!!」「胸でかっ!!　ぼーんっ!!」

「えっと……？　透流。いったい何なのよ、この子たち？」

　説明しようとした矢先に二人が騒ぎ出し、さすがのリーリスも困惑を隠せない。

「いや、実は……」

「どうかしましたか、トール？」

「リアル外国人パートⅡ！　マジ銀髪じゃん!!」「顔ちっさ!!　きゅーとっ!!」

　改めて説明しようとしたところにユリエたちが現れ、再び騒ぎ出す二人組だった。

　そのまま二人が騒いでいる間に、手早く説明を済ませたのだが──

「ふむ、先日の者だったか……。ところで今の話で一つ気になったのだが、《沈黙の夜サイレス》とは？　よければ聞かせてもらえないだろうか？」

　さりげなく会話へ交ざりつつ、橘たちばなが情報収集を始める。

　困惑して任務が頭から飛んでいた俺とは大違いだ。

「あいつら知んねーの？」

「すまない。我々はこれまでは待まつ里ざとに立ち寄るばかりだったのでな。皐さ月つきへ顔を出し始めたのは、つい先日の話なのだ」

　橘は皐月市に隣接した街の名を出して皐月の事情に詳しくないことを述べると、二人の女子高生は何の疑いもなく、自分たちのことを語り始めた。

「うちらはさー、自由に楽しくってのがアピールポイントのベラドンナってグループなわけよ。いろんなガッコのやつや、ぶらぶら暇してるやつが集まって遊んでるっしょ」

「なるほどな。では、この前揉もめていた彼らは？」

　正直、ストレート過ぎる質問と思えたが、ウェーブヘアの子は気に掛ける様子もなく答えてくれる。

「あいつらはいろんなガッコのドロップアウト組が集まってるグループで、《沈黙の夜サイレス》なんて名乗って、街を仕切るーとかチョーシこいてるやつら」

　美み咲さきと名乗った──自己紹介をした──ウェーブヘアの子からの話をまとめると、皐月の繁華街には四つの派閥があるということだ。

　ベラドンナ──美咲たちの属する、楽しく遊ぼうというグループ。

《沈黙の夜サイレス》──ベラドンナと不仲にある少人数のグループ。

　皐月工業高校──昔から皐月で幅を利かせる、不良の多い高校として有名。通称皐月工ツキコー。

　流ながれ河かわ高校──皐月工ツキコーと昔から対立関係にある高校。校内でもさらに少数の派閥に分かれているらしい。通称、流河高リユーコー。

　加えて、四つの派閥のいずれにも属さない個人や小さなグループが相当数。

　また、無所属を除いた四つの派閥が、よく集まっている場所も美み咲さきは教えてくれた。

（ほぼ資料どおりか。……だけど、溜たまり場の情報が増えたのは嬉うれしい話だな）

　実はここまでの情報の大半は、任務をスムーズに遂行出来るようにと事前に用意された資料に載っていたものだった。

　これらの派閥のいずれかが、任務の目的となる《禍稟檎アツプル》を皐さ月つき市に流出させているとも資料にはあった。

　とはいえ完全だったら、そもそも俺たちに任務が回ってくるはずもない。

　美咲のおかげで情報の穴が幾つか埋まったのは、ありがたい話だ。

（あのとき首を突っ込んで正解だっただろ？）

（ふんっ、結果論だ）

　口には出さずにトラと視線でやり取りする間も、美咲の話は続く。

　今は彼女らと不仲の相手であり、先日のトラブル相手でもある《沈黙の夜サイレス》について苛いら立だち交じりの話中だ。

「《沈黙の夜サイレス》のやつらマジうぜーから、ナイツには行かない方がいいっしょ」

「はは……忠告感謝する」

《沈黙の夜サイレス》の溜まり場はナイツというバーとのことで、未成年の俺たちとしては忠告されずとも店に入ることは出来ない。

　ドーン機関に報告し、然しかるべき要員を派遣してもらうのがいいだろう。

　世代に合わせて俺たちが任務に就いたことが裏目に出てしまったが、任務にはそういったことも多々あるものだ。

　ナイツについては機関に任せ、俺たちは残る派閥を中心に情報を得ていくべきだろう。

「で、透とお流るたちはこれからも皐月に顔を出すんだよな？」

　美咲に問われて──名乗られた際に名乗り返した──俺はそのつもりだと頷うなずく。

「だったらさ。ベラドンナうちらのとこ来ればいーじゃん。みーんなバカでいいやつっしょ♪」

「えっと……」

（潜り込んで情報収集ってのも悪くないか？　だけど、いきなり深入りは……）

　ナイスアイデアとばかりに手を打ち合わせる美咲に、どう答えるべきかを逡しゆん巡じゆんする。

　橘たちばなやトラに視線を送るも、表情からして同じように考えていることが伝わって来た。

「まっ、いいからついて来なって。みんなに紹介するっしょ♪」

　どうしたものかと俺たちが答えを出すよりも早く、美咲は相方のココという子とともに動き出す。

「……とりあえずついて行ってみるか？」

「せっかく出来た縁だ。ここで下手に断るよりも、まずは目で確かめてみることにしよう」

　小声で橘に相談すると、美み咲さきについて行こうと返ってきた。

　頷うなずくことでユリエたちにもその旨を伝え、俺たちは美咲の後をついてゲーセンを出ることにした。




　三番街から少し離れ、洒落しやれた外観の店が建ち並ぶ細道に入ったところにその店は在あった。

　クラブ・エレフセリア──美咲たちの属するグループ・ベラドンナの溜たまり場だ。

　扉を潜った先にはエントランスがあり、その先に進むと壁際にバーカウンター、対面にはテーブル席──さらに奥は大きく開けており、四、五十人くらいの客で賑にぎわうダンスフロアと、何色ものレーザーで派手に照らされたステージが目に入る。

「随分と人が多いんだな」

「えー、今日は少ないっしょ。週末はこの倍は集まるしー」

　美咲は知り合いらしきやつらと軽く声を掛け合いつつ、店の奥へ奥へと迷い無く歩を進めていく。

　最奥には個室があり、扉を開けると室内は暗めのブルーライトで照らされ、まるで海の底を思わせた。

「リョウ、ちょいいーかな？」

　美咲は部屋の中央に設置されたテーブルを囲む数人の男女──

　その中央に座す、黒縁眼鏡を掛けた男に話し掛けた。

「なんだい、美咲」

　年齢は二十歳くらいだろうか。

　リョウと呼ばれた端整な顔立ちの男は、髪の先の方を白っぽく染めたツートーンのヘアカラーが特徴的な人物だ。

「実はさ。この──」

　と美咲が俺たちを紹介しようとしたそのとき、リョウという男にしなだれかかっていた女が、俺たちの姿を見て甘ったるい声を発した。

「だれぇ、その子たちぃ？　もしかしてぇ、ナンパでもして来たのぉ？」

　かなり明るめ茶髪にピンクと緑のヘアチョークをした派手な外見の女──

　そんな彼女の唇に指を当てると、リョウは笑顔で言った。

「スミレ。今は僕と美咲が話しているんだから、ちょっと待っていてくれるかな」

「はぁーい。いい子にしてるからぁ、はやくしてね、リョウちゃん♡」

　リョウは勿もち論ろんさと返しつつ、躊躇ためらうことなく恋人らしき女とキスをする。

「っっ!?」

　背後で橘たちばなが息を呑のむ。

　不ふ埒らち者という単語が聞こえてこなかったのは、頑張って我慢したのだろう。

「さて、紹介が遅れたね。僕のことはリョウと呼んでくれ。ベラドンナの相談役をさせて貰もらっている」

「相談役？　リーダーじゃないんですか？」

　見た目より随分と物腰が柔らかいんだなと思いつつ訊きくと、リョウは笑って手を左右に振る。

「年上だからって畏かしこまる必要はないよ。普段通りに喋しやべってくれていいさ」

「えーっと──じゃあ、そうさせてもらうかな」

　逡しゆん巡じゆんし、相手がいいと言ってるんだからと言葉遣いを普段通りに戻す。

「さて、僕がリーダーじゃないのかという質問だったね」

　確認に対して頷うなずくと、リョウは言葉を続ける。

「ベラドンナのモットーは自由──だからリーダーと言えるような者は誰だれも居ないよ。僕はみんなが困ったときにアドバイスをしていたら、相談役なんて扱いになってしまったんだけどね」

　リーダーは居ないと語るものの、実質的には彼がトップと思っていいだろう。

「ええっと……キミたちも今日からベラドンナの仲間入りってことでいいのかい？」

「そそっ♪　この前《沈黙の夜サイレス》に絡からまれたって話したっしょ。そんときに透とお流るが助けてくれたんだよねー」

　美み咲さきが俺とリョウを交互に見ながら、どういった形で知り合ったのかを伝える。

「そういう話なら歓迎するよ」

「……悪い。ここまでついて来てこう言うのもどうかと思うけど、俺たちは仲間入りをさせて欲しいってわけじゃないんだ」

「え──っ!?　どーゆーこと、透流!?」

「ゴメンな。なんか言い出しづらい流れだったんで……」

　ここへ案内されている途中、俺とユリエ、リーリスが美咲たちの相手をしている間に、トラと橘が決めた断りの文句を口にする。

「つまり、美咲が先走ったというわけだね？」

「ははは……」「う……」「キャハハハハ！　美咲だっせー！」

　経緯を察したリョウに苦笑いで返す俺、ここで自分が先走ったことを理解する美咲、おまけで外野の笑い声。

「じゃ、じゃあどうしてついて来たわけ!?」

「せっかく知り合ったわけだし、美咲が普段どんなところで遊んでるのかなって思ってさ」

「む～……」

　頬ほおを膨らませてちょっとお怒りモードの美み咲さきは、俺の返事を訊いて少し唸うなった後──

「まー、それなら仕方無いっかぁ……。あたしが勝手に盛り上がってただけじゃんねー」

　ぷしゅーっと膨らんだ頬が元に戻る。

「そう肩を落とすことは無いよ、美咲。彼らがこの店やベラドンナのメンバーを気に入れば、自おのずと仲間入りを希望することになるさ。まあ──」

　俺たちの顔をぐるりと見回し、リョウは続きを述べる。

「キミたちのようなユニークなメンバーが加わってくれるなら、僕も大歓迎だよ」

「オレっちも歓迎するぜーい♪　特にそっちの金髪ちゃんをダイカンゲーイっ！　ってなわけで今夜オレと付き合わなーい？」

　ヒュウと口笛を吹いたのは、リョウの隣に座るドレッドヘアを後ろで結んだ軽薄そうな男だった。

「残念ながら、あたしの予約リザーブはもう済んでいるの。……ね、透とお流る♪」

　パチリとこちらに向かってウインクをする黄金の少女の発言に場が大きく沸き、俺は慌ててリョウたちへ弁解を始めるのだった。




　二十二時を回ったところで繁華街を離れ、所定の場所で迎えのサラと合流して学園へ戻ることにする。

　彼女が運転するのはブリストル家の高級外車ともあり、比べるのは申し訳無いが護陵衛士エトナルクの高機動車とは段違いの快適な座り心地のシートだ。

「さて、本日は皐さ月つき市繁華街における四大派閥の一つ、ベラドンナに接触したわけだが、彼らに対して抱いた感想をそれぞれ聞かせてほしい」

　車が走り出してからしばし後、橘たちばなが任務に進展があった今日の出来事について話し始める。

　正直なところ、知り合ったばかりの相手を疑って掛かるのはあまりいい気分じゃないが、任務なのだからそうも言っていられない。

「今のところ白か黒かの判断が出来るほどじゃないな。見たところベラドンナはメンバーそれぞれが好き勝手に遊んでる感じだったし……」

　ステージで踊ったり歌ったり、それを見て騒いだりというだけじゃなく、テーブルについて談笑するやつらも居れば、カウンターで静かに過ごすやつも居たりと好き好きに過ごしていた様からは、今のところ疑わしい点は見られなかった。

「ふんっ。統制が取れていないからこそ、中で誰だれかが好き勝手やっていてもおかしくないと思うがな。特にあのリョウという男を中心に、数名だけが動いているという可能性は捨てきれないんじゃないか？」

　トラから否定気味の発言が出て、リーリスが頷うなずいてから意見を述べる。

「あたしもリョウに関しては同意見ね。他ほかは気のいい連中って感じがしたけど」

「リーリスはダンスに交じって大喝かつ采さい貰もらってたもんな……」

　楽しかったわとでも言わんばかりに、パチリとリーリスは片目を瞑つぶってみせた。

「気のいい連中だと？　僕としては非常に不愉快な女が一人居たがな」

「ははは……」

　青筋でも立てていそうな雰囲気で、吐き捨てるようにトラが言う。

　リョウの彼女──派手なヘアチョークの女に『キミって小さくてかわいいねぇ♡』と禁句ワードを言われたのだから、それも仕方無しか。

「……私には、あの人が悪い人とは思えませんが」

　そう言うユリエに、俺は眉まゆをひそめる。

「オレンジジュースを奢おごってもらったからって、それでフィルタを掛けたらダメだぞ、ユリエ」

『可愛かわいい子とお近づきの印にぃ』と言われて奢ってもらっていたのだが、それだけで人を判断していたら、そのうち悪いやつに騙だまされそうで心配だ。

「不愉快ってほどじゃないけど、あたしもちょっと勘弁願いたい相手が居たわね」

　とリーリスは、ドレッドヘアの男の名をあげる。

「気持ちよく踊ってるところに、あたしのお尻しりを何回か触ろうとしてきたのよ、あいつ」

　ビキッと何か音がした。

　気になりはしたが、それよりもとリーリスに話し掛ける。

「大丈夫だったのか？」

「ふふっ。心配しなくていいわ。あんな下心満載の気配に気付かないわけないじゃない。なにしろあたしのお尻は未来の旦──」

「巴ともえはどうでしたか？」

「最後まで言わせなさいよっ!?」

　リーリスの言葉を遮って話を進めたユリエへ、橘たちばなは苦笑しながら意見を述べ始めた。

「私の意見も九ここの重えに近いな。彼らに関しては保留として、今後も付き合いを続ける中で捜査を進めるべきだろうな。それと、これは個人的な意見になってしまうのだが──あ、あのリョウという男は……その、人前で……あ、あ、あのような風紀を乱すような行為は、まとめ役として如何いかがなものかと、だな……」

「乱すって何の話だ？」

「……………………せ、接せつ吻ぷんだ」

「聞こえなかったから、もう一度大きな声で言ってくれ」

　走行中のため、小声で喋しやべられても聞き取れなくて言ってみると──

「キキッ、キミは私にそういったことを言わせたいのか!?　それとも、そういうプレイが好みといったいかがわしい趣味でもあるのか!?」

　突然、橘たちばなが怒り出した。

「ところで──」

　しばらくしてようやく橘が落ち着き、赤信号で停車中に意外な人物が口を開いた。

　サラだ。

「ドレッドの男はいつ東京湾へ沈めればいいのですか、お嬢様？」

「冗談でも怖ろしいこと言うなよ!?」

「は？」

　ニッコリと笑みを浮かべて振り返ったサラに、俺は明日の我が身を知る気分だった。




　その後、ベラドンナに関しては橘の意見のとおり今後も様子を見ていこうという結論を出したところで、俺たちは昊こう陵りよう学園まで戻って来た。

　石造りの巨大な門を潜り、寮へと向かうその途中──

「あれ？」

「どうかしましたか、トール」

「こんな時間だってのに、妙に人の姿が多いなと……」

　二十三時を過ぎているというのに、敷地内には人影がうろうろとしていた。

　夏以来、警備が強化されたとはいえ、さすがに数が多すぎる。

　かといって門限はとうに過ぎているので、生徒であるはずが──

「あ、透とお流るくん。それにみんなもお帰りなさい」

「みやび……？」

　人影から聞き慣れた声で名を呼ばれ、ちょっと驚く。

　俺たちに声を掛けたのは間違いなくみやびで、傍そばには吉き備び津つとバニーメイド（冬仕様）の姿も。

「おつかれさまー、九ここの重えくん、ユリエちゃんたちもー」

「くはっ。夜遊びにお疲れも何もねえ──いや、夜遊びだからこそお疲れってか？」

「ただいま、みやび、吉備津。こんな時間に外で何をしてるんだ？」

　月つき見みはろくでもない発言ごとスルー。

「今日はふたご座流星群の日だよ。昨日から少し話題になってたの覚えてないかな？」

「ああ、そういえば……」

　流れ星が一番多く見えるのは日が変わる頃ころだと、昨晩テレビで言っていた気がする。

　流星群と聞いて音おと羽はのことを連想し、そのまましばらくぼんやりとしていたせいか、話題の元についてはすっかり忘れてしまっていた。

「理事長が、たまには息抜きをするのも大事だからって、今日は門限を一時までにしてくれたんだよー」

「……息抜き、ね」

　性格同様のんびり口調な吉き備び津つの説明に、リーリスがぽそりと呟つぶやく。

　厳しい訓練だけじゃなく、日常を過ごさせることで生きる意志をより強固にする──

《魔女デアボリカ》の狙ねらいを思うと、意図せずため息をついてしまう。

「透とお流るくんたちも任務で疲れただろうし、一緒に息抜きをしないかな？」

「ついでに息だけじゃなくて別のものも抜いてもらうってのはどうよ？」

「そうだな。せっかくだし俺たちもこのままみやびたちと一緒に流星群を見るか」

　みやびの誘いに頷うなずき、ユリエたちへと提案をすると──

「続けざまにスルーしてんじゃねえよ《異能イレギユラー》!!」

「相手して欲しかったら、そのいかがわしい発言をやめろ!!」

　月つき見みが怒鳴り、俺が怒鳴り返す。

　これもまた日常となった光景ではあるのだが──正直、勘弁して欲しい日常である。




　夜空に光の軌跡が流れると、その都度どこに見えたといった声が周囲から聞こえてくる。

　そして──

　くしゅんっと可愛かわいいくしゃみが、右手側の隣に座る少女から聞こえてきた。













「大丈夫か、リーリス？　そんな薄着なんてしてるから……」

　日中の日が出ていて多少は暖かい時間帯ならともかく、ジャケットの前を開けているわショートパンツで足を露あらわにしているわで見るからに寒そうだ。

「あら、ファッションに気を遣うのは当然じゃない。未来の旦だん那な様に野暮ったい格好なんて見せられないもの」

「……未来の旦那かどうかはともかく、風邪でもひいたらコトだし、一いつ旦たん温かい格好に着替えてこいって」

　白い息を吐きつつ提案するも、黄金の少女は首を横に振り、大仰な仕草をしつつ言う。

「傍そばを離れろだなんて酷ひどいことを言うのね。一秒でも長く、貴方あなたの近くに居たいのに」

　顔を合わせているときは確かに傍に居ることが多いリーリスだが、寮の部屋割りというルールはきちんと守っているし、教室内に居ても必ずや俺の傍にいるわけじゃない。

　その上、時折数日の間姿を見せなくなったかと思えば、ふらっと帰ってきてイギリスに遊びに戻っていたなどと驚かせることもある。

（自由奔放というか──猫みたいだよな）

　猫じゃないにせよ、彼女を動物に喩たとえるならネコ科で間違いないだろう。

（っと、そんなことより……）

　着替えに戻るつもりがないのなら、何を言っても無駄だろうと判断し──

　俺は着ていたコートを脱ぎ、それをリーリスの肩に掛ける。

「ありがとう、透とお流る。優しいのね──って言いたいところだけど、それじゃ貴方が寒いでしょ」

　僅わずかに口を尖とがらせて指摘され、俺は少しの間なら大丈夫だと返す。

「ダメよ。すぐに冷えるに決まってるじゃない。これが原因で透流が風邪をひいたら、申し訳無いなんてレベルじゃ済まないもの。……だから、このコートは一緒に──」

　最後はいい口実が出来たとばかりに笑みを浮かべる黄金の少女。

　だが彼女が言い終えるよりも早く動いた人物が。

「トール。こちらを使ってください」

　そう言ってユリエは、着ていたコートを俺の肩に掛ける。

「いやいやいや、それじゃ今度はユリエが寒いだろ」

「ナイ。私は多少の寒さなら慣れています。ですがトールに心配を掛けてしまうのも申し訳ありませんので──」

　そこで言葉を切ると銀色の少女は立ち上がり、少し移動してから再び座る。

　……俺とリーリスの間に。

「ちょっとあんた、どういうつもり？」

「一緒に使わせて頂きます」

　と言うなりユリエはリーリスに身を寄せ、彼女の肩に掛けてあった俺のコートの内側に自身の小柄な体を潜り込ませる。

「どうしてこうなるのよ……」

「二人で使えばトールに迷惑を掛けずにすみますので」

　確かに俺とリーリスで身を寄せ合って一つのコートを使った場合、その状況を望まないユリエが何かしらの行動を起こすのは目に見えている。

　俺という《絆双刃デユオ》を奪われまいという意識から、ユリエがリーリスのちょっかいを阻止しに動くのは日常の光景だからだが──

（まさかこんな形の介入をするとはな……）

　鞘さや当あてでありながらも、これまでとは違う行動に俺は──そしてリーリスも、目を丸くする。

「……透とお流るの隣に座ってるのはあんただけって問題があるんだけど」

「些さ細さいな問題です」

「大きな問題よ。……とはいえ、まあいいわ。今日のところは引き下がってあげる」

　憮ぶ然ぜんとした表情が、ふっと緩む。

　どこか笑みを浮かべていたように見えたのは俺の気のせいか。

　そこへ、二人のやり取りを注視していた人物が反応を見せる。

「……ぷっ」

「サラ、何を笑ってるわけ？」

「気のせいです」

　振り返った主に、いつものクールな表情でしれっと答える執事の少女。

　その顔には、吹き出した様子など微み塵じんも見られない。

「はぁ……。そういうことにしておいてあげるわ」

　大きく白い息を吐いた後、リーリスは空へと視線を動かした。

　主の視線が外れたことで、サラの表情は再び緩みを見せる。

　鞘当てをしているはずなのに、どこか仲が良さそうに見える銀と金の髪を持つ二人の少女へ抱く微笑ほほえましさには同感で、俺も彼女と同様に頬ほおを緩ませた。

　直後、そんな俺たちの目が合い、サラの顔は般はん若にやのように豹ひよう変へんした。

　すっと視線を逸そらした先に、ぼんやりと空を見上げるトラの姿が目に入る。

　その姿はどこか感傷的に見えて、俺は腰を上げて近付いて行く。

「……貴様か」

　隣に立つと、トラの視線が俺に向けられる。

「なんだか懐かしい感じだよな」

「ふん、そうだな」

　腰を下ろしながら話し掛けると、トラはどこか寂しそうな笑みを僅わずかに浮かべた。

　それ以上、俺たちは言葉を交わさずに流れる星をただ見上げていた。

　四人で過ごした、あの夜を思い出しながら。










「ふわぁ……ぁ……」

　橘たちばなとの早朝訓練もあったおかげで、翌日は思いっきり寝不足になっていた。

　朝が辛つらいのはもちろんだが、昼食後はそれ以上だ。

「あ……ふ……」

　再びこみあげてきたあくびを噛かみ殺す。

　土曜の今日は既に授業も終わり、皐さ月つきへ向かうのは夕方からということもあって、俺は微妙に時間を持て余していた。

　任務の期間中ともあってユリエとの闘いも無しのため、以前のようにトレーニングをしようと外へ出たまではよかったのだが──

　波のように繰り返し押し寄せてくる眠気に、少しだけ昼寝をしてからでもいいだろうという結論に至る。

（おあつらえ向きの天気ってやつだもんなぁ……）

　十二月だというのに今日は気温が高く、十月くらいの暖かさだという話だ。

　芝生に踏み入り日当たりのいい場所で横になると、より太陽の暖かさを感じられる。

　心地よさを感じながら目を瞑つぶると、意識はあっという間に落ちていき──




　どれくらいの時間が過ぎただろうか。

　一瞬のような気がするし、かなり長く寝ていたような気もするが、ともかく俺の意識は外部からの刺激によって揺さぶられた。

　刺激と言っても強烈なものじゃなく、少しばかりくすぐったいといった程度のものだ。

（風……かな……？）

　髪を撫なでられた感触に、まどろみの中で思う。

　風にしては少々強く、けれど優しい感じではあったが。

「透とお流るくんの髪、少し硬いんだね」

　遠くから何かが聞こえたような気がする。

「本当はあのとき、わたしの髪を触って欲しかったんだよ」

　また何かが聞こえたような。

　ふわり、とまた髪に何かが触れ、それがくすぐったく、けれど心地いい。

（あ……れ……？）

　髪への感覚から、別の心地よさにも気付く。

　後頭部が何だか妙に柔らかい。

　それに、頭の位置が高くなっているような気もする。

　まるで枕まくらを使っているような感じだ。

（落ち葉が……積もった……？）

　そんなはずないだろうとぼんやり思う。

　──と同時に、しばらく前にこの柔らかな何かに、お世話になったような憶えが。

（なんだっけ、これ……？）

　混濁した頭では、記憶を遡さかのぼろうとしても思い至ることが出来ない。

　目を開ければ手っ取り早いことくらいは理解出来るが、このまどろみを今しばらくは堪たん能のうしたいので──手を伸ばし、触れた。

「ひゃうっ!?」

　それに触れた瞬間、さっきよりも近くで何かが聞こえた。

（声……？　いや、それより……これはいったい……？　妙にすべすべしてるけど……）

　さわさわと枕のような何かに触れ続けると、柔らかいだけじゃなく、すべすべで曲線を描いていることがわかる。













「や、んんっ……あ、ひうっ……くすぐった……あ、んんっ、だ、だめ……」

　すべすべした何かはどこまで続いているのだろうかと手を動かしていった先で、指先に何かが引っ掛かった。

（布……？）

　伸縮性のある布で、それはすべすべの何かを覆っているようだと手を動かしていくとわかる。

（どうして覆って……？　こんなに肌触りがいいのに……）

　不思議に思いつつ、布の内側へ手を差し込んでいく。

　大きく、丸い。

　何なのだろうか、これは。

「あっ……と、透とお流るくん、だめっ……あ……まだ、早いから……ふわっ、ぁぁ、ぁ……」

（だめ……？　まだ……早い……？）

　決して大きくはないというのに、動揺からくる震えた声が耳に届き、意識が浮き上がってくる。

　何な故ぜかはわからないが、今すぐ目を覚まさなければという焦燥感に駆られて。

　うっすらと目を開け──

　俺は理解し、混乱に陥った。

　みやびに膝枕をして貰いながら、彼女のスカートに手を突っ込んでいるという状況に。

　いや、スカートに突っ込むどころか、下着に手を突っ込み、みやびのお尻しりを触っていた。

　顔を真っ赤にし、涙目になりつつも両手で口元を押さえ、大きな声をあげないようにしている様が視界に飛び込んで来た瞬間、眠気が吹き飛ぶ。

（なぁっ!?　お、俺、みやびの、撫なでて、えぇええええええっっ!?）

　驚きとともに俺の手が動きを止め──

「ふ……はぁああああああ……」

　直後に長く、そして妙に艶なまめかしい吐息をみやびは漏らした。

「は、ぁ……びっくりした……。まだ胸がどきどきしてる……。透流くん、何か夢でも見てたのかな……？　どっちにしても、今のは黙っておいた方がいいよね……」

　との呟つぶやきから、どうやら俺が目を覚ましたことには気付いていないらしい。

　俺はと言うと再び目を閉じ、必死に脳内で現状の整理中だ。

（昼寝をしていて、いつの間にかみやびに膝枕をしてもらっていて、それに気付かずにみやびの……お、お尻を揉もんで……。どど、どうしたらいいんだ、俺……？）

　即座に飛び起きて謝る方がいいとは思うが、そうなるとみやびの気遣いを無駄にする上に恥ずかしい思いを再びさせることになるだろう。

　考えれば考える程、じわりと嫌な汗が滲にじんでくる。

（おおお俺はどうしたらどうしたりどうしたるどうしたれ──っ!?）

　と混乱が極みへ達したそのときだった。

「みやび、そのような場所で何をしているのだ？」

「──っ!?」

　混乱する俺の思考を寸断する凜りんとした声。

「あ、巴ともえちゃん」

　新たに橘たちばなが現れたおかげで、俺は起きて謝るという選択肢が失われたことを察する。

「む？　九ここの重えでは、ない、か……」

　あきらかに動揺していくのがわかる口調からして、みやびが俺に膝ひざ枕まくらをしている様に気がついたのだろう。

「あ、あはは……」

「みみ、みやび……い、いつの間に九重とそのような関係に……？」

「あ……ち、違うよっ、巴ちゃんが思ってるようなことじゃなくてっ……！」

　わたわたと両手を体の前で振り、俺たちが恋人同士になったのではという橘の誤解を否定するみやび。

「そ、そうか。済まない、妙な勘違いをしてしまって……」

「あはは、気にしないで。こんなことしてたら、誤解されるのも当然だもんね」

「まあ、な……。しかし、どうしてそのような状況となったのだ？」

　苦笑しながらの問い掛けに、俺も聞きたいと内心で頷うなずく。

「えっと、十分くらい前かな……。ここを通りがかったら透とお流るくんがお昼寝をしてて──それで、その……わたし昔から好きな人に、こんな風に膝枕をしてあげたいなって憧あこがれてて、つい……あはは……」

「ふむ、なるほどな……。ではこのような場合、私はお邪魔虫とならぬよう早々に立ち去るべきだな」

「と、巴ちゃんっ……！」

　慌てるみやびに橘は笑い、あと三十分ほどしたら起こしてやってくれと言い残して去っていった。

「もう、巴ちゃんってば……。でも──ありがとう」

　感謝の言葉を呟つぶやき、俺の頭をそっと撫なで始めるみやび。

「あと三十分だって、透流くん。短いけど、ゆっくり休んでね」

　起きられるような雰囲気じゃなくなってしまった──

　と状況に甘えるわけにはいかない。

「ごめん、みやび────っ!!」

「え？　え……？　えぇえええええっ……!?」

　飛び起き、橘たちばなを彷ほう彿ふつさせる土下座。

　事情を説明し、寝ぼけていたからと言っても許される行為じゃないと謝る。

「あの……。顔を上げてくれないかな、透とお流るくん……。土下座はちょっと……」

「あ、ああ……」

「正直に話してくれてありがとう。……でも、その、すごい恥ずかしい気持ちでいっぱいだから、黙っててくれた方が嬉うれしかったかも」

「う……」

　俺は選択を誤ったようだ。

「重ね重ねごめん……。どんなお詫わびをすればいいのやら……」

「……………………」

　沈黙が怖い。

「えっと──さっきの巴ともえちゃんとの話も聞いてたんだよね……？」

「あ、ああ……」

「じゃあ、お詫びとして……こ、今度、もう一度させて貰もらえる？」

　何をだろうかと訊きいてみると、みやびは自身の膝ひざを指した。

　それがどういう意味を持っているのかがわからないほど、流石さすがに鈍くない。

「みやびがそれでいいなら……」

「う、うん……。もう一度、ちゃんと透流くんに膝ひざ枕まくらしたいかなって……」

「あ、えっと……頑張ります……」

　はにかんで頬ほおを朱に染めたみやびに、俺は気恥ずかしさから奇妙な受け答えをしてしまうのだった。





　　　　　　◇






　クリスマスまで、数日と迫ったある日の夜──

「編み物か、みやび？」

　巴に声を掛けられ、みやびはびくりと体を震わせる。

　熱中し過ぎて、巴が風ふ呂ろから上がってきたことに気付いていなかったためだ。

「う、うん……」

　微妙に引きつった笑みを浮かべつつ、みやびは頷うなずく。

（ど、どうしよう……）

　今さら隠すのも躊躇ためらわれ、このまま編み物についての話題が続かなければいいと願う。

「マフラーか？　確かに最近は冷え込むからな」

「そ、そうだね……」

（終わって、お願いだから終わってぇえええ……！）

　みやびの願いは果たして──届いた。

「冷え込むと言えば、リーリスなのだがな。相変わらず、ファッションは重要だなどと薄着ばかりなのだ。もしよかったら、キミからも一言言ってはくれまいか」

　話題が変わったことで、みやびは内心ほっとしながら編みかけのマフラーを仕舞う。

「うーん……。巴ともえちゃんの言ってることもわかるけど、リーリスさんの気持ちもわかるかな」

「ふむ？」

「リーリスさんみたいな綺き麗れいな人だったら、冬場でもコーデには気を遣いたいんじゃないかなって……。冬って、どうしても暗めの色が多くなっちゃうでしょ」

　言いながら、おしゃれに興味をほとんど示さない《絆双刃デユオ》の少女ももっと気を遣えばいいのにな、とみやびは思う。

　何しろ巴は美人だというのに、放っておけば学園内ではジャージやスウェットといった動きやすい服装ばかりを好んで着ようとするからだ。

　巴にとっての幸運は、《絆双刃デユオ》であるみやびがその辺りに気を遣い、さりげなくコーディネートをしてくれているということだろう。

「それにほら、もうすぐクリスマ──」

　そこまで言い掛けて、みやびの表情が強こわ張ばった。

　避けたはずの地雷を、自ら踏んでしまった故に。

「みやび？」

「も、もうすぐクリスマスだから、街も華やかになってるでしょ？　だからそれに負けないくらいにって思ったりもするんじゃないかなって、あはは……」

「なるほど、クリスマスか……」

　そのキーワードに、びくりと体を震わせるみやび。

「私としてはそこで浮かれるよりも、年の瀬に向けて気を引き締め、年明けからは気心を一新させることの方が──」

　巴がキーワードを気に留めなかったことに、再びほっとするみやびだが──

「……クリスマス？」

　改めて口にされ、どきりとこれまで以上に反応する。

「……………………」

「と、巴ちゃん……？　一新させて、その後はどうするのかなって……？」

「そうか！　マフラーはクリスマスの……！　そういうことだったのだな、みやび!?」

「う……」

　答えに辿たどり着かれ、その点について誤魔化すことをみやびは諦あきらめて頷うなずく。

「そうか、そうだったか……。うむ、うむ……！　九ここの重えもきっと喜ぶと思うぞ!!」

「えっと……ちょっと質問いいかな？」

　嬉うれしそうに語る巴ともえに、みやびはここまでバレてしまったのならと、予かねてから抱えていた不安を問うことにした。

「て、手編みって、重くないかな？　とってもお世話になったし、すごく大切な人だから、わたしとしては感謝の気持ちをいっぱい込めたいなって、それで……」

「大丈夫だ！　気持ちの籠こもったプレゼントに重いなどありえん！　私が保証する!!」

「ほ、本当にそう思う……？」

「うむ。私なら絶対に喜ぶ。絶対だ」

「うんっ！　ありがとう、巴ちゃんっ」

　優しく励ます笑みを向けられ、みやびは大きく頷うなずき──同時に、心が温かくなる。

（よかった……。それに、もうバレちゃったからこそこそする必要無いよね？　結構ぎりぎりになりそうだったし、結果的にはよかったのかも……）

　心機一転したことで、みやびは改めて編み針を手に取って編み物を再開することにした。

　巴はそんなみやびの姿に微笑ほほえみ、邪魔をしないようにと読書に勤いそしむことを決める。

　だが、巴は重要なことに気がついていなかった。

　辿たどり着いた答えは、半分しか正解していなかったということに。

　みやびは、巴の居ないときを選んでマフラーを編んでいたのだ。

　大好きな人とはまた別の、大切な人のために。

　自分の弱さを受け入れてくれて、一緒に強くなろうと言ってくれた友人のために。

　先日も《位階昇華レベルアツプ》を果たせなかった自分を、待っていると優しく励ましてくれた《絆双刃デユオ》のために。

（どんな顔をして受け取ってくれるかな、巴ちゃん♪）






■第四章『どうして、お前が』









　皐さ月つき市での捜査が始まってから二週間──

　捜査は進展しているのか、それともしていないのか、俺たち自身もよくわかっていない。

　ここで一いつ旦たん捜査状況を振り返り、整理しておくのもいいだろう。




○初日。美み咲さきが《沈黙の夜サイレス》のメンバーに絡からまれているところを助けた。

○四日目からは拠点と定めたゲーセンで、少し長めに過ごすようにする。

○七日目に美咲と再会、ベラドンナの溜たまり場であるエレフセリアへ。

　リョウを中心としたメンバーと知り合う。

　奇妙な偶然もあるものでエレフセリアからの帰り道で《沈黙の夜サイレス》のメンバーに、それもあの長髪男に、ユリエがナンパされた。

　ツレの一人が俺だと気付くと、唾つばを吐き捨ててすぐに去っていった。

○八日目に再びエレフセリアへ行き、帰り道にケンカの仲裁。

　皐月工ツキコーの生徒同士による些さ細さいなことから起こったもので、仲裁に入って双方をなだめ、場を収めた。

　ただしこの一件で皐月工にはデカイ顔をしている連中だと、何な故ぜか睨にらまれてしまう。

○十日目。皐月市に来て初めて《禍稟檎アツプル》に関かかわる事件が発生する。

　三番街でナイフを振り回し、数人に怪け我がを負わせた男を取り押さえた。

　駆けつけた警察官に男を引き渡し、翌日に機関を通じて得た情報によると、男は《禍稟檎アツプル》を含む幾つかのドラッグを所持していたそうだ。

　会話はまともに成立せず、その後の調べによると男は皐月繁華街では無所属の人物で、どこからドラッグを手に入れたかまでは今のところ判明していない。

　また、この日はゲーセンで流河高リユーコーの生徒と知り合い、ゲームについての話をする。

　きっかけは前日の皐月工との件で、俺たちが仲裁に入るところを現場で見ていたそうだ。

○十三日目。ファミレスへ向かう途中にあるコインパーキングで、ドラッグの売買をしていた人物を取り押さえる。

　売っていた男は無所属で、現在のところはルートについて黙秘をしているらしい。

　買っていたのは流河高の生徒で、みんなやっていることだと最後まで喚わめいていた。




　そして十四日目となる今日は、クリスマスイブだ。

　日が暮れるにつれ次第に街は色めき、やがて夜を迎えると盛り上がりは最高潮を迎えていた。

　家族と、友人と、恋人と共に過ごす聖夜は特別なものだろう。

　だが気持ちが高揚するということは、良い面ばかりじゃない。

　今夜は俺とユリエと橘たちばなのＡ班、トラとリーリスのＢ班の二手に分かれ、繁華街をぶらつく体ていで巡回をしていたのだが……。

「ひひ、ひ……。キラキラして、ああ……すげぇ、眩まぶしいなぁ……ひ、ひひっ……」

　三番街アーケードとは駅を挟んで反対側の西口方面にある歩道で仰向けになり、ぶつぶつと気味悪く呟つぶやきながら笑うこの男が、悪い面の象徴そのものと言えるだろう。

　男の手の中や周囲には、素のままの錠剤やカプセルが幾つか散らばっていた。

　俺たちには判別がつかないが、脱法ドラッグなのだろう。

　けれどその中で一つだけ、甘い香りを放つ錠剤だけは判別がついた。

《禍稟檎アツプル》──俺たちの追っているドラッグだ。

「彼を引き渡すまで、目を離さないようにとのことだ」

　ケータイ──任務用にと渡された──の通話が終わると、機関から出された指示を俺たちに伝える橘。

「わかった。だけどこのままだと通行の邪魔になるから、端に連れて行こう」

　そう言って、俺は男の動向に注意しつつ歩道の端へと寄せた。

《禍稟檎アツプル》関係の担当者が派遣されて来るまで、さほど時間は要さないだろう。

　もしくは、機関と連携を取っている警察の特別部署の人が来るほうが早いかもしれない。

（やれやれ……。捜査に進展があったとはいえ、嬉うれしい話じゃないな……）

　薬物は体はもちろん、使った人の将来を壊すと思うと気持ちが沈む。

「……今日はこれで五件目ですね」

　と口にしたのはユリエだ。

　もっとも《禍稟檎アツプル》に関かかわることがという意味じゃなく、今日遭遇したトラブル全体の数字だが。

「イブだって言うのにな」

「クリスマスイブだからこそ、浮かれて羽目を外し過ぎているのだろう」

　大きなため息をつく橘へ、苦笑で返さざるを得ない。

　繁華街という場所柄、普段からトラブルの発生率は高めだ──が、今日だけでも既に五件に遭遇というのはさすがに多い。

　別行動を取っているトラたちも何かしらのトラブルに遭遇している可能性を考えると、もしかしたら合計で二ふた桁けたを超えているかもしれない。

「トールの言うとおり、今日は見回りを中心にして正解だったようですね」

「今日は終業式だって話も聞いたからな。念のためにってつもりだったけど……」

　ユリエの発言に、数日前美み咲さきから流河高リユーコー、皐月工ツキコーともどもイブに終業式だと聞いた話を覚えていてよかったと思いながら答える。

「さて、見回りを続け──いや、八時を過ぎたことだし、リーリスたちと合流して腹ごしらえをするのもいい頃ころ合あいかもしれぬな」

　男を引き渡し終えたところでメシの話を出され、一も二もなく頷うなずく俺。

　ユリエも異論は無いようで、トラに連絡を入れて合流場所を指定し、駅方面へ向かうことを決める。

「今日は何を食いに行く？　ユリエ、どこか希望はあるか？」

「……出来ればパスタ以外でお願いします」

　学食のパスタフェアはまだ続いているので、確かにそれは同感だ。

　次いで橘たちばなに訊きいてみると──

「出来ればファーストフードも避けたいところだな。しかしキミという男は、食事となると本当に活いき活きとするのだな……」

　と最後は苦笑気味の答えが返ってくる。

（パスタとファーストフード以外だとファミレスが無難だけど──あ、そういえば……）

　これまで何度か店の前を通り掛かりはしたものの、中に入ったことはないあるところが思い浮かぶ。

　二人にその店に行かないかと提案し、トラたちに異存がなければということとなる。

「しかし、向こうは大丈夫かな」

「心配無い──と言いたいところではあるが……」

　橘と顔を見合わせ、同時にため息をつく。

　今回の任務において橘はリーダー、トラはサブリーダーに任命されているため、二人を班長として残った俺たちは公平を期するために、くじ引きで割り当てた結果なのだが──

（あの二人って言うか、トラはリーリスと馬が合わないみたいだしなぁ……）

　本人たちは大丈夫と言っていたが、やはり早く合流場所へ向かった方がいいだろう──と思ったときほど、物事は上う手まく回らないのだと改めて知ることになる。

「おや、美み咲さきの……」

　待ち合わせ場所へ早足で向かう途中、道端に寄せて止まった車──その後部座席から降りた人物が、通り掛かった俺たちに気付いて目を僅わずかに大きく見開いた。

「どぉしたのよぉ、リョウちゃぁん？」

　甘ったるい声を出しつつ、リョウに続いて車から出て来た女──リョウの彼女が、背後から彼に抱きつく。

「ああ、彼らが居たからね」

「うちらの出迎え？」

「……いや、偶然通り掛かっただけだ」

　苦手意識を出来る限り抑えるように橘たちばなが、リョウの彼女に対して首を振る。

　二人とは初見時も合わせて二回エレフセリアで顔を合わせているが、その二回ともでキスシーンを見せられたとあっては苦手意識を持つのも仕方無い──正直、俺も苦手だ。

「リョウ。悪いけど、今は人を待たせてるから……」

「そうか。呼び止めて悪かったね」

「いや、いいさ。じゃあまたエレフセリアで」

「そうそう──」

　別れを告げて去ろうとしたところで、背中越しに声を掛けられる。

「小耳に挟んだけど、美み咲さきのときのように何度かトラブルを解決しているらしいね」

「たまたま通り掛かったときだけな」

　実際には偶然のときもあれば、騒ぎが起きていると耳にしてすぐに駆けつけたときもあるわけだが。

「大抵の人間はトラブルから目を背けるものだし、何より刃物を持った相手に立ち向かうなんて危険な真ま似ねはしないと思うよ」

　リョウは四日前の事件を指して言う。

　あの一件はニュースでも取り上げられたし、俺が取り押さえたところを遠巻きに見ていた人も多かったことから、詳しいところまではさておき街の情報として大きな派閥の一つベラドンナを束ねるリョウの耳に届いたのだろう。

「危難に恐れず立ち向かう──その性分は賞賛すべきものだと思う。だがその行為が行き過ぎて、《沈黙の夜サイレス》の奴やつらみたいに力で押さえつけるような存在にならないでくれるとこちらとしては助かるね」

「はは……注意する」

「そうそう、あともう一つ──今夜はエレフセリアでパーティーを開いているから、気が向いたら顔を出してくれ」

「ああ、美咲から聞いてる。後で顔を出させてもらうつもりだ」

　長時間は無理だが、捜査のことを考えると付き合いもある程度大事にしないと、というわけだ。

　また後でと告げて今度こそリョウと別れ、歩を進めつつ先刻の会話を思い返す。

（《沈黙の夜サイレス》、か……）

　この二週間で美咲やベラドンナのメンバー、それとゲーセンで知り合ったやつらから得た《沈黙の夜サイレス》の情報は、はっきり言って悪い話ばかりが集まっていた。

　何かしら理由をつけて絡からんでくることはもちろん、殴られた上に持ち物を奪われたという証言まであった。

　彼らは自分たちのルールで街に集う者を縛ろうとし、暴力を辞さない。

　だからこそ、自由がモットーのベラドンナとは必然的に衝突が多くなるというわけだ。

《沈黙の夜サイレス》のメンバーはこの二週間近くの捜査である程度判明し、現在は機関が素性調査を行っている。

　彼らのリーダーは美み咲さきと出会った場に居た巨漢で、ナイツというバーでバーテンダーをしている。

　市内で一人暮らしをし、実家は都内──父親は新聞記者とまで調べが付いたが、そこまでで今は手一杯とのことだ。

　バーには一週間ほど機関に所属する数人が日々入れ替わって立ち寄ることで監視し、自宅も張り込みをしたという話だが、現時点では《６６６ザ・ビースト》に接触した様子は無いとのこと。

　つまり今のところはまだ、《沈黙の夜サイレス》のリーダーに怪しい点は見られないというわけだ。

　リーダーに近しいメンバー数名は調査中で報告待ちとなっており、その他のメンバー十数名についての調査はしばらく先になるそうだ。

　一方、ベラドンナ側だが、人数が多すぎて人員が追いつかず、現時点ではリーダー格のリョウとその周囲に居るやつらに調査対象を絞っている。

　リョウについての報告は先週あがってきていて、大学の法学部に籍を置いている成績優秀な人物だと判明している。

　大学でも頼られる存在で、交友関係も広いらしい。

　資産家の出で、ある程度の素行不良も揉もみ消けして貰もらうことが可能という立場のようだ。

　現在は親の所有するマンションに彼女と共に住んでいるとのことだ。

　また、実家と《６６６ザ・ビースト》の間に接点は特に見つかっていないらしい。

（調べる相手が多過ぎるよなぁ……。他ほかにもまだ二グループあって、さらに無所属までってなると、この任務が終わるまでどれくらい掛かるのやら……）

　とはいえ先週、《６６６ザ・ビースト》に関かかわる別任務に駆り出されたので、皐さ月つきに掛かりっきりというわけじゃない。

　そちらの任務はその日限りで解決したので、特に語るような機会はないだろう。

（何にせよ、当分はこの街に通うことになるんだろうな……）

　賑にぎやかなジングルに紛れ、静かにため息をつく。

　直後に冷たい風が吹き抜け、俺は思わず顔をしかめた。




　待ち合わせ場所の高架通路デツキに到着すると、二人──というかトラが険悪な雰囲気で会話中だった。

「くだらんことをぐだぐだ言うな、ブリストル」

「お言葉ね。不都合になるようなことなんて言うつもりないわよ」

「……トラ、リーリス、寒い中待たせて悪かった。腹が減って苛いら立だつのはわかるけど、ケンカは無しにしようぜ」

　この組み合わせはやっぱり無理があったなと思いつつ声を掛けると、二人は一いつ旦たん俺を見て、再び顔を見合わせ、ふいっと逸そらす。

　そんな二人の様子を見て、橘たちばなが俺にだけ届くようにしてぽそりと呟つぶやいた。

「食後は私がリーリスと共に動くことにするとしよう」

　頼む、と小声で返す。

「透とお流る、どこへ行くのか決まってるの？」

「富フ士ジ山ヤマというお店だそうです」

　俺が答えるよりも早く、ユリエが行き先を口にする。

「あんたに聞いたんじゃないんだけど……」

「トールは寒さで手がかじかんでいるようですので」

「答えられない理由とまったく関係ないでしょっ」

「まあまあ、いいではないか」

　和わ気き藹あい々あい（？）と会話しつつ歩を進める三人の少女──その数メートル後ろを、俺はトラと肩を並べてついて行く。

　その道すがら、蒸し返すのはよくないとは思いつつも、トラに質問を投げ掛ける。

「さっきリーリスと何の話をしてたんだ？」

「……………………」

「トラ？」

　俺の顔をしばしじっと見つめた後、大きく白い息を吐いた。

「……ふんっ。あの女が貴様に対して今後どうするつもりなのかなどと、くだらない話を延々続けていたから黙れと言ったまでだ」

「何というか……悪かった……」

　長々と未来の旦だん那な様がどうこう結婚生活がどうこうと語られたなら、トラが苛立つのも仕方無い。

　などと考えているうちに目的の店へ到着し、俺たちは心地よい暖かさの店内に足を踏み入れた。




　深紅の瞳ルビーアイを普段の二割増しくらいに見開き、ユリエが呟く。

「回ってます」

　続いて同じく二割増しくらいに蒼玉の瞳サフアイアブルーを見開き、リーリスが呟いた。

「回ってるわね」

　富士山は回転寿ず司しのチェーン店だ。

　寿す司しそのものは寮の食事で食べたことはあれど、回転寿司は無いと以前に店の前を通り掛かった際、ユリエとリーリスが言っていたのを思い出しての提案だ。

「話には聞いていたけど、改めて見ると──日本人って妙なことを考えるのね」

「初めて見たときは私も驚いたよ」

　肩を竦すくめる英国人少女に、日本人少女も苦笑しながら返す。

　そして話にすら聞いたことがなかった北欧の少女──以前に通り掛かったときは、寿司が回るんだと説明するも、頭上に『？』を浮かせていた──はと言うと。

「……………………」

　コンベアに乗って右から左へ流れていく寿司を、首を動かして幾度も見送っていた。

　食べたい寿司を取ればいいんだぞ──と言ってみたい誘惑を何とか振り払い、まずは手本にと皿を取る。

「こうやって、食べたい寿司を皿ごと取ればいいんだ。皿ごとだぞ」

　ベタなお約束を現実のものとさせないため、二回注意。

「ふーん。こうすればいいのね」

　戸惑うことなく、スッと皿を取るリーリス。

　ただし一枚目から、値段が最も高い金の皿（七百円）の海え老びを取るのは如何いかがなものか。

　今回の任務中は念のためにと、学生証は任務用として用意されたクレジットカード機能が無いものを携帯している。

　普段は支払いをサラに任せているリーリスだが、執事の少女はこの場に居ない。

　無論、ある程度の経費は渡されてはいるものの、俺たちの懐は平時と比べて随分と寂しくなっている。

「リ、リーリス、皿の色で値段が変わるから、ほどほどにな」

「あら、そうなの？」

　と言いつつ金の皿をコンベアに戻すリーリス。

「わあっ!?　戻したらダメなんだって！」

「何よ、そうならそうと最初に言いなさいよね」

　幸いにも、下流に座っていた橘たちばなが即座に回収したのでセーフ……だよな、一応。

「最後に皿の色ごとに枚数を数えて会計を行うのだよ」

「へぇ、面白いシステムね」

　感心しながら、リーリスは大トロの乗った赤い皿（五百円）を手に取った。

「いやいやいや、だから皿の色で値段が変わるって言っただろ!?」

「食べたい寿司を取ればいいって言ったのは透とお流るじゃない」

「懐と相談しつつ、な……」

　不満そうにぷくりと頬ほおを膨らませる黄金の少女に、俺は疲れた表情で伝えた。

（っと、ユリエは……）

　リーリスの行動ばかりに気を取られ、上流に座るユリエのことを失念していた。

　まさかリーリスと同じようなことをしてないよなと思いつつ見ると──

「……………………」

　右から左へ流れていく寿す司しを、何度も何度も──すべてを見送っていた。

「ユリエ、食べないのか……？」

「……そうでした」

　呼び掛けにハッとした様子から、どうやら見とれていたようだ。

　我に返ったユリエは流れていく皿を見つめ──

　一つめ、見送る。

　二つめ、見送る。

　三つめ、見送（中略）八つめを見送ったところで尋ねることに。

「……食べたい寿司が来ないのか？」

「迷っているうちに流れていってしまうので……」

「適当に取ればいいと思うけど……」

「沢山は食べられませんので、そうもいかないかと」

　なるほど、と納得する。

　寿司の種類は結構な数があるため、小食のユリエは厳選しなければならないのだ。

「……じゃあ、俺と半分にするか」

　ほとんどの皿は二貫だからと提案すると、ユリエはこくこくと頷うなずく。

「あと、先にメニューを見て食べたいと思うものを決めておいた方がいいぞ」

　とメニューをユリエに見せていると、下流から橘たちばなの美う味まいという呟つぶやきが。

　視線を向けると、しめ鯖さばの握りをぱくりと口にして満足そうな笑みを見せていて、その向こうではトラが黙々とヒラメを食べていた。

（二人とも渋いところを選ぶなぁ……）

　などと思っていると、くいくいとユリエが袖そでを引く。

「トール。こちらとこちらを食べてみたいです」

「サーモンとサーモンしゃぶしゃぶか。わかった──けど、他ほかのも頼んでいいぞ」

「ヤー。ではこちらもお願いします」

　白く細い指が差したのは、焼きサーモンだった。

（何な故ぜサーモンばかり……）

　そうは思うものの、ユリエの希望だからとサーモンとサーモンしゃぶしゃぶを取る。

「美お味いしいです」

　まずサーモンを口にしたユリエの表情が僅わずかに緩み、俺も同意する。

　続いてのサーモンしゃぶしゃぶだが、「こちらも美お味いしいです」とユリエは嬉うれしそうだ。

「うん、美う味まいな」

　生とは食感が違うというのもいいが、何より上に乗っているおろしポン酢がたまらない。

　ユリエはかなり上機嫌──周囲からは多分無表情にしか見えない──のようで、雰囲気から喜びが伝わってくる。

　やがて焼きサーモンも到着し、一貫ずつ美味しく頂いたところで、ユリエがメニューを手に取った。

「トール。次はこちらを食べたいです」

「ああ、どれだ？」

　ユリエが指したのは、とろサーモンだった……。

　サーモン祭りが続く中、突然リーリスが俺の頬ほおを指で突いてくる。

「ちょっとちょっと透とお流る。どうしてその子とシェアしてるのよ。するならあたしとでしょ」

「リーリスは小食ってわけじゃないだろ」

「恋人同士でシェアするのは当然でしょ」

「さっきから一人で食べてたじゃないか……」

　とツッコむも、リーリスはいいからいいからと取った皿を俺の前に置き、一貫だけ摘む。

「ふふっ、透流とシェア♪」

（まったく……）

　少々強引ではあったが、嬉しそうなリーリスの横顔に思わず頬が緩んでしまう。

　が、それも束つかの間まのこと──

「恋人同士なら分け合うのは当然……？　ということは──つ、つまりユリエとリーリスの双方と分け合っているキミは、二ふた股またをかけているということなのか!?」

　橘たちばなは顔を真っ赤にして立ち上がると、俺に指を突き付け叫ぶ。

「九ここの重えの不ふ埒らちも──……っ！　あ……」

　ここで橘は気付く。

　周囲の客の目が、俺たちに向けられているということに。




　外に出ると、冷たい空気に体が強こわ張ばる──が、俺の心は解放感に溢あふれ、白い息を大きく吐き出した。

「はぁ……。酷ひどい羞しゆう恥ちプレイだった……」

「す、済まない……」

　酒で出来上がった客もそこそこ居たため店内は騒がしく、橘の叫びも喧けん騒そうの中に消えた。

　とはいえ素面の客も当然居たわけで、「痴話ゲンカ？」「二ふた股まただって」「クズね」などという囁ささやきが聞こえてきた。

　ついでに言えば会計時に店員に謝罪したところ、にこやかに「気にしないでください」と、目だけ笑わずに返された。

「ところで橘たちばな、ちょっと気になったんだけど──」

　橘が巻いた暖かそうなマフラーを指す。

「それって買ったのか？」

「──っ！」

　俺の記憶が正しければ、昨日までは使っていなかったはずだ。

「ふっ……ふふっ……ふふふふふっ……」

「た、橘……？」

　突如、俯うつむき気味に笑い出した橘に、俺は一歩後ずさる。

「聞いてくれるか、それを！　ならば聞いてもらおうではないか！」

　顔を上げた橘のテンションが急激に上がり、詰め寄ってくる。

　目元も口元も妙に緩み、いつもの凜りんとした雰囲気はどこへ行ったのだろうか。

「これはみやびからのプレゼントなのだ！　しかも手編みだぞ！　普段からの感謝を込めてと言われて出発前に渡してくれたのだ。そのような気遣いなどしなくてもよかったのに、うう……私は、私は何と素晴らしき《絆双刃デユオ》を、大切な友を得たのだ!!　この喜びがわかるか!?　いいやわかってもらいたい！　むしろ彼女のような素晴らしき心遣いが出来る者をキミは伴はん侶りよに選ぶべきではないかと私は──」













「……あたしの前でそういう肩入れアピールをするのは禁止」

「ひゃわぁっ!?」

　橘たちばなの背後にぬうっと現れたリーリスがジト目で睨にらむ──どころか、手を回して彼女の胸を揉もみ始めた。

「リ、リーリス、やめっ、ふわ、んっ、んくっ、やめろと言って、あっ、んんぅうううっ」

　黄金の少女の指が動く度に膨らみが形を変え、身み悶もだえする橘が艶つやのある声を漏らす。

　このまま見ていていいものかと思うも、目が離せないのは男の性か。

　ちなみに俺もみやびからクリスマスプレゼントを貰もらっているのだが、この状況ではそれを切り出すタイミングが掴つかめない。

　ちなみに、ユリエとリーリスからも渡されている。

（まさかプレゼントを貰うと思ってなかったから、こっちは用意してなかったんだよなぁ。後で何かお返しを──）

「って、人が来たからやめろって……!!」

　二人のじゃれ合い──一方的だったが──にストップを掛け、その後は食事前と同様に二手に分かれて繁華街の巡回に戻ることに。

「それじゃあ、また後でな」

　食事前の話どおり橘とリーリスとタツがＡ班に、俺とユリエはトラのＢ班と組み合わせを変更して別行動となった。

　三人と別れた俺たちは三番街アーケードへと向かっていたのだが──

　道すがら、すれ違った四人組の男を見て足を止める。

　名前は知らないが、以前エレフセリアで見た顔ぶれだ。

「どうした、透とお流る？」

「今日はエレフセリアでクリスマスパーティーがあるって話を思い出してさ。さっきリョウにも誘われたし、リーリスたちと合流した後にでも顔を出した方がいいだろうなと」

「……ふん。それなら今の内に行った方がいいだろう。その方が、抜け出す口実も作りやすい」

「なるほど、確かに……」

　リーリスや橘と合流して遊びに行く約束をしているとでも言えば、店に引き止められる可能性も低くなるということか。

　トラの提案にユリエともども納得すると、橘へ一報を入れてからエレフセリアへと向かうことにした。

　と言っても、エレフセリアは三番街を通り抜けた先にあるため、結局は予定通りのコースとなったのだが──

「よう、久しぶりだな」

　遅くまで多くの照明が点ついている明るいアーケード街から、街灯に照らされた薄暗い路上に出てしばし後、俺たちは足を止めた──否、止められた。

　まるで俺たちの行く手を遮るかのように、夜道に佇たたずんでいた二人の男──

　その片割れが、突然話し掛けてきたのだ。

「あんたたちは……」

　男たちの顔を見て、俺は驚きを口にする。

　二人は、機関の調査資料に載っていた《沈黙の夜サイレス》のメンバーだった──が、俺が驚いたのは別の理由からだ。

　巨漢の男と長髪の男──

　皐さ月つきへ来た初日に美み咲さきに絡からんでいた男たちだったからだ。

「覚えているなら話は早い」

「これからどこへ行こうってのか聞かせてもらっていいかい？」

　低い声で巨漢が頷うなずき、長髪が後を続ける。

「……あんたらとは関係無い場所だな」

「今日はここで引き返して貰もらえると助かる」

　皮肉を込めた言葉の意味を察し、巨漢がエレフセリアへ行くなと告げる。

「……顔を出すって約束をしちまったんでね」

「となれば、後はお互い口でどうこう言い合っても仕方ねーな」

　長髪が肩を竦すくめた直後、周囲の細路地からばらばらと複数の影が飛び出してきて、俺たちを囲む。

　二十人ほどに囲まれているため全員の判別は出来ないが、まず間違いなく《沈黙の夜サイレス》のメンバーだろう。

　その内の半数以上はバットや鉄パイプ、スチール警棒など、明らかに他者へ危害を加えることを目的とした武装をしていた。

「……俺たちを待ち伏せてたにしても、さすがに準備が良すぎるよな」

「ふんっ、同感だ」

　話しぶりからすると、こいつらの目的はおそらくエレフセリア──ベラドンナのクリスマスパーティーだろう。

「嫌がらせにも程があるな」

「お前たちベラドンナが、街にゴミを撒まき散らすよりはマシだな」

「俺たちは別にベラドンナに入ってるわけじゃないんだけどな……」

「けっ！　ヤク中パーティーなんぞに参加する時点で同じようなもんだぜ!!」

「なっ……!?」

　長髪が発した言葉の中に思いがけない単語が在り、俺たちは顔色を変える。

「おい貴様！　今の話をもう一度詳しく──」

「やっちまえ、野郎ども!!　俺らの街を護まもんぞオラァ!!」

　トラが声を荒らげて問おうとするも、男たちは一斉に飛び掛かってきていた。

　怒気と敵意が籠こもった咆ほう哮こうが夜や闇あんに響く──が、それも一瞬で終わる。

　たとえ数で勝ろうと、常人が俺たち《超えし者イクシード》の動きを捉とらえられるはずもないからだ。

「なっ……!?」

　瞬く間に十人以上の男たちが路上に崩れ落ち、驚きよう愕がくに長髪の目が大きく見開かれる。

「手荒なことをして悪かったが、一応は正当防衛ってことで勘弁してくれよ。あと、当て身で眠らせただけだから、心配しなくていいぜ」

「ふんっ、こんなやつらに気を遣わなくていいだろうに」

　彼らの行為を考えれば確かにトラの言うとおりではあるが、まあまあと抑える。

「それじゃあ先程の話を詳しく聞かせて貰もらおうか。ベラドンナで行われているパーティーについて──いや、ドラッグについての話をな」

「何者だ、お前たち……」

　まるで魔法でも使ったかのような状況に、さすがに巨漢も動揺を隠しきれずに呟つぶやく。

「質問はこちらが先です」

　ひやりとした冷たい声──

　まるで銀色の妖よう精せいを思わせる少女は、ある意味で俺たち以上に畏い怖ふの対象となっていた。

「今夜エレフセリアで、ベラドンナ主催のクリスマスパーティーが行われるのは知っているな」

　巨漢の静かな問い掛けに、俺たちは頷うなずいて返す。

「夜通し騒いで楽しもうと言う趣旨らしいが、その実ドラッグパーティーだということは知らぬのだな？」

　さっきのトラの反応を見逃さなかったのだろう。

　確認に再び頷くと、今の話に一歩踏み込む。

「それは確かなのか？　だいたいベラドンナと不仲のあんたらが、どうしてドラッグパーティーだってことを？　簡単に手に入る情報じゃないだろ」

「……皐さ月つきに来て日が浅いお前たちでも、幾つかの派閥があるのは知っているだろう。だが、グループ同士にまったく交流が無いわけじゃない」

「俺らと付き合いのある無所属のやつが一人、クスリにハマっちまったんだよ」

　渋い表情を浮かべて長髪が続ける。

「そいつはこの前ラリってるとこをパクられちまったんだけど、ツルんでたやつらに今日のことをちょろっと話しててよ。そっから俺らは話を聞いたんだよ」

「パーティーに来ればお前らも俺の気持ちがわかる、一緒にハイになろう、と話していたそうだ」

　賑にぎやかな場というのは特殊な空間だ。

　気分が高揚し、正常な判断がし辛づらくなる。

　そういった状況下で、誘惑は行われる。

　少しくらいなら大丈夫、周りもやっているから、断るとみんながしらける──

　ドラッグという存在に抵抗があろうと、それらの言葉を最後まではね除のけるには強い意志が必要だ。

　そして断り切れずに一度でも誘惑に乗ってしまえば、以後は抵抗の意志も弱くなる。

　結果、ずるずると深みにはまり、その先で待っているのは破滅だけだ。

「我々は──確かに行き過ぎている行為があることは否定しない。だが、我々の街を汚し、狂わそうという者には相応の対応を取るだけだ」

「警察に相談をしようと思わなかったのか？」

「大人なんか信じられるかよ！　あいつらはテメーらの手柄が重要で、俺らのことなんざ一ミリも考えやしねーんだぞ!!」

　すべて肯定は出来ないが、その言葉は真実の一端だろう。

　だからこそ、彼らは自らの力で街を守ろうとしたのだ。

　大人という自分たちとは違う存在を拒否して。

　閉鎖的な一面──理事長の言葉が脳裏をよぎる中、長髪が言葉を続ける。

「だから俺らはドラッグを流したり喰くってるやつを見かけたら止めて、それでも聞かねーやつを潰つぶしたりして……」

（止めてって──まさか……？）

　長髪の告げた内容から一人の少女の顔が浮かぶも、話は続く。

「ふんっ、それで今回はパーティーを潰そうと、人を集めたというところか」

　意識を失って倒れた男の手から零こぼれた武器を見つつ、トラが言う。

　乗り込んで騒ぎを起こせば、パーティーどころじゃなくなるという目もく論ろ見みだ。

「そうだ。そしてエレフセリアに向かう途中、こちらに肩入れしてくれている知り合いから、お前たちも向かっているようだと連絡が入ってな。以前のことから、お前がかなりヤるとはわかっていたが、まさかこれ程とは……」

　巨漢が周囲を見回し、改めて俺を見る。

　俺は視線を真まっ直すぐに返し、最後の問いを口にした。

「これで最後だ。……ベラドンナのバラ蒔まいているドラッグってのは──《禍稟檎アツプル》か？」

　巨漢が首を縦に振る様に、やっぱりそうかと思い──決断する。

「ユリエ、トラ！　エレフセリアへ行こう!!」

「ヤー！」「ふんっ、言われるまでもない！」

《沈黙の夜サイレス》の言っていることが真実かどうかは、エレフセリアへ行けばわかる。

　一歩踏み出すと、進行方向を塞ふさぐように立っていた二人は道を空け、俺たちはその間を抜けていき──

「……あ、そうだ」

　ふと思い出すことがあり、俺は足を止めて振り返った。

「そっちの質問に答えてなかったよな。あんたらの皐さ月つきを守りたいって気持ちが本当だとしたら──俺たちは敵じゃない」

　呆あつ気けに取られた様子の長髪と、表情を動かすことなくこちらを見ていた巨漢に背を向け、今度こそ俺たちはエレフセリアへと向かうことにした。




《沈黙の夜サイレス》とのやり取りを終えてから五分ほど後──

　俺たちはエレフセリアの入口を遠目に、街角で足を止めていた。

　本来ならすぐにでも店内に入りたいところだったが、西口方面を巡回しているリーリスたちと合流してからにしようと待っているのだ。

「どうだ？」

「酔っ払いのケンカを仲裁して、警察待ちらしい」

　橘たちばなとの連絡が終わると、肩を竦すくめてトラが答える。

《禍稟檎アツプル》が関かかわっている可能性が高いことから機関にも連絡をし、サポート要員が送られてくるという話になったものの、到着にはまだしばらく掛かりそうだ。

「……まず俺たちだけで探ってみないか？」

「橘たちや機関からのサポート要員が来るまで待っても大差無いだろうに」

「だけど小さな差はあるだろ。本当にパーティーで《禍稟檎アツプル》がバラ蒔まかれてるとしたら、ここで待っている間にも誰だれかが犠牲になってるかもしれないじゃないか」

　直後にため息が返って来て、「貴様はそういう奴やつだったな」と言われる。

「さすがトラ。俺のことをよくわかってるな」

「単純だからな」

　ちょっと酷ひどいと思うのは俺だけだろうか。

　ともかく方針が決まったことで、橘たちと機関の双方へメールを入れ、エレフセリアへ向かって歩を進め始めたそのとき──

「待ってください、トール。あれは……？」

「あれ……？」

　店の前に佇たたずむ二つの影に気付く。

　一人はエレフセリアのスタッフで、いつも店の前に居る男だが──

　もう一人は上着のフードを目深に被かぶった小柄な女の子だった。

　スタッフと何やら話をしていた様子の女の子が、手をゆっくりと前に突き出したと思った直後のこと──

　ドン！　激しい音が響き、赤い光が爆はぜた。

「──っ!?」

　俺たちも含め、付近にいた人は誰だれもが驚きに目を向け、夜や闇あんに火の粉が舞う様を見る。

　爆発が起きた──

　それも、フードの女の子とスタッフとの間で。

　そう判断するまで、僅わずかな間が必要だった。

（いったい何が……!?）

　周囲が騒ぎ出すよりも僅かに早く我に返り、気付く。

　フードの女の子の姿が無く、エレフセリアのスタッフが店の前で倒れていることに。

「ユリエ、トラ！」

　二人の名を叫ぶと同時、俺は倒れたまま動かないスタッフへと駆け寄る。

「おい、大丈夫か!?」

　だが、スタッフから返ってきたのは呻うめき声だった。

　彼の着ていた上着は大きな穴が空き、焦げ臭い匂においを漂わせていた。

（何が？　まさかあの女の子が爆発物を？　そうだあの子はどこに……!?）

　戸惑いつつ、フードの少女の姿を周囲に求めたところで──

　ドン！　再び、そして今度は少しばかりくぐもった爆発音が聞こえた。

（店の中!?）

　間違い無く、エレフセリア内からのものだった。

「ユリエ、行くぞ！　トラ、彼を任せた！」

「ヤー！」「おい、透とお流る！……くっ、気をつけるんだぞ!!」

　火傷やけどは負っていたものの、見た目では致命傷とまではいかないスタッフをトラに任せ、俺は銀色の少女とともに店内に入ろうとする。

　けれど俺が扉に触れるよりも早く、店内から三度爆発音が、それとともに悲鳴をあげて人が波となって飛び出してきた。

「ヤベェ！」「逃げろ！」「何なんだよ!?」「早くどけよ!!」

　口々に叫び、俺やユリエにぶつかることも構わずに逃げていく。

　トラはスタッフを抱え、向かいの店の前に避難して波に巻き込まれないように動く。

「おい、何があったんだ!?」

　飛び出してきた中に何度か話をしたことのある顔を見つけ、首根っこを掴つかんで怒鳴るように問うと──

「知らねーよ！　なんか急に爆発が！　ヤベーって!!」

　パニックに陥った男はもがき、手を離すとつんのめって転びそうになりつつ駆けていく。

　男だけじゃなく、誰だれもが皆似たようなものだ。

　しかし、事は爆発だけで終わりじゃなかった。

「化け物だ────っ!!」

　店内から、恐怖が入り交じった叫びが響き、互いに押おし退のけ合いつつさらなる人波が溢あふれてくる。

（化け物……!?）

　恐慌に陥った人の波から一いつ旦たん下がって距離を取り、アスファルトを強く蹴ける。

　直後、俺の体は彼らの頭上を飛び越えて店の中に入り、その勢いのままワイヤーアクションが如ごとくエントランスの壁を駆けて奥へ向かう。

　我先に逃げようと、エントランスでぎゅうぎゅうと押し合う客を越えた先で待っていた光景、それは──

　まるで、地獄だった。

　赤く、紅あかく、朱く──店内を明るく照らすのは色とりどりの照明ではなく、至るところで舞い上がる灼しやく熱ねつの炎だった。

　吹き付ける熱風が髪を揺らす中、無意識の内にぎりっと歯を食いしばる。

　二年前の記憶と、目前の光景とが重なったために。

「何が……あったんだ……!?　これはいったい何なんだよ!!」

　あの日と同じ俺の叫び──

　だが、今日は反応する声があった。

「とお、る……？」

「美み咲さき!!」

　床に座り込んだままソファにもたれ掛かる美咲の姿を、さらに近くにも見るからにドラッグでトンだ様子の数名の姿を認める。

「どかーんって、すっごかったぁ……。あはは、びりびりってして、ふふふ……」

「美咲……」

　あきらかにマトモじゃない様子に、俺は言葉を失う。

　何が彼女をこうしてしまったのかを悟り、痛いほどに拳こぶしを握る。

　避難を促そうにも、今の彼女に俺の言葉は届かないだろう。

（早く外へ──いや、だけどまだ中に人が居るんじゃ……。それにさっきの化け物って声はまさか……）

「トール！」

　逡しゆん巡じゆんし、答えを出す前にユリエが店内へと駆け込んでくる。

「ユリエ！　美み咲さきたちを頼む!!」

「ヤー！　トールは!?」

「他ほかに逃げ遅れたやつが居ないかどうか確認する！」

　手短に言葉を交わすと、俺は炎を飛び越えて店の奥へ、ユリエは入れ替わりに美咲たちの下へ駆け寄った。

（くっ……！　何がどうしたらここまで酷ひどいことになるんだ……！）

　奥へ進めば進むほど、炎は激しくなっていく。

　熱と息苦しさは相当なもので、店内は灼しやく熱ねつ地獄の様相をますます強くしていく。

　注意深く進む中、幸いにもバーの付近までは逃げ遅れた人の姿は見当たらない。

　そのままさらに奥のダンスフロアへ向かおうとしたときだった。

「……！」

　炎の燃える音に交じり、甲高い声が聞こえてきた。

（あれは……！）

　ダンスフロアの先にあるステージ上に、三つの影が目に入る。

　周囲が燃え盛る中、ステージに立つ影の一つは、店の前で見かけたあのフードの少女だ。

　しかしながら、俺の意識が強く向けられたのは彼女の前に立つ二つの影──

　そいつらが、人の姿をしていなかったために。

（《獣ゾア》……!!）

　認識するや否や、俺は床を蹴ける。

《獣ゾア》──捷豹ジヤガーが少女に向けて爪つめを振り上げていたからだ。

　振り下ろされた爪が、容赦なく女の子の小さな体を引き裂くその寸前──

　俺の蹴りが、捷豹ジヤガーを体ごと吹き飛ばす。

「──っ!!」

　突然の一撃に表情を変えたのは、捷豹ジヤガーの背後に立っていたもう一体だ。

（こいつは蟻アント……？　いや、だけど──）

　顔は蟻アントに見えるも左手は巨大な鋏はさみとなっていて、背中側には綺き麗れいな模様をした羽を生やしている。

　どちらも蟻アントとはかけ離れた特徴であり、それらが指す意味は──

「《獣魔ヴイルゾア》か……!!」

《６６６ザ・ビースト》の生み出した複数の《力》を宿す人非ざる者。

《獣ゾア》を遥はるかに超える《力》を前に、敗北寸前まで追い込まれた記憶が甦よみがえる。

（となれば──）

　長引けばフードの女の子を巻き込むかもしれないし、何より勝てる保証はどこにもない。

　だからこそ、こちらへの警戒が薄い初手に、俺の持つ最大最強の技を持って来る。

「穿うち──砕けぇっっ!!」

　先手必勝とばかりに雷神の一撃ミヨルニールを《獣魔ヴイルゾア》へと叩たたき込む。

　巨体が吹っ飛び、轟ごう音おんとともに崩れた壁に《獣魔ヴイルゾア》の姿が見えなくなった。

（よし……！）

　手て応ごたえは十分──と思ったのも束つかの間まだった。

　ガラガラと瓦が礫れきの中から《獣魔ヴイルゾア》が、その傍そばで捷豹ジヤガーもまた起き上がる。

（くっ……まずいな……）

　二対一──

　それも片方は雷神の一撃ミヨルニールにすら耐えきる《獣魔ヴイルゾア》となると、戦況は考えるまでもなく不利だ。

　しかもこちらは、女の子というハンデを抱えているとなれば不利なんてレベルじゃない。

（くそっ……！　俺にこいつらを倒せる、この子を護まもれる《力》があれば……!!）

「逃げてくれ！」

　女の子を庇かばうように立ち、まずは彼女を逃がすことに専念すべきだと判断を下す。

　けれども、女の子が動くよりも早く、《獣魔ヴイルゾア》たちが動く。

　ただし、俺たちに背を向けて。

「なっ……!?」

　その行為にどういった意味があるのかを瞬時に理解出来ず、俺は呆あつ気けに取られたまま二体の姿が炎の中に消えていく様を見送ってしまう。

（逃げた、だと……？）

　雷神の一撃ミヨルニール以上の《力》を、こちらがまだ秘めていると判断したのだろうか。

　もしくは別の理由が何かあったというのだろうか。

　少なくとも、逃走したフリをして油断させようといったわけじゃ無さそうだ。

　どちらにしても脅威は去ったと意識を切り替え、周囲を見回す。

（よし、他ほかには誰だれも居ないな）

　その確認が出来れば、これ以上この場に留まる理由は無い。

「キミ、ここから逃げるぞ」

　そう言って、女の子の手を取ろうとしたときだった。

　目深に被かぶったフードの奥から、女の子が声を発した。

「邪魔……」

「え……？」

　あまりにも予想外の言葉に、俺の動きが止まる。

　ゆっくりと、女の子の手が俺に向かって突き付けられる。

　向けられた掌てのひらに何事かと思ったその刹せつ那な──

　焱ほのおが、爆はぜた。

　耳をつんざく激しい音と同時に視界が真っ赤になり、衝撃が俺を襲う。

「ぐうっ!!」

　吹き飛ばされ、背中から床上に落ちる。

　その勢いに押されたまま転がるも、俺はすぐに体勢を立て直す。

（今のは、さっきの……!!）

　数分前に店の外で見た、スタッフが吹き飛ばされた爆発と同じものだと気づき、同時にそれが視界に映るフードの少女が起こしたものだと驚きよう愕がくする。

「何者なんだ、キミは……!?」

　返事は無かった。

　女の子はただ無言のままに、その場で俺を見つめていた。

　炎が形在るものすべてを灼やく音だけが響く。

　そのとき、熱風が舞い上がった。

　熱風は強く、少女が被かぶったフードを大きく揺らして捲まくり上げ──

　俺の問いは、答えを得る。

「そん、な……バカな……。どうし、て……どうして、お前が……」

　声が震える。

　自分の目でまざまざと答えを見ているというのに、俺自身が信じられない。

　フードの奥に隠されていた顔は、十代半ばくらいのものだった。

　その髪は、淡い桜色で──

　けれど俺が驚いたのはそんな理由じゃなく──

　決して忘れ得ない大切な少女が──

　死んだはずの妹が──

　俺の瞳に映っていたからだ。

「音おと羽は……」





　　　　　　◇






　人非あらざる者《獣ゾア》──

　動植物が持つ特性を強化した《力》を与えられた、異形の存在。

　彼らは《柩コフイン》と呼ばれる匣はこの内で《獣ゾア》の因子を埋め込まれ、人非ざる者と化す。

　その中で選ばれし者は再び匣に戻り、更なる《力》が与えられ、《獣ゾア》を超えた存在と化す。

《柩コフイン》の置かれた部屋は薄暗く、吐く息が白くなるほどに空気は冷たい、まるで墓所カタコンベを思わせるような場所だ。

　そのような場に、コツコツという足音が響き──

　やがて一つの匣はこの前で止まった。

「気分はどうかね？」

　足音の主──軍服を纏まとった青年が《柩コフイン》へと問うと、低い声が返ってくる。

「アンタに貰もらった《力》を試してみてぇ……今はそれだけだ」

「承知した。キミにはしばらくしたら一仕事してもらうつもりだからね。今のうちに体を慣らしておくといいだろう」

「一仕事、か……。そいつぁ楽しみだ」

「……残念ながら、楽しい仕事というわけではないよ。キミの役目は──」

　青年は二つの役目を告げる。

　その内容は、本来ならば匣の主にとっては好まぬものであった。

　だが、彼は不服を唱えることなく言う。

「アンタには恩がある。拾って貰った恩と、オレにチャンスを与えてくれた恩がな」

　匣の内より響く声──

　それはかつて、《狂売会オークシヨン》において透とお流るに敗れた男のものだった。






■第五章『その身に秘めているというのに』









「何を突っ立っている！　死にたいのか、貴様は!!」

《獣魔ヴイルゾア》たちと同様に、音おと羽はが炎の中へと姿を消した直後のことだった。

　トラの怒鳴り声で俺は我に返る。

「あ……。ト、トラ……」

「何を呆ほうけている！　死にたくなければ今すぐ脱出するぞ!!　他ほかに逃げ遅れた者は居ないか確認は済んだのだろうな!?」

「あ、ああ……。だけど、トラ……音羽が……音羽が、今……」

「は？　音羽だと？　何を言っているんだ、貴様は!?」

　頭の中はまだ混乱して思考がぐちゃぐちゃで、俺は言葉を上う手まく紡げない。

「居たんだ！　さっきまでここに！　生きて！　あの桜色の子が音羽だったんだ!!」

「さっきから何をバカなことを言っている、透流。忘れたのか!?　音羽はもう……!!」

「わかってる！　だけど本当に居たんだ!!」

　あれは音羽だった。

　髪の色は違ったが、確かに音羽だ。

　音おと羽はが生きていた。

　そのことを伝えようとしているのに、上う手まく伝えられない。

　もどかしさから声を荒らげ、すぐに思考が移り変わる。

「そうだ、追いかけないと……！」

　音羽が去った先へ──炎の海へと視線を向ける。

　荒れ狂う業火の中へと音羽は姿を消した。

　ならば俺も──と駆け出そうとした矢先、トラに腕を掴つかまれる。

「どこへ行こうというんだ、透とお流る！　それにさっきから音羽、音羽と、いったいここで何があった!?」

　状況の把握が出来ずに苛いら立だつトラが怒鳴る。

「トール！　トラ！」

　そこへ手にした刃で炎を斬きり裂きながら、銀色の少女が姿を見せた。

「ここはもう危険です。早く外へ」

「しかし、透流が……」

「どうかしたのですか、トール？　──っ！　トール!?」

「透流──っ!!」

　ユリエが、そしてトラもまた俺の名を呼ぶ。

　俺がトラの手を振り払って炎の中へ、音羽が姿を消した先へと駆け出したから。

　灼しやく熱ねつの炎が肌を焼く。

　けれど構わず駆け、灼熱の地獄を抜けたその先で、壁に空く大きな穴を発見する。

「音羽ぁっ!!」

　外に出ると、そこは街灯の光も届かないような裏路地だった。

　正面はエレフセリアが入っている建物の横手に建つビルで、首を横に振ると左はすぐに突き当たりとなっていた。

　すぐさま俺は通りへと繋つながる右手側へと駆け出す。

　その先は左右に広がる細道に繋がっていて、俺は足を止めて周囲を見回した。

　それとわかる痕こん跡せきは何も無い。

（どっちだ、どっちに行ったんだ……!?）

　焦燥感に駆られ、とにかく捜すしかないと左手に向かって駆け出した瞬間──

　まるで俺を止めるかのように、その存在を示すかのように、背後になる方角から爆破音が聞こえてきた。

　爆発はかなり遠くで起こったようだが、俺は迷うことなく踵きびすを返し、全力で駆け出す。

（音羽、音羽、音羽……!!）

　先刻までの熱風渦巻く店内とは打って変わり、寒風吹ふき荒すさぶ外界は駆けていると耳が痛くなってくる。

　構うことなく、爆発の音が聞こえてくる方角へ向かって駆けながら叫ぶ。

「音おと羽は！　どこだ、音羽────っ!!」

　通りすがった人が振り返り、何事かと奇異の目を向けてくる。

　信号の色を無視して歩道を駆け抜け、車に急ブレーキを踏ませてしまう。

　やがて爆発音はどこからも聞こえなくなり──

　それでも俺は、足を止めることはなかった。

（返事をしてくれ、音羽……頼むから……声を聞かせてくれ……）

　本当はわかっている。

　音羽がもう居ないということを。

　俺の腕の中で息絶えたあの日のことを、忘れることなんて出来ない。

　だからあの女の子は──音羽じゃない。

　面影が似ているだけの別人だ。

　そうは思いつつも、俺はフード姿の少女を追い求めていた。

「は……ぁ……」

　大きく漏らした吐息は、ガタンガタンという電車の走る音で掻かき消けされた。

　線路の上に架けられた陸橋からは車が走行する音が、そして繁華街方面へ向かう消防車のサイレンと打ち鳴らす鐘の音が聞こえてくる。

　諦あきらめきれずに最後に爆発音がしたであろう付近をしばらくうろつき、陸橋の袂たもとで足を止めた。

（みんなのところに戻らないとだな……）

　今さらながら、ユリエたちを心配させてしまっただろう自分の行動に後悔をする。

　俺を捜しているかもしれないと、戻るより前にまずは連絡をしようと決めてケータイを取り出した。

（えーっと、まずはユリエから……）

　登録された幾つかの番号から、ユリエに配布されたケータイ番号を選び、発信ボタンを押そうとしたそのとき──

　上空から、風を切るような音が聞こえた。

「！　しまっ──」

　見上げた視界の中に、捷豹ジヤガーの鋭い爪つめが俺を狙ねらって落ちてくる様が映った瞬刻の後──

　突如目が眩くらむほどの光と何かが大きく弾はじける音が──

　次いで断末魔にも似た苦痛の叫びが響き──

　最後に大きく重い何かが、地響きを立てて路上へ落下した。

「う……今のは……？」

　光の残像が残る中、落ちてきた何か──捷豹ジヤガーの様子を窺うかがうと、《獣ゾア》はぶすぶすと黒煙を上げて倒れ伏していた。

《獣ゾア》から人の姿へと戻ったその体には、パチッパチッと電気火花らしきものが時折走る。

「これはいったい……？」

　何があったのかと、今日だけで何度目の疑問だろうか。

　けれど幸いなことに、今回ばかりは明確な答えが返ってきた。

「ちょっとした魔術マジツクってやつさ、九ここの重え透とお流る」

　聞き覚えのある声が、陸橋が作り出した闇やみの中で俺の名を呼ぶ。

「ま、まさか……」

　闇の中に白い何かが揺れ──

　声の主が街灯の明かりに近づいて来たところで、それがマフラーであることに気付く。

　神父を思わせるような服装を身に纏まとうそいつは──

「ユーゴ!!」

「こうしてツラを合わせるのは《狂売会オークシヨン》以来だな、九重透流」

「あ、ああ……。だけど、どうしてここに……」

　俺が《６６６ザ・ビースト》に関かかわる任務を優先的に回して貰もらっていた理由は、この男に会うためだ。

　だけどいざ目の前にすると、驚きと困惑で頭の中がいっぱいとなってしまっていた。

「積もる話──ってほどあるかどうかわからねぇが、まずはお前の仲間と合流してからにしようぜ。……こいつを連れて、な」

《獣ゾア》であった男の首根っこを掴つかみ、ユーゴは──口元は見えないままだが──にやりと笑った。

「──っ！　そいつは……!!」

　男の顔を見て、俺は驚きを口にする。

　エレフセリアで見た顔だからであり──

　常にリョウの傍らに姿を置く、ドレッドヘアの男だったからだ。




　三十分ほど後、ユーゴとともにみんなと合流し、まず最初に頭を下げた。

　それからすぐにドーン機関の指示により、サラと合流して学園への帰路に就いた。

《獣ゾア》の男は既に護陵衛士エトナルクへと引き渡し済みで、ユーゴ曰いわく死なない程度に当分は動くことの出来ないダメージを与えたそうだ。

「ベラドンナ──いや、ここはリョウと言うべきだな。彼は──供給者だと判明した」

　橘たちばながそう断じる理由は、エレフセリア付近で保護したベラドンナのメンバーからもたらされた情報によるものだ。

　そいつは道端に座り込み、呼吸を荒くして大量に発汗するというドラッグへの依存症状を発症していた。

　人目のある中で《禍稟檎アツプル》を口にしようとしていたところを橘たちばなに止められ、誰だれから手に入れたという問いに対してリョウからだと白状した。

　そのリョウはというと──火災の起きた時刻を境に、姿を消した。

　エレフセリアで起きた火災と《獣ゾア》の出現で逃げ出した人波の中に、その姿は無かったとの話だ。

　もしかしたら人波で見逃していた可能性はゼロじゃないだろうが──

　おそらく、俺はリョウと対たい峙じしているはずだ。

　エレフセリアの中で闘った、蟻アントの《獣魔ヴイルゾア》を思い出しながら拳こぶしを見つめる。

　もはや必倒の一撃では無くなった右の拳を。

「リョウが蟻アントの《獣魔ヴイルゾア》で間違いないだろうな……」

《禍稟檎アツプル》の供給者であり、常に傍らに居た男が《獣ゾア》だったという事実から考えれば、まず間違いない答えだろう。

「となれば、今後我々の任務はリョウを捕らえることを主とするのだろうが……」

「問題は、リョウがもう一度街に姿を見せるかどうかってことよね」

「ふんっ。これでのこのこと姿を見せるようなら、バカどころかただの愚か者だ」

　まったくね、とトラの意見にリーリスが賛同する。

　蟻アントの《獣魔ヴイルゾア》──リョウはエレフセリアでの一件で、俺が常人じゃないことに気がついたはずだ。

《超えし者イクシード》と認識したかどうかはともかく、少なくとも人を超えた《力》を持っているということを知り、確実に警戒をしているだろう。

「機関の方で行方を追っているそうだが、今のところ家に戻った様子は無いとのことだ。いったいどこへ行ったのやら……」

「捜索はあたしたちの領分じゃないし、任せておけばいいと思うわ」

　リョウを見つけた場合、俺たちに連絡が来る手はずとなっている。

《Ⅳレベル４》以上の《超えし者イクシード》でなければ、《獣魔ヴイルゾア》と渡り合うことは難しいからだ。

　もっとも、相手を打倒する《力》の無い俺がどこまで渡り合えるかは怪しいところだが。

「さて、次にだが──」

　橘の視線が、あくびをしながら窓の外へ顔を向けていたユーゴへと向かう。

「ユーゴ。如い何かなる理由で、あなたは皐さ月つきに居たのだ」

「エージェント経由で《魔女デアボリカ》の伝言を──九ここの重え透とお流るが俺に用件があるって聞いてな。たまたま日本に戻ってきたことだし、じゃあ会ってみるかって連絡つけたら《６６６ザ・ビースト》関連の任務の真っ最中って話じゃねえか」

　この時点で、ユーゴの素性に関しては簡単に説明済みだ。

　先の《狂売会オークシヨン》で顔を合わせていたユリエとリーリスはともかく、トラへどう説明したらいいのかを一番悩むも、結局はリーリスの「《超えし者イクシード》と同じように、声を大にして言えない裏社会に属する人間よ」という説明で一応は納得して貰もらったわけだが。

「それから皐さ月つきについたら何やらド派手な騒ぎが聞こえてきてな。音へ向かって行ったら、人の名前を叫んで走り回るお前を見つけたって寸法さ」

　人差し指を立ててくるくると回しながらユーゴは説明を終える。

「人の名前って？」

「女の名前」

「……あたしの名前？」

「別人だな」

　黄金の少女の問いに、ユーゴが首を振る。

「ちょっと透とお流る。誰だれの名前を呼んでたわけ？」

「それは……」

「どうでもいいだろう、そんなことは。それよりも、明日からの任務はどうなるのか聞いてないのか、橘たちばな」

「いや、今のところは特に無いな」

　口ごもる俺へのフォローだろうか。

　トラが話の流れを変え、話は再び任務の話へと戻る。

　その中で、エレフセリアについても語られた。

　火災で死者は出なかったものの怪け我が人にんはそこそこ居て、病院へ搬送されたこと。

《獣ゾア》を見たと恐慌に陥った者は、未成年飲酒、もしくはドラッグをやっていた疑いで警察に保護されたこと等々──

　それらの話が落ち着いた頃ころには、モノレールまで数分のところへ戻って来ていた。

　しばらく後、学園の敷地内に戻ると、サラを除いた全員で理事長室へと出向くことに。

　もちろん、ユーゴも一緒にだ。

「──以上が、本日の報告となります」

「わかりました。改めて明日中に報告レポートを提出するように。また、《禍稟檎アツプル》の供給者が判明した以上、明日以降は皐月で捜査を行う必要はありません。それと、機関から例の《獣魔ヴイルゾア》についての新たな情報が入り次第、皆さんには動いて貰うことになりますので、そのことを念頭に置いておくようお願いします」

　三み國くに先生から明日以降の指示が出され、これで今日の任務は終了となる。

　続いて口を開いたのは、黒衣の少女──九十九つくも理事長だった。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ、《聖庁ホーリー》の聖騎士様」

「元気そうで何よりだが、子供はそろそろ寝る時間だぜ、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》」

「……お心遣い痛み入りますわ、《煌闇の災核ダークレイ・デイザスター》様。……ところで、未いまだに《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》様の首を刈ることは敵かないませんの？　そろそろお使いにならないと、ご自慢の死神の鎌かまが錆さびついてしまいそうに思えますわ」

　笑顔で言葉を交わす二人に、室内の温度が下がったような気がする。

「そ、それじゃあ俺たちはこれで失礼します。……えっと、ユーゴは──」

「俺はもうしばらくこのお嬢ちゃんと話があるんでな」

　そう返され、俺たちはユーゴを残して退室することとなった。

　妙なことにならなければいいが、三み國くに先生も居るし大丈夫だろう──多分。

「ユーゴ。出来ればこの後──明日でもいいから、話をする時間を取ってくれないか？」

「構わないぜ。……というか、そうじゃなかったら俺が昊陵学園ここまで来た意味が無いだろ」

　結局、明日ということになり、俺はみんなとともに寮へ戻っていくのだった。










「音おと羽はを見た──とはどういうことだ」

　トラの言葉に、俺は静かに頷きを返す。

　リーリスと橘たちばなの二人が女子フロアへ上がっていく姿を見送った後、俺たちは部屋に戻ってエレフセリアでの出来事について話をしていた。

　当然、主題はフードの少女の件だ。

「……トール。音羽は……」

　昊こう陵りよう学園において、俺の妹──音羽の死を知るもう一人の人物であるユリエが躊躇ためらいがちに口を開き、言葉途中で視線を落とす。

「そうだ……。だからあの子は、音羽に似た他人だったのかもしれない。だけど──」

　言葉を続け、俺があのとき、あの瞬間に感じたことを二人に伝える。

「それでも、音羽だと思ったんだ。もうあいつは居ないってわかっているけど、それでも理屈とかじゃなくて──あの桜色の子を見た瞬間、音羽だって思ったんだ」

「トール……」

　俺と同じく、大切な人を理不尽な形で失ったという過去を持つ少女は哀かなしそうに呟つぶやく。

「ふん。音羽であるはずがないだろうが、もう一度会えば貴様も納得できるだろう。……となれば、明日以降も皐さ月つきへ行ってみることにするか？」

「出来ればそうしたいところだけど──」

　本来なら一も二もなくそれを選択したい。

　けれど今は、一刻も早く新たな《力》が必要だ。

《獣魔ヴイルゾア》を倒すことの出来る《力》が。

　確かに、《力》を持つ仲間は居る。

　しかし俺一人で闘わなければならないときがあるかもしれない。

　そのとき《獣魔ヴイルゾア》を倒せなければ、誰だれかの未来を護まもれないかもしれない。

　だから──

「……ユーゴとの話の結果次第ってことでいいか？　どうしてもあいつに頼みたいことがあるんだ」

「どんな話をするかは僕の知ったことじゃないが、貴様がそう言うのなら余程の用件ということか」

「悪い……」

「構わん。それなら僕は一人で皐さ月つきへ行ってくる。何かわかれば連絡を入れるし、音おと羽はに似た子を見つけたならば、無理を言ってでも貴様が来るまでその場で待って貰もらう。だから貴様は結果次第などと言わず、あのユーゴとかいう奴やつとの話を必ずまとめる気で動け」

「トラ……」

　未来のために手を伸ばすか、それとも過去を振り返るか──

　狭間はざまで迷う俺のために、背中を押してくれた友人に頭を下げる。

「ありがとう、トラ。お前が友達でよかったよ」

「──っ！　ぼ、僕は貴様のライバルだと常々言っているだろうがっ！」

　顔を真っ赤にして怒るトラに、俺はわかったわかったと苦笑しつつも大きく感謝をしていた。

「……トラ。トールは私の《絆双刃デユオ》ですので」

「そんなことはわかっている。僕をあの女狐ブリストルと一緒にするな」

　ぎゅっと俺の袖そでを掴つかむユリエに向かって言うと、トラは立ち上がった。

　そのまま話は終わりだと、トラは部屋を出て行こうとし──

「しかし──」

　ドアノブに手を掛けたところで立ち止まり、独りごちるかのように呟つぶやきを漏らす。

「焱ほのおが爆はぜたとは、どういうことだ……」

　その答えもまた、もう一度会うことでしか得られないだろう。










　朝あさ陽ひが昇り、部屋が明るくなってくる──

　結局、あの淡い桜色の髪を持つ少女のことが脳裏から離れず、一睡も出来なかった。

　部屋に射さし込んできた陽光の眩まぶしさに、俺は寝ることを諦あきらめて重い頭と軋きしむ体を起こし、武道場へと向かった。

「うう、寒い……」

　冬の朝という時間帯に、武道場へ来たのは失敗だったかもしれないと後悔する。

　板張りの床は氷のように冷たく、素足で歩くにはとても辛つらい。

　部屋に戻って暖かい布団にくるまりたい誘惑に後ろ髪を引かれつつ、せっかく道着にまで着替えたのだからと、鋼こう棍こんを手に中央まで歩みを進める。

　棍とは言うものの、手にした鋼の塊はまるで昔話の中で鬼が持つような金棒──トゲは無いからバットの方が近いかもしれない──のような形で、重さは百キロを優に超える。

　俺やリーリスのように《Ⅳレベル４》という壁を乗り越えた《超えし者イクシード》のために作られた特別製の鍛錬具で、手元ですら男の俺でも握りきれない太さだ。

「せやぁっ!!」

　気合いとともに、身の丈を超える鋼棍を勢いよく振るい始める。

　幾度も振り続けている内に寒さは遠いものとなり、汗すら流れてきた。

　やがて、唐突にそれは終わる。

「あっ……!!」

　汗で手が滑り、すっぽ抜けた鋼棍が壁に突き刺さったことで。

（どうしよう……）

　オブジェですと誤魔化すには、さすがに無理がありそうだ。

　授業中に器物破損は多々あることだが、自主訓練中に破壊したとなると、仕方無いでは済まない気がする。

　──少なくとも、担任の黒兎だけは絶対にただでは済ませてくれないだろう。

（考えろ、何かいい手立ては……）

　しばし悩み、正座をすることに。

　昔、心が乱れたときは正座をすることで己を樹きと化せ、と師匠が言っていたことを思い出したからだ。

　壁に突き刺さった鋼棍に背を向けて冷たく硬い床へと膝ひざを突き、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]そ[image: ][image: ][image: ]瞳ひとみを閉じる。

　ゆっくりと息を吐き、静かに吸う。

『陽ひと空と土と水──己を樹と化すならば、まずは樹と同じものを感じよ』

　師匠の教えを思い出しながら、この場に在ある冷たい空気へと意識を向けた。

　一点に意識を集中させることで、雑念をまず捨てる。

　その先で樹と同じように世界を感じ、己を樹と化すのだ。

（静かだな……）

　雑念を捨て、ただただ空気を感じることに集中する。

　空気は刺すような冷たさではあるが、風が無く穏やかだ。

　時が刻まれるにつれ、多少は樹へと近づいたのか心が落ち着いてきた頃ころ──

　ギシッと床が軋きしむ音が武道場に響いた。

「ユリエ……」

「おはようございます、トール」

　目を開けて顔を向けた先に、銀色の少女が陽光の中で立っていた。

　それも、俺と同じように道着を身に纏まとった姿で。

「おはよう。今日は寒いな」

「ヤー。少し冷えますね」

　ユリエの返事に思わず苦笑してしまう。

（少し、か……。俺からすると、かなり厳しい冷え込みなんだけどな）

「えっと、どうしてここに？」

「トールが部屋を出て行くところで目を覚ましましたので……」

　その言葉にちょっとした疑問を覚える。

　早朝の鍛錬やランニング等、俺が早い時間に部屋を出るのはほぼ毎日のことだ。

　俺が部屋を出る音で目を覚ましたとしても、後を追ってくるようなことは特に無かったというのに。

「……何かあったのか？」

　ちょこんと俺の隣で膝ひざを突き、同じように正座を始めたユリエへ問う。

　銀色の少女は視線を床に落とし、憂いある表情を浮かべてしばし無言となり──

　やがてユリエは視線をこちらへ向けないままに答えを口にする。

「……トールが、皐さ月つきへ行ったのかと思いまして」

（そういうことか……）

　昨晩のトラとの話で俺は、音おと羽はに似たフードの少女を捜すという選択をしなかった。

　だが、早朝ならば──と部屋を出て行く俺の姿に、銀色の少女は勘違いをしたようだ。

　今日は疲労を抜くために橘たちばなとの鍛錬も、みやびとのランニングもしないと知っていたからこそ。

「大丈夫だ。俺はユリエに黙ってどこかに行ったりしないさ」

　ぽん、とユリエの頭に手を置き、撫なでる。

「……ヤー♪」

　微笑ほほえみを浮かべたユリエが俺に向かって少し首を傾け、武道場に鈴の音が小さく響いた。

「ところで、どうして俺がここに居るってわかったんだ？」

「門へ向かう途中に妙な音が聞こえてきたので、もしかしてと思いまして」

「ああ、なるほどな……」

　納得して背後のオブジェへと向けた俺の顔は、思い切り引きつっていた。

「──？」

　チリンと鈴の音を響かせ、ユリエは小首を傾かしげた後に俺の視線を追い──理解する。

「怒られるよな？」

「怒られると思います」

《Ⅳレベル４》の特殊な訓練の結果という言い訳が通じたらいいなと思うが、まあ無理だろう。

　そのままユリエにも付き合って貰もらい、何かしら上う手まい理由は無いものかと考えはしたが何も浮かぶことは無かった。

「はぁ……。考えれば考えるほど憂ゆう鬱うつになってくるし、気晴らしに一本手合わせをしてくれないか？」

「ヤー。喜んで」

　こくこくと頷うなずき、ユリエは立ち上がろうとするも──かくん、とその膝ひざが折れる。

「っと……!?」

　とさっと、ユリエが背中から倒れ込んできたところを抱き抱える。

「大丈夫か、ユリエ」

「すみません。足が痺しびれていて」

「……だったらいきなり立ち上がらなくても──まあ、怪け我がが無くて何よりだ」

「ヤー。トールのおかげです」

「ははっ、それはよかった」

「……………………」

　銀色の少女がじっと俺を見つめている。

「ユリエ？」

「……ナイ。気にしないでください」

　呼び掛けるとユリエは、何な故ぜか俺の胸に顔を埋うずめる。

（どうしたんだ……？）

「トール。もうしばらく、このままでいてもいいですか？」

「ああ、いいぜ。まだ足が痺れてるんだろ？」

「……そうでした」

　どうやら忘れていたらしい。

　じゃあどうしてこのままの体勢を──と思うも、痺れに耐えようとぷるぷる体を震わせるユリエを見ている内に、その考えはどこかへ行ってしまった。

　やがて落ち着いたのか、ユリエがはふぅと息を吐いた。

「もう大丈夫ってところか？」

　問い掛けるとユリエが頷き、そこに武道場へ声が響く。

「じゃあ、俺も出ていって大丈夫ってことだよな」

「「──っ!?」」

　声のしてきた方向──入口へ視線を向けると、いつからそこに居たのか白いマフラーと黒い司祭衣キヤソツクを纏まとう男の姿が在った。

「ユーゴ!!」

「よう。随分と朝が早いんだな、九ここの重え透とお流る、ユリエ＝シグトゥーナ」

　口元を隠したマフラーが意味を成さないくらいに大きなあくびをし、《聖庁ホーリー》の聖騎士を名乗る男は伸びをする。

「ユーゴこそ、こんなに朝早くどうしてここに……」

「なんかすげぇやかましい音がしたからな」

「……ゴメンナサイ」

　背後のオブジェが元凶なのは明白だった。

「さて、朝っぱらからでなんだが、せっかく顔を合わせたことだし話とやらを聞かせて貰もらおうか」

　俺の前に座ると、ユーゴは唐突に本題へと触れる。

「あ……。えーっと、いきなりの話で──」

「待った。聞かせろって言った手前で悪いが──そのまま話すつもりか？」

「え？」













　ユーゴが指す先には、俺に抱えられたままのユリエの姿があった。

　指摘されたことでさすがに恥ずかしさを覚えたのか、銀色の少女の頬ほおはほんのりと朱に染まっていた。

「……ん、こほんっ」

　ユリエが俺の隣に改めて座り直したところで、俺はわざとらしく咳せきをする。

「いきなりの話で驚くかもしれないけど──俺に魔術を教えて貰もらえないか？」

「は？　魔術を？　《超えし者イクシード》なのに？」

　もっともな疑問がストレートに返ってくる。

「俺は《異能イレギユラー》って呼ばれていて、武器じゃなく《楯たて》の《焔牙ブレイズ》を具現化するんだ。だから他ほかの《超えし者イクシード》と比べて攻撃力という点で著しく劣っている。先のことを考えると、今のままじゃダメだってことはわかりきっていて、それで──」

「いいぜ、教えてやる」

「ま、待ってくれ！　そんな即答でいいなんて言われても……!!」

「は？　じゃあダメだ」

「ダメって、そんなこと言わずに──って、あれ？」

　何かがおかしいと、今の会話を脳内で一度巻き戻す。

「えーっと……本当にいいのか？　そんなあっさりと？　機関と《聖庁ホーリー》っていろいろあるんじゃないのか？　だいたい、魔術って門外不出だったりしないのか？」

「めんどくせぇやつだな、お前……。俺がいいって言ってんだから構わねぇよ。ただし何があっても、俺が教えたって《聖庁ホーリー》にだけはバレねぇようにしろよ」

「あ、ああ、わかった……」

「よかったですね、トール」

「まあ、な……」

　あまりにもあっさりと承諾され、裏があるんじゃないかとすら思えてくる。

「……何か裏があると思ってんだろ」

「──っ!?」

「顔に出すぎだ」

　くっくっと笑いながらに言われてしまった。

「裏がないわけじゃあない。授業料代わりに、俺と契約を結んで貰おうってんだからな」

「契約……？」

「聞けばお前、《６６６ザ・ビースト》に関かかわる任務を積極的に回して貰ってるらしいじゃねぇか。だからその任務中に、《第一圜カイナ》──クロヴィスってやつの情報を得たら、どんな些さ細さいなことでも必ず俺に連絡を寄越せ。それと、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》って名に関する情報についてもだ」

　つまり俺に、情報提供者になれということらしい。

　元々《６６６ザ・ビースト》関係の任務に就くようになったのは、ユーゴと再会するのが目的だった。

　だが、幾度か任務をこなしているうちに、俺の中で考えが変わっていた。

《６６６ザ・ビースト》という存在は、多くの人の悲劇を生み出すのだと改めて認識したために。

　そんな組織と闘うユーゴへ、協力することはやぶさかじゃない。

　もちろん、魔術の件が無くともだ。

「わかった。それ以外でも、俺に出来そうなことがあったら何でも言ってくれ」

「よし、契約成立だ。じゃあ早速だが、霊マ輝ナについての話から始め──の前に、あいつに連絡入れておかねぇとな」

「あいつ？」

「俺のエージェントってやつだ。本当は今日から西に飛ぶはずだったんだが、予定の変更を伝えとかねーと後で何言われるかわかったもんじゃねぇ」

　面倒臭そうに言うと、ユーゴは左の掌てのひらを耳元に当てる。

　ケータイ等の通信機器も持たず、何をするのかと思ったところでふと気付く。

　彼の指に嵌はめたリングが光る様に。

　比ひ喩ゆではなく、本当にぼんやりと光っていた。

「あー、俺だ。寝てたか？　そうか、悪いな」

「え……？」

　突然、ユーゴが空に向かって話し始めたことで思わず声が出てしまう。

「ちょっとした魔術の一つで、念話ってやつだ。悪いけど少し静かにしててくれ──っと、続きをいいぜ。……ああ……わかってる……予定変更だ……理由？　《狂売会オークシヨン》のときに変な奴やつに会ったって話しただろ……そう、《超えし者イクシード》の……」

　変な奴と言われた。

「それで、そいつに魔術を教えることになってな……」

（あれ？　俺に魔術を教えるのって、《聖庁ホーリー》には秘密じゃ……？）

　もしかしたらエージェントならいいのかもしれない。

「ぐっ、教えるって勝手に決めたのは軽率だったと俺も思──だからバカって言うなよ!?」

　エージェントでもダメだったようだ。

「うっ……それは……わ、わかってるって……いや、まあバカだと思うけど信頼は出来るから、この件は他ほかの連中には秘密ってことで一つ……」

　渋い顔をしつつ喋しやべるユーゴに、何気に酷ひどい発言をされたように思うのは気のせいか。

　ともかく、やはり自爆したことは間違いないようだ。

「待たせたな」

　やがて念話を終えたユーゴの顔には、あからさまに疲労が浮かんでいた。

「あのさ、ユーゴ。俺に魔術を教えるって話してよかったのか？」

「……今、その件で絞られたところだ」

　げっそりとした顔で答えるユーゴに、思わず俺は吹き出すのだった。

「笑うなコノヤロウ──って言いたいところだが、まあいいさ。どうせ訓練を始める前に言わなきゃならねぇことを聞かされたら、そんな顔は出来なくなるからな」

「どういう意味だ？」

　嫌な予感がし、意味を尋ねる。

「九ここの重え透とお流る、お前には──」

　ユーゴは俺を指し、きっぱりと告げた。

「才能が無い」





　　　　　　◇






「前に子供は寝る時間だって言った憶えがあるんだがな」

「そう仰おつしやるのでしたら、このような時間に訪ねてこないで頂ければと」

　夜半に理事長室へ姿を見せた男に対し、黒衣の少女はすげなく返す。

「三日間タダメシ食わせて貰もらったことだし、挨あい拶さつくらいはしておこうかと思ってな」

「あら、行かれますの？」

「引く手数多あまたの人気者なんでな」

「深刻なものですわね、人手不足というのは」

　朔さく夜やからの返しに、男──ユーゴは「まったくだ」と口角を上げて皮肉めいた笑みを浮かべて所属組織の現状を認めた。

「発たつ前にお聞きしますけれど──九重透流について、貴方あなたの見立てはどのようなものとですの？」

「面白ェやつだな。《咎門フアントム》が目を掛けたってだけのことはある。だからこそ、あんたも気に掛けてるんだろ、《魔女デアボリカ》。その上、《異能イレギユラー》ともなれば──」

「……私はそういったお話をしているのではありませんの」

　僅わずかに苛いら立だった声色に、ユーゴは肩を竦すくめる。

「本人には最初に言ったが、そもそもの才能が無い。ド底辺レベルだ」

「……先の《狂売会オークシヨン》において、貴方からお借りした魔術を行使したと伺っていますけれど？」

「他人から借り受けた魔術は、解放リベールって術を行使することで扱うことが出来る。そいつは消費する霊マ輝ナの量がかなり少ないから、最低限のレベルに達していれば何とかなるってわけだ。……で、《異能イレギユラー》は付加要素のおかげで、そのレベルに達してたってことさ」

　ユーゴの説明に、朔夜は納得を示す。

「モノに出来そうかどうかって話については、本人次第としか言い様がないな。霊マ輝ナを高める基礎訓練を教えはした──が、課題をクリアするには一ヶ月くらい掛かるだろうな」

「案外と短期間で習得出来ますのね」

「《聖庁ホーリー》が集めた騎士候補生なら、遅くとも一週間でクリアする課題だがな。それに課題をクリアと言ってもあくまで前段階の話で、そこから習得、次は練度を高めて──で、一つめの術を実戦で使えるレベルに仕上げるとなれば、数ヶ月は見とかねぇとだな」

　とは言うものの、やはりその辺りも本人次第だろうとユーゴは考える。

　実戦からは遠い位置で学ぶ騎士候補生とは違い、透とお流るの持つ強固な意志は才能の差をある程度は埋められるだろうと。

（……ま、それでも術を覚えて実戦レベルまで仕上げるのにどれくらい掛かるのやら）

　ここでユーゴは透流に対しての考えを一いつ旦たん置くことにし、朔さく夜やへと疑問をぶつけることにした。

「なあ、《魔女デアボリカ》。手ほどきをしておいて今さらだが、本当にいいのか？」

「と言いますと？」

「《七芒夜会レイン・カンフアレンス》で《装鋼の技師エクイプメント・スミス》の誘いを蹴けったくせに、一人だけとはいえ《超えし者イクシード》に魔術を教えてもいいのかってことさ」

　そのようなことですか、と朔夜は僅わずかに首を振る。

「あの方の目的は、お祖父さまの創つくり出だした《力》を奪った上で、己の望む結果へ至ろうとしていましたわ。けれど──貴方あなたはご老人と違いますわ、《煌闇の災核ダークレイ・デイザスター》」

　ユーゴの《曜業セフアーネーム》を口にし、朔夜は告げる。

「貴方は──《絶対双刃アブソリユート・デユオ》に興味がない。他ほかの何者よりも至る可能性を秘めているというのに」






■第六章『リードしてあげる』









　師走という言葉のとおり、聖夜の後は瞬く間に日が過ぎた。

　それは年が明けても変わらず、一月も既に半ばを過ぎようとしていた。

　寒さが日ひ毎ごとに厳しくなりつつある中、皐さ月つき市の変化についてトラから話を聞く。

　エレフセリアが全焼したことでベラドンナは溜たまり場を失い、一ヶ所に集まることが無くなったため、実質的にグループとして瓦が解かいしたようなものらしい。

　美み咲さきも含め、病院に運ばれたり警察に保護されたやつの幾人かは薬物検査に引っ掛かり、現在は専門の施設に移されて治療中だと聞いた。

　リーダー格のリョウは、行方不明のままだ。

《禍稟檎アツプル》の供給が無くなって数が減り、高騰しているという情報もあるので、やはりリョウが首謀者で間違いなかったのだろう。

　そして──

　音おと羽はに似た、あの淡い桜色の髪を持つ少女についての情報は、いまだ得られていない。










　日曜の午後、学園敷地の北西区画にて──

「ひゃあっ!?」

　俺が放った轟音と強い輝きとほぼ同時、悲鳴があがった。

「こんなところでどうしたんだ、みやび……？」

　呆あつ気けに取られたまま尻しりもちをついた姿のみやびに、俺は尋ねる。

「と、透とお流るくんは今日もこの辺りだってユリエちゃんに聞いて来たら、電気みたいな何かがいきなりバチッて弾はじけたからびっくりして……」

　俺の差し出した手をみやびがぎゅっと握り返してくる。

　転んだ拍子に何かが捲めくれ上がり、ライトグリーンなあれが見えたが、みやびが気付いていないようなので俺も何も言わずに助け起こす。

「悪いな、驚かせちまったか」

「ううん、気にしないで。それより、今のってもしかして──」

「ああ。ユーゴから教わった魔法だ」

　数日前、俺はユーゴから与えられた課題をクリアした。

　その旨を理事長経由でユーゴのエージェントに伝えたところ、昨日の昼過ぎに何の連絡も無しでユーゴが姿を見せた。

　わざわざ俺のために忙しい合間を縫って、魔法を行使するために不可欠となる術式を授けに来てくれたのだ。

　教わった術式を組み、精霊との契約を一つだけ成功させた俺は、そうして魔術を行使できるようになった。

　ちなみにユーゴは、次の任務があるからと言って夜には日本を発たっている。

「まあ使えるようになったばかりだから、発動までに時間が掛かりすぎて、実戦じゃまだまだ使い物にならないんだけどな」

「そうなんだ……」

　目を丸くし、俺の話にみやびは聞き入る。

　みやびは、《禍稟檎アツプル》の捜査に参加しているメンバー以外で、唯一魔法について知る人物だ。

　橘たちばなが《狂売会オークシヨン》での一件を話していたこともあり、ユーゴにはこれ以上広めないとしっかり約束をした上で、俺が魔術の訓練を始めた件も伝えたのだ。

「それにしてもびっくりしたぁ……」

「ゴメンな、驚かすつもりは無かったんだ。誰だれも居ないと思っててさ」

　北西区画には学園の施設が何一つ無く、林となっている。

　そのため誰かが訪れることはほとんどないので、ここで魔術の訓練を行っていたのだ。

「ううん。そうじゃなくて──透とお流るくんが魔法使いになったってことがだよ」

「あ……。ははっ、まだ見習いもいいとこなんだけどな」

（魔法使いじゃなくて魔術士なんだけど──まあいいか）

　大雑把に言うと、魔法とは精霊の力を行使する二つの術式──魔術と法術に分けられる。

　魔術は闘うことを、法術は護まもることを目的として、それぞれ生み出されたとのことだ。

　そして二つの術式を高いレベルで身につけた者のみが魔法使い──魔法術士と呼ばれ、それ以外は学んでいる術により、魔術士か法術士のどちらかに分類されると教わった。

　だから現時点で魔術のみを学ぶ俺は、魔術士（見習い）ということになる。

『お前には才能が無い。……正確に言えば、最低ランクってことだけどな。通常、魔法は精霊と契約さえすれば、誰でも行使できるものだが、お前はその契約に必要な霊マ輝ナが足りていない。……ついでに言えば潜在的な霊マ輝ナも低すぎる』

　一ヶ月前、ユーゴに告げられた言葉が脳裏に浮かぶ。

　かつては王おう城ぎさんに武術の才が無いと言われ、今度はユーゴに魔法の才が無いと言われ、我ながら散々な話だと思う。

　だがそれで足を止めるつもりなど更々無い。

　だから出来ることを──基礎訓練を積み重ねることで、初級の魔術を扱える程度の霊マ輝ナまでなんとか高めることが出来た。

　才能が無いと断じられた俺ではあるが、それでも常人に比べれば多少はマシらしい。

　その最たる理由が、かつて《狂売会オークシヨン》でユーゴと出会った際に指摘された俺の名が持つ《力》によるものだ。

　ユリエから聞いた北欧神話の雷神と同じ名を与えられた俺には、ぎりぎり最低限の霊マ輝ナが備わっているとのことだった。

　常人ではどれほど訓練しようと潜在値が低すぎて、初級の魔法を扱う霊マ輝ナにまで高めることすら不可能という話だから、それを考えれば最低ランクと言われようが十分だ。

「……ところでみやび。何か用があるんだよな？」

　寮に戻るのを待たずにここへ足を運んだということは、何かしらの用件があるのだろう。

「あ、えっと──た、大した用件じゃないんだけどね。あのね、これ、作ったからどうかなって……」

　両手を前に突きだし、何かを俺に差し出すようなポーズを取るみやび。

「どれ……？」

「……あれ？」

　そう、ポーズだけで、みやびの手には何も無かった。

「あ、あれ？　あれっ？　──あっ！」

　慌てた様子できょろきょろと周囲を見回し、みやびの視線が一点で止まる。

「はう……」

　先刻、尻しりもちをついた辺りで転がるバスケットに、がっくりと肩を落とす。

「わ、悪い。俺が驚かせたから──」

「ううん、透とお流るくんは訓練してただけだから気にしないで」

　とは言われたものの、やはり申し訳無く思う。

「えーっと……差し入れ、だよな？」

　これまでにも何度か、みやびから弁当やお菓子といった手作りのものを差し入れて貰もらったことがある。

　今回もそうかと思って訊きくと、「そのつもりだったんだけど」と過去形の返事が。

「だったら休憩して頂くとするかな。向こうに日当たりのいい場所があるから行こうぜ」

　せっかくの気持ちを、俺のせいで過去形にするのは申し訳無い──とバスケットを拾ったところでみやびが慌てる。

「ま、待って、透流くん。それ、落としちゃったから──」

「バスケットを、だろ。中身はこぼれてなかったし問題無いって」

「だ、だけど──」

　困惑するみやびに、いいからいいからと俺は先を歩き出した。

　やがて時計塔まで通じる水路脇わきに到着すると、そこで腰を下ろす。

「うう、やっぱり……」

　バスケットを開くと、中身のパストラミサンドとチーズキュウリサンドは少し形が崩れていた。

　みやびが見た目を気にするも、俺は美お味いしそうだと言って一つ手に取りかぶりつく。

「うん、美う味まい。さすがみやびだな」

「た、ただのサンドイッチだよ、透とお流るくん……」

　みやびは苦笑しながら言うも、その表情はどこか嬉うれしそうにも見える。

　サンドイッチはさほど多くなかったと言うこともあり、雑談を交えながらも十分と経たたずにすべて腹の中へ。

　適度に腹がふくれた俺は、食べ終わると空を見上げるようにして寝転がった。

「ごちそうさま、みやび。はぁ……生き返った……」

「くすっ、お粗末様でした。崩れちゃったのを食べてくれてありがとう、透流くん」

「見た目なんて問題無いさ。気持ちが籠こもってるってことの方が重要だからな──って、原因を作った俺が言うことじゃないか」

「見た目なんて問題無くて……気持ちが……」

「みやび？」

　ぼけっとして何やら呟つぶやくみやびに呼び掛けると、慌てて我に返る。

「──っ!!　う、ううんっ、なんでもない、なんでもないから……！　そ、それよりも、なんだか随分疲れてるみたいだね？」

「少し、な。魔術の訓練ってすげー集中力使うからさ。体を動かす方が俺には性に合ってるって思う」

　頭を使うのは苦手だと苦笑すると、わたしもだよとみやびが笑う。

　初めて会った頃ころは、勉強も運動も苦手だと力無く口にしていた彼女だが、毎日のように走り続けた結果、今ではクラス内でも指折りの体力の持ち主だ。

　体力強化訓練マラソンが始まるときは、自己ベストを更新しようと活いき活きとした表情さえ見せている。

　技術的なものに関してもゆっくりとだが着実に成長しており、何事にも一生懸命に取り組むみやびの姿はとても眩まぶしいと思える。

「あ……。このまましばらく休憩するの、透流くん？」

　せっかくだから十分くらい休憩し、訓練再開はその後にするつもりだと答えると──

「そ、それだったら──」

「──？」

　きょろきょろと周囲を窺うかがうみやびはなんだか挙動不審だ。

「こ、この前の約束、いいかな？」

　恥ずかしそうに頬ほおを赤らめながら、そっと膝ひざを指すみやびの様に、俺は挙動不審の意味を理解した。

「……ど、どうかな？」

　以前はとんでもないことになった膝ひざ枕まくらだが、改めてやり直しとなった今回、早速感想を求められる。

「えっと……や、柔らかいな」

「そ、そうじゃなくて、高さの話なんだけど……」

「あっ……。だ、大丈夫。ちょうどいいぜ」

「そっか、それならよかった」

　嬉うれしそうな声が、山の向こうから聞こえてくる。

　そう、山の向こう（比ひ喩ゆ表現）から。

　真上に顔を向けていると、みやびの胸が大きすぎるために顔が遮られて見えないのだ。

（メロン──いや、空に浮かんでるように見えるから木星か？　しかしこうして改めて見ると、すごい以外の言葉が出て来ないな。……出したらまずいけど）

　いろいろ変な思考をしてしまいそうなので、そうならないうちに目を瞑つぶる。

　今日はほぼ無風で、ぽかぽかとした陽光のおかげもあって、最近の中ではかなり暖かい。

「透とお流るくん。訓練は順調に進んでるの？」

「ああ。いいペースで進んでるってユーゴに言われたよ」

　魔法術を習う前の基礎段階──霊マ輝ナの流れを感じ取るまでは、そこそこ速いペースで進んでいると褒められさえした。

《狂売会オークシヨン》の際に《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》を使用したことで、霊マ輝ナを知覚しやすくなっているのかもしれないとユーゴは言っていた。

　後遺症が残る可能性があるから、通常では絶対に行わないし許されていない方法だが、今回の場合においては功を奏したなと笑って加えていたが、はっきり言って酷ひどい話だ。

　もっともあの《力》が無かったなら、《狂売会オークシヨン》での闘いが最悪の結果を迎えていた可能性が高いと思うと、文句も言えなくなってしまうのだが。

「そっか、順調ならよかったね。じゃあ体調の方は？　ここのところ睡眠時間を削ってるみたいだけど、無理はしてない？」

「ちょっと睡眠不足になってるのは否定しないけど、キツイってほどじゃないかな」

「本当に？　ここのところ月つき見み先生に怒られることが多いし、無理はしないでね？」

　授業中に寝不足を補っていることを指摘され、俺は苦笑で返すしかない。

　本当のところは魔術の訓練を始めてからというもの、少しどころかかなりの睡眠時間を削っている。

《黎明の星紋ルキフル》で体力や回復力が超過されているおかげでまだ何とかなっているが、それでもここ最近は体が重くなってきていて、どうしても授業中に居眠りをしがちだ。

「心配してくれてありがとな。自分の限界はわかってるつもりだけど、注意する」

「う、うん……。本当に気をつけてね」

　念を押して言うみやびの声は、少々沈んでいるように聞こえた。

「あ、あのね、透とお流るくん。せっかくだから、いま少しだけ眠ったらどうかな？　ちょっとお昼寝をするだけでもいろいろと効率が上がるって話だし、今ならわたしが起こしてあげられるし……」

「えーっと……」

　みやびの気遣いは嬉うれしい──が、先日の出来事が脳裏をちらつく。

「あっ。だ、大丈夫だよ。透流くんがまた寝ぼけてえっちなことをし始めたら、今度は我慢しないで、えーっと……ぽかぽか叩たたいて起こすからっ。だから安心して、ねっ」

　俺の生返事の理由にみやびは思い当たったようで、慌てて言葉を付け足す。

「それなら……」

　そこまで言われて尚なお断るという理由も無いので、お言葉に甘えさせて貰もらうことにする。

　やがて俺がうとうとし始めた頃ころ、山の向こうからみやびのあくびが聞こえてきた。

「ふわぁ……」

　こっくりこっくりと船を漕こぐ様が、振動から伝わってくる。

（これだけいい天気だから、眠くなるのも当然だよな……）

　ぼんやりとした意識の中、苦笑する。

　おそらく顔にはほとんど出ていなかっただろうが──

　笑っていられたのも、ここまでだった。

　もにゅん。

「っっ!?」

　突然、顔に──それもものすごく柔らかく、重い何かが押し付けられた。

　いきなり顔を覆われ、息苦しさから意識が一気に覚かく醒せいする。

（なんっ……だ、これっ……って、もしかして…………1♀π────っ!?）

　瞬間、パニックに陥りかけるも、すぐに押し付けられた何かの正体に思い至る。

（すごっ、そりゃ肩が凝るってのもわかるよな──って、そんなこと考えてる場合か!!）

　突如現れた難解な問題──居眠りをして、上体を前まえ屈かがみにしたみやび。

　柔らかな太ももが土台となり、上からはもっと柔らかい両胸が俺の顔をプレス。

　しかもうとうとしてるためか微妙に体が上下し、俺の顔を土台にして弾む豊か過ぎな膨らみが、むにょんむにょんと形を変える。

　これまで経験のない圧倒的な弾力に、俺の心臓は百メートルを全力で走ったときなんて比較にならないレベルで鼓動を打ち鳴らしていた。

（どうするどうすればどうするとき────っ!?）

　パニック気味の脳がフル回転。

　手っ取り早いのは騒いでみやびを起こすことだが、それでは目を覚まして状況を理解したとき大変恥ずかしい思いをさせてしまうだろう。

　となれば、俺がすべきことは真逆の行為──騒がず、みやびからの圧力が減ったところで横に転がるなりして逃げるのがベストだと答えを出す。

　一分……二分……三分──と過ぎた頃ころ、圧力が変わる。

　悪い方向へ。

　みやびは自身の腕を枕まくらにし、俺の体の上で完全に熟睡を始めてしまったのだ。

　おかげで口元まで完全に埋まってしまい、俺はここから無呼吸となってしまう。

　天国と地獄──

　そんな言葉が脳裏をよぎる中で、自分自身を励ます俺。

（がんばれ俺！　まだ行けるぞ俺！　己の限界を超えるんだ俺────っ!!）

　しかしながら、本来ならまだ無呼吸を続けていられる時間であるも、状況が状況だけに心拍数は上がりまくりで──

（もう無理だ────っ!!）

　限界突破。

「ん────っ!!　んん────っ!!」

　ばたばたと手足を動かし、新鮮な空気を求める。

　もちろんその行動は、振動となってみやびの意識を揺さぶり──

「ん、う……」

　小さな呻きとともに、顔に押し付けられた重みが僅わずかに減った。

　とにかく酸素が欲しい──それだけがすべてとなった今の俺に、転がって脱出しようという最初の思考を実行に移す余裕は無い。

「ぶはぁっ！　ひゅぉおおおおおおっっ!!」

　息を吐き、そして酸素を思い切り体内に取り入れるために大きく吸う。

　ずぼっ。

「もがっ？」

　思い切り吸った直後、何かが口を覆う。

「ふわ……？　え……？」

「もむ？　もむもにゅ？」

「ひうんっ!?」

　みやびの可愛かわいい悲鳴がした瞬間、圧力がすべて消え去る。

「ふはぁっ……！　はぁっ、はぁっ、はぁっ……！　は……ふはぁあああ……」

　何度も何度も新鮮な空気を肺に送り込み、しばらくしてようやく落ち着きを取り戻してきた。

「最後の……何だったんだ……。急に口の中に入ってきて……妙に柔らかかったけど……」

　体を起こした俺は、酸素不足の影響のためにまだくらくらする頭という状態で、疑問をそのまま呟つぶやき──

「え？」

「え？」

　背後からの反応に振り向く。

　そこではみやびが身をよじり、自身の大きな胸を両手でぎゅっと押おし潰つぶすかのように隠していた。

　その顔は耳まで真っ赤で──

「い、いま、透とお流るくん、わたしの、胸……口、に……」

　俺は、そしてみやびも、先刻に俺が何を口に含んだのかを理解した。

「ぴゃぁあああ──っっ!!　ととと透流くんのえっち────っ!!」

「うわぁああああああっっ!?　ま、待ってくれ、話を聞いてくれ、みやび────っ!!」

　みやびはまるで《絆双刃デユオ》の橘たちばなが乗り移ったかのように、ダッシュで逃げていった。

　結局、慌てて追いかけて状況を説明し、理解はして貰もらえたものの──

　さすがに気まずく、この日はその後、互いに言葉を交わすことはなかったのだった。










　数日が過ぎ、体力強化訓練の最中──

　俺と並んでトップを走るリーリスが話し掛けてきた。

「透流。たまには休みを取りなさい。今、あきらかにオーバーワークになってるって自分でもわかってるでしょ」

　彼女の言うとおり、先日みやびに問われたときよりも体調は悪化している。

　原因は間違いなく、黄金の少女に言われたことそのものだ。

　強くなるための訓練の時間を出来る限り削らず、その上で睡眠を削って魔術の訓練に充てている。

　この一ヶ月近く、起きている時間の大半はどちらかに費やした。

　二年前に王おう城ぎさんからオーバーワークについて呆あきれられたというのに、それでも続ける理由は──

「次に《獣魔ヴイルゾア》と闘うことになる前に、モノにしておきたいんだ」

　魔術は習得したものの、一日でも早く実戦に組み込めるまでの練度に達しなければならない。

　発動までは勿もち論ろん、威力を高めるためにはさらなる時間を要する。

　練度を高めれば、その時間を少しでも短縮出来るのだ。

　今は蟻アントの《獣魔ヴイルゾア》──リョウの行方が掴つかめないとはいえ、いつ闘いの火ぶたが切られるかはわからないのだから。

「はぁ……。そんな怖い顔して言ったって、あたしを説得出来るなんて思わないでよね」

「べ、別にそういうつもりじゃ……」

　焦りが表情に出てしまったようで、申し訳無く思っていると──

「ま、透とお流るは頑固なところがあるから、口で言ったって聞くとは思わないから──」

「え？」

　校門前に差し掛かった瞬間、リーリスは俺の手を取る。

「無理矢理にでも、サボらせるんだからっ」

　本来ならあと二周走らなければいけないのに、ぐいっと引っ張られて校門を潜ることに。

「ちょ、わっ、リーリス!?」

「待てやぁ、《異能イレギユラー》にお嬢様よぉ！　テメーら揃そろってどこ行くつもりだぁっ!?」

　そんな俺たちを黙って見逃すはずもなく、黒うさモードの月つき見みが口汚く叫ぶ。

「もっちろん、サボりに決まってるじゃない♪　だから特別に見逃しなさい」

「ぐぎぎ……！」

「お、お嬢様────っ!!」

　リーリスの一言にぎりぎりと歯は噛がみする担任と、その傍らでタオルを用意していた執事の姿が遠ざかっていく。

　そんなこんなで連れて行かれた先は──校内の一角にある屋内プールだった。

「なんでプールなんだ……」

　プールサイドに立ち、俺は大きなため息を漏らす。

　もちろん水着に着替えてだ。

「どうせ部屋で寝なさいって言っても、気持ちが休まらないでしょ？」

　誰だれも居ない屋内プールに、黄金の少女の声が響く。

　振り返ると、彼女もまた着替えてきていたのだが──

「なんでスクール水着じゃないんだ……」

　学園指定のものではなく、赤く派手な水着を纏まとった姿に思わず呆あきれてしまう。

「……あら、透流ってばもしかしてスクール水着フェチなわけ？　それならそうと言ってくれれば──」

「ち・が・うっ！　なんで個人用の水着なんだって聞いてるんだっての！」

「こんなこともあろうかと用意しておいたのよ」

「どんなことを常つね日ひ頃ごろから想定しているんだよ!?」

　俺のツッコミに、くすくすと笑いながらリーリスはようやくまともに答えを返す。

「ま、週末はここで過ごすことが多いし、いつでも入れるようにってことで、ね」

　週末──特に日曜の日中に、不思議とリーリスの姿を見ないことが多い理由はそういうことだったのか、と納得する。

　自由奔放で気分屋という猫のような性格だと知っているからこそ、姿を見せなくても気に留めていなかったのだが、まさかこんなときに新たな一面を知ることになるとは思いもしなかった。

　ちなみに日曜を共に過ごさないと言えばトラもなのだが、あいつは静かに本を読む時間を取りたいとのことらしい。

「泳ぐんじゃなくて、ただ水に浮いてるだけで随分とリラックス出来るのよ。気持ちはもちろん、体もね」

「……もしかして、俺にもそれをしろと？」

「もしかしなくてもよ。気持ちが落ち着くことで、集中力も増す──これも訓練の一環と思って、大人しく付き合いなさい」

　パチリとウインクをするリーリスに、俺は苦笑を浮かべつつも承諾の旨を伝える。

「さぁ、それじゃあ入りましょ。……あ、そうそう──」

「ん？」

「……本当にスクール水着フェチじゃないのよね？」

「違うから」

　俺の答えにくすくす笑うと、リーリスは温水が張られたプールへ水柱を上げて飛び込む。

　俺たち以外に誰だれもいないこともあり、音は普段よりも派手に聞こえた。

「あ、透とお流るはリラックスが目的なんだから、飛び込むのは禁止よ」

　続けて俺も勢いよく飛び込もうとしたところで、水面に顔を出した黄金の少女に止められてしまう。

「飛び込みくらい許してくれよ……」

「そうねぇ……。だったら、あたしに向かって飛び込むって条件ならいいわ」

「やめとく」

「なんでそこで即答なのよっ」

　ろくでもない結果が待っている予感しかしないからだ。

　答えることなく、俺は前へ向かってぴょんとジャンプし──

　ドボンッという音を立て、温ぬるい水の中へ。

「ぷはぁっ」

　底を軽く蹴けって水面に顔を出し、顔を拭ぬぐった直後のこと──

　びしゃあっ！　顔に思いっきり水が掛けられた。

「な、何するんだよ、リーリス!?」

「透とお流るのハートを撃ち抜いたのよ♪」

　手で作った水鉄砲を構えたまま、笑顔で返される。

「どう見ても頭部狙撃ヘツドシヨツトだっただろっ」

「細かいことは気にしないの。どうしても納得出来ないなら──」

　言いながらゆっくりと近づいて来ると、リーリスは俺の手を取って鉄砲の形にし──

「お返しに、撃ち抜いてみる？」

　俺の指先である銃口を、自身の胸の膨らみに当てた。

「リリリ、リーリスぅっ!?　……とわぁっ!?」

　鎖骨にかなり近い位置とはいえ柔らかいし、何より胸であることに変わりない。

　慌てて強く手を振り上げるようにして、指先を逃れさせる。

　その手に触れていたリーリスまで引き寄せてしまったのは、想定外の結果だが。

　飛び込んで来たリーリスの勢いに押され、足が滑り──

　ごぼぼぼぼ……と、俺たちは揃そろって水の中へ。

　水泡が水面に──天井に張り巡らされたガラスの先に広がる青い空へと上がっていく。

　そんな青い空を、リーリスが遮る。













　微笑ほほえみを浮かべ、空よりも深い蒼玉の瞳サフアイアブルーを俺に向けて。

　黄金色の髪イエロートパーズが空の青に広がる様は美しく、まるで絵画作品を思わせた。

　俺はしばしその光景に見み惚とれて──

「ぶはぁっ……！　はぁっ、はぁっ……！」

　やがて酸素を求め、水中から脱した。

「ふふっ、透とお流るってば反応が可愛かわいいんだから♪」

　僅わずかに遅れて顔を出した黄金の少女が、嬉うれしくない感想付きでくすくすと笑う。

「む、む、胸に、指なんてっ、動揺して当然だろっ！」

「今のはセーフラインなんだから、そんなに動揺することないじゃない」

「どういう基準でセーフなんだよ!?」

「……知りたいなら、教えてあげるわよ？」

　寸前までの明るい笑みを、妙に艶あでやかな笑みに変え、リーリスは俺の手を再び取る。

「いいっ！　いいから!!」

　今度は振り払うようにして手を引き、背を向ける。

（まったく、リーリスのやつ……）

　俺の反応を楽しんでいるのはわかるが、それも程々にして欲しいものだ。

「まったくもう、透流ってば初う心ぶなんだから……。今のくらいで動揺してたら、本番が心配だわ」

「何の話だよっ!?」

「……知りたいなら、教え──」

「ループさせるなっ！」

　即座のツッコミにリーリスは笑い、俺はがっくりとうなだれた。

「リラックスって話はどこに行ったんだ……」

「体から力が抜けたでしょ？」

　脱力したのは確かだが、何かが違う。

「さて、と。そろそろ本番にしましょ」

「本番!?」

「透流が想像してるえっちなことじゃないわよ。水に浮いてゆったりとしようって話」

「あ……」

　直前のやり取りがあったとは言え、恥ずかしい勘違いに顔が赤くなる。

「……って、もしかしてわざと言わなかったか、今の？」

「さあ、どうかしら？」

　悪戯いたずらそうに笑いつつ俺の両肩に軽く触れると、回れ右をしろと指先で伝えてくる。

「力を抜いて、透流。あたしがリードしてあげる」

　普段よりも優しい口調でリーリスは言うと、俺の脇わきを抱えるようにし、すっと後ろへ向かって動き出す。

　ゆらりと足の裏が底から離れ、漂うように引っ張られる。

「そんなに硬くならなくていいわよ。もっと力を抜いて」

　言うとおりに力を抜いて身を任せる。

　漂うような感覚は慣れないが、どこか心地いい。

「うん、いい感じね。このままあたしに任せて頂ちよう戴だい」

「わかった」

　それからしばらくの間、俺はプールを漂う。

　静かな屋内で聞こえるのは、水の跳ねる音と楽しそうなリーリスの鼻歌という二つだけ。

　それらをＢＧＭにぼんやりと空を見上げていると、この一ヶ月で張り詰めていた心と体がゆっくりとほぐれていく。

「……焦る気持ちはわかるけど、それでも自分の心をコントロールしなさい。焦ればその分、道に迷うこともあるんだから」

「リーリス……」

「それに、周りに心配を掛けるのは透とお流るの本意じゃないでしょ。あたしは当然、みやびや巴ともえ──あの子も、みんな心配しているわよ。貴方あなた自身は誤魔化せてるつもりでもね」

「あ……」

　数日前の、みやびの沈んだ声を思い出す。

　俺が体調を誤魔化したことに、みやびは気付いていたのだと今さらながらに知る。

　だからこそ、少しでも体を休めるようにと昼寝を勧めてきたのだろう。

「ごめん……」

「謝るくらいなら、今後は注意しなさい」

　くすりと笑って言うリーリスは、なんだか普段とは印象が違って見えた。

「ところでオーバーワークの原因だけど、今はどんな感じになってるわけ？」

「モノにしたら大きな《力》になりそうだ」

「ふふっ、じゃあそのときが来るのを期待しているわ」

　才能が無い分、地道に練度を高めていくしか俺には方法が無い。

　本心を言えば、《狂売会オークシヨン》では借り物だった《力》を──《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》を習得したくあったのだが、それは非常に難しいと言われてしまった。

　使用者の《魂》と結び付いた雷によって、限界を超えて己の体を突き動かすというあの《力》は、手にした武器にも影響を与え、触れるだけでも相手にダメージを与えるという恐るべきものだ。

　けれども、俺が求めるその《力》には、莫ばく大だいな霊マ輝ナを消費するという如何いかんともし難い欠点がある。

　そのため今の俺が使ったとしても、コンマ一秒も持たないだろうなとはユーゴの談だ。

　──と、ここまでのことを話したところで、リーリスは悪戯いたずらそうな笑みを浮かべて次のように言った。

「さしずめ、《〇・一秒ノ雷命ワンポイントリミツト》ってところね」

「名付けられても、使う機会なんて無いって……」

　コンマ一秒しか効果が無いのに、そのあと十日近くも動けなくなるんじゃ話にならない。

「一応、ユーゴが術式を教えてはくれたんだけど、まず間違いなく他ほかの術の契約を優先するだろうな……」

　魔法術は七つの術までしか精霊と契約が出来ないという制限があるためだ。

　これは使い手のレベルに拘かかわらず、見習いの俺だろうと《聖騎士》のユーゴだろうと同じ条件となる。

「ふぅん……。魔法が使えるって言っても、いろいろ制限があるのね」

　一つめの術すら使いこなせてない以上、そういった制限について考えるのはまだまだ先の話なんだろうけども。

「さてと……そろそろ戻ろうぜ。もう放課後になるしさ」

　時計を見れば既に授業は終わっている時間で、更衣室の方からは放課後の訓練に来たらしい生徒の話をする声が聞こえてくる。

　リーリスが同意し、俺たちはプールからあがった。

「……ねえ、透とお流る。少しはリラックスできたかしら？」

「ああ、十分な。……だけど、もし今後同じことがあったら、またこうやって強制的に連れ出して、プールに叩たたき込んでくれると助かる」

「くすっ、それくらいならお安い御用よ」

　俺は久しぶりに気持ちを和らげてくれた彼女の気遣いに、大きな感謝をする。

「俺ばっかり休ませて貰もらって申し訳無い気もするけど、助かった。それと──楽しかった。ありがとな、リーリス」

　礼を言いつつ、黄金の少女の頭をぽんと軽く叩く。

「──っ！」

　一瞬、蒼玉の瞳サフアイアブルーを大きく見開いたかと思うと、リーリスは俺に背を向ける。

「まったくもう──忘れてたわ」

「忘れてたって、何をだ？」

　リーリスは指で銃を形作り、俺に向けて撃つ仕草をしながら言った。

「あたしの未来の旦だん那な様は、恋の魔法の使い手だってことを、よ」










　あと五日程で一月も終わる──

　そんな日の夜だった。

「名前を考えました」

　夕食中、ユリエが意味不明なことを言い出した。

「名前って……？」

「もちろん、トールの新たな技の名前です」

　得意気な表情──傍はた目めにはわからない──を浮かべ、銀色の少女が答える。

「既に名前があるんだけど……」

「ナイ。それは魔術の方です」

　首を左右に振るユリエから、チリンチリンと鈴の音が鳴る。

「ユーゴが言っていました。名には《力》がある、と……」

　ぐっと握った両手に視線を落とし、次いで顔を上げて俺を見る。

「ですので、強そうな名をたくさんたくさん考えました」

「えーっと……あ、ありがとな、ユリエ」

「ヤー♪」

　嬉うれしそうな表情を見せる──やっぱり傍目にはわからない──ユリエを見ながら、少しばかり困る。

　相変わらず、魔法は実戦で使えるような練度には至っていないからだ。

　とはいえ、せっかく考えてくれたユリエの気持ちを無下にするのも申し訳無いので、俺は話の続きを促すことにした。

「それで、どんな名を付けてくれたのか聞かせてくれるか」

　こくこくと頷うなずくと、ユリエは自信満々に名を口にした。

「「……………………」」

「……もう一度言ってくれないか？」

「ヤー」

　再び耳にした名に、俺は思う。

（舌噛みそう……）

「どうですか？」

　期待の眼まな差ざしが向けられ、俺はどう答えるべきか思案した挙げ句にカッコイイと返すと、ユリエはとても満足そう──もちろん傍目にはわからない──だった。




　食後、訓練を再開する前に小休憩を取ろうと部屋へ戻る途中、寮監に話し掛けられ、手紙を渡される。

　差出人は──美み咲さきだった。

　部屋に戻り、封を切る。

　始めは俺たちが元気かどうか、そしてエレフセリアの火災現場から救い出してくれてありがとうといった内容からだった。

　次に近況について──今は薬物依存症の更生施設にその身を置き、依存症から抜け出そうとしているとのことだ。

　その次に綴つづられていたのは──《禍稟檎アツプル》に手を出したことへの深い後悔だった。

　美咲は、俺たちと出会う以前からドラッグを服用していたらしい。

　友人からの軽い誘いから興味本位でドラッグに手を出したことで、自分で自分の未来を閉ざそうとしていたことへ──

　不仲であったはずの両親にそのことを知られ、涙を流して怒られたことへ──

　後先考えずに得た快楽の先に、自分のみならず大切な人までも傷つけていたことへの深い後悔が綴られていた。

　けれどそれほどの後悔を持ちながら、今でも時折起きる動どう悸きが激しくなって大量の汗をかくという依存症状に対し、ドラッグを求めてしまう自分が居ることへの恐怖も、また。

　救いは、最後の一文だ。

『元気になったら一緒にゲーセンで遊ぶっしょ☆美咲』

　それがいつになるかはわからないが、そのときはまた皐さ月つきへ行こう、と俺とユリエは話をする。

　手紙を読み終えた後、俺たちは美咲のこととは別に思うことがあった。

　俺たちのよく知る日常は、非合法な闇やみの世界と遠くかけ離れた位置にあるのではないと。

《狂売会オークシヨン》のときのような日常からかけ離れた世界じゃなくても、世界の悪意は常に手ぐすねを引いているのだと。

　だからこそ、《力》を手にした俺たちは抗あらがうべきだろう。

『弱いから、死んだだけだよ』

　あの日、榊さかきが口にした言葉が甦よみがえる。

（もう、そんなことはさせない。そんなことを許してたまるか……！）

　手の届く限り護まもりたい──

　誰だれかを、世界の悪意から。

　護れなかった大切な人のためにも。

「……………………」

　しばらく無言の刻ときが流れ──

「訓練、再開しようぜ」

「ヤー」

　俺たちは抗あらがうための、護まもるための《力》をより高めるために進もうと立つ。

　──と、そのとき、誰だれかのノックする音が響く。

　ドアを開けると、そこにはトラの姿があった。

「お疲れさん、トラ。中に入れよ」

　外出用の私服姿からするに、皐さ月つきから帰ってきたばかりなのだろう。

　体が冷えているだろうからと、温かいアップルティーを用意しようとするも首を横に振られてしまう。

「ここで構わん。理事長たちにも報告をしてきたところだが──」

「……何かあったのか？」

　寒さではない別の理由で強こわ張ばった表情に、俺は胸騒ぎを覚える。

　トラは頷うなずき、普段よりも低めのトーンで告げた。

「《禍稟檎アツプル》の件で動きがあった」





　　　　　　◇






《禍稟檎アツプル》──

　神話において、神によって食することを禁じられた果実の名を与えられたドラッグ。

　悪なる意を持つマルスの別名を与えられた禁忌の果実は口にした者を虜とりこにし、闇やみへ誘いざなう。

　視覚や聴覚、触覚といった五感への刺激を快感に変える効能を持ち、一度口にしたならば二度目の誘惑を拒むことは難しい。

　安価でありながらもその効果から瞬く間に愛好者を増やし、結構な数が皐月市内に出回ることとなった。

　けれどもクリスマスイブを境に供給者が姿を消したことでその数は減り続ける一方となり、一月の半ばに差し掛かった頃ころには高値で取引されていた。

　そのような状況下で、半ば瓦が解かいしていたベラドンナのメンバー数人に行方知れずとなっていた男──リョウから連絡があった。

『みんなに伝えてくれ。中止となったパーティーをもう一度開催する』

　リョウのメッセージを受け取った者たちは狂喜する。

　彼らは皆、警察の手を逃れた《禍稟檎アツプル》の常習者、もしくは売買に深く関かかわっていた者ばかりで──

　姿を消した禁忌の果実の甘い蜜みつを、再び味わうことが出来るのだと理解して。

　彼らは餓うえに耐え、狂おしく待ち──

　ついにその日を迎えた。

　日が沈めば、彼らが再び禁忌の果実を食する刻ときがやって来る。

　だが、彼らは──そして透とお流るたちもまだ、知らない。

　悪魔の数字を組織の名に冠する者たちは、快楽堕落のためだけにドラッグを生み出したのではないということを。

《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》が生み出す闇やみを。

「……今宵こよいの宴うたげにおいて、主賓のもてなしは盛大に願うよ」

《第一圜カイナ》──クロヴィスの言葉に、パーティーの主催者は妖あやしい笑みを返した。

　そして、宴の刻が来る。






■第七章『牙きばよ穿うがて──』









「気持ちはわかるけど焦らないの、透流」

　時刻が二十時を僅わずかに過ぎた頃ころ──

　無意識の内に固く握っていた拳こぶしにリーリスの手が触れ、ハッとする。

「気にしなくていいわ」

　感謝の意を伝えると、リーリスは僅かに口角を上げる。

　けれど、その視線は二百メートルほど先に在る巨大な倉庫へと向けられたままだ。

　五日前──トラが街で得てきた情報によれば二月初日の今夜、あの倉庫の中でベラドンナのパーティーが催されるとのことだった。

　主催はリョウとのことで、それによりパーティーの内容もある程度は予想がつく。

　意外だったのは、情報の出所が《沈黙の夜サイレス》だったということか。

　桜色の少女についてトラが皐さ月つきで情報を求めていた際、たまたま例の長髪男と出くわし、話を聞かされたそうだ。

　その後、学園に戻ったトラからの報告の結果、いまだリョウの行方を追っていた護陵衛士エトナルクともども俺たちは動くことになった。

　場所は皐さ月つき市繁華街──ではなく、中心部よりも北側にある貸倉庫だ。

　リョウの実家が経営する会社の所有物とのことで、調べればこれまでにも何度かベラドンナが大掛かりなパーティーを行った際に会場として使用された記録があるそうだ。

　リョウの行方を追う中でこの倉庫も捜査対象となったとの話だが、そのとき彼の姿は影も形も無かったと報告されている。

　それは今も同様で、パーティーの開始時刻となってもリョウは姿を見せていない。

　周囲に待機している三十人を超える護陵衛士エトナルクから、姿を見たという連絡すら無い。

　既に五十人を超える参加者が倉庫内へ入っていったというのに、主催者であるリョウはいつ現れるつもりなんだろうか。

（……本当に来るのか？　何かの罠わなって可能性もあるんじゃ……？）

　エレフセリアで僅わずかだが闘った際、《獣魔ヴイルゾア》は俺の顔を認識しただろう。

　常人では有り得ない《力》を持っているということも。

　となれば、《６６６ザ・ビースト》があえてリョウの名を使って情報を流したという可能性だって十分に考えられ──

「トール、あれを……！」

　俺の思考を遮るかのように、ユリエが指を差す。

　倉庫の前に止まった一台の車──その車種に見覚えがあるのは、クリスマスイブの際にリョウが降りてきたものと同じだからだろう。

　双眼鏡で降りてくる人影を確認すると、後ろ姿ではあるがリョウであろうことはわかり、別の場所で監視していた護陵衛士エトナルクからも顔を確認したという連絡が入る。

「あれは誰だれだ……？」

　疑問を浮かべたのは、リョウでも、リョウに寄り添う女の姿でもない。

　三人目──見慣れない黒スーツの男が、ケースを片手に二人の後をついて行く姿にだ。

「《狂売会オークシヨン》で警備をしてたのって、あんな格好の連中だったわよね。もしかしたら《獣ゾア》かもしれないし、注意しておいた方がいいと思うわ」

「ああ、どんな《力》を持ってるかわからないしな」

　これまでの経験上、《獣ゾア》の身体能力は《Ⅲレベル３》とほぼ同等と見ていい。

　それだけなら《Ⅳレベル４》の俺たちにとって苦もなく対処出来る相手だが、問題は特殊な能力を個々が備えていることだ。

《獣ゾア》との闘いでは、その点を踏まえておかないとならない。

「入ったぞ」

　背後に立つ園田隊長が、リョウが倉庫内へ入ると同時に呟つぶやく。

　その呟きに、隊長の傍らで控えていた護陵衛士エトナルクが手元の時計に視線を動かす。

　即座に動いてこちらの存在を気取られてしまわないよう、僅かに時間を置いてから倉庫の包囲を完成させ、その後に突入部隊が制圧するという手はずになっているためだ。

「時間だ。任務を開始する」

　俺たちの背後で園田隊長が無線で任務開始を宣言し、他ほかの場所から倉庫を監視していた護陵衛士エトナルクはもちろん、近隣の様々な場所で待機していたメンバーが包囲のために動き出す。

　エレフセリアの一件から《獣魔ヴイルゾア》が出てくることはほぼ確実と見て、突入部隊は《Ⅳレベル４》である俺、ユリエ、リーリス、サポート役に園田隊長と護陵衛士エトナルクを一人加えた五人となる。

　トラと橘たちばなは包囲部隊に配備され、別の場所で護陵衛士エトナルクと共に行動している。

　隊全体に任務開始の命が下されて三分──

　全員が予定どおりに配置に就き、包囲が完成する。

　これまで幾度か任務を共にしたが、隊全体の動きは特殊部隊仕込みというだけあって迅はやく正確で、相当な練度だ。

　個々の戦闘能力は《Ⅳレベル４》以上の《超えし者イクシード》に及ばないまでも、彼らのこうしたバックアップがあるからこそ俺たちは制圧に集中できるのだ。

「時間だ──突入するぞ！」

「はい！」

　合図と共に、俺たち突入部隊が動き出す。

　派手な音を響かせて二階の窓ガラスを破り、突入する。

　俺たちは二階の高さに設けられた通路に立ち、吹き抜け部分から一階を見下ろす。

　倉庫内はところどころに荷箱が積まれ、ドラム缶が置かれているが、それでもかなりの広さがある。

　騒々しい音楽が響く空間にはスモークがたかれ、様々な色のレーザーが飛び交っていた。

　だが、ここで俺たちは違和感を覚える。

（どういうことだ……？）

　五十人を超えるパーティーの参加者たちの様子がおかしい。

　彼らは言葉を発することなく無言で、それも無表情のまま俺たちを見上げていた。

　誰一人とて、俺たちの突入に驚きを見せることなくだ。

　その不気味さが、この場が異様であることを教えてくれる。

　──と、そのときだった。

「やあ、久しぶりだね。歓迎するよ」

　声の主は、一階最奥に設置された一際高さのあるステージ上に居た。

　リョウだ。

　両りよう脇わきには、スミレと黒スーツが控えている。

（あいつは──確か……）

　さっきは後ろ姿しか見えなかったが、顔を見て気づく。

　記憶違いじゃなければ、《狂売会オークシヨン》のときに闘った灰色熊グリズリーの《獣ゾア》で合っているはずだ。

　黒スーツの男から視線を移し、この場の支配者を改めて見る。

　リョウもまた俺たちの姿を確認すると、片手を真上へ上げた。

　その合図に騒々しい音楽がぴたりと止やみ、倉庫内は突如静寂と化した。

　手を下ろしたリョウは、以前と変わらないにこやかな笑みを浮かべたまま、俺に向かって話し掛けてくる。

「やあ、久しぶりだね。まさかキミたちが《超えし者イクシード》だとは思いもしなかったよ。よくこんな街の情報を掴つかんで潜り込んできたものだ」

「うちのトップは性悪だけどやり手でね。どんなルートからか知らないが、おたくら《６６６ザ・ビースト》の情報をいろいろ仕入れて来てくれるのさ」

　答えつつも、誤魔化しを一切口にしないところから、今夜のパーティーはやはり罠わなだったのだろうと思う。

「隊長、予定どおりお願いします」

　小声で園田隊長に告げると、僅わずかに頷うなずく様が視界の端に映る。

《Ⅲレベル３》の二人にとって、《獣魔ヴイルゾア》を相手にするのはかなりの危険を伴う。

　そのため、二人は一般人が闘いに巻き込まれないよう避難誘導をし、俺たちが気兼ねなく闘える状況を作り出すのが役目となっている。

　だが──

　入口を大きく開け放つために園田隊長たちが一階へと飛び降りた瞬間、リョウがスナップを打ち鳴らし、直後に俺たちの想定していなかった出来事が発生する。

　二人の周囲にいた幾人ものパーティーの参加者が、園田隊長たちに飛び掛かったのだ。

「なっ……!?」

　そのまま傾なだれ掛かられ、二人は床に押し倒されてしまう。

「ぐ、ううっ……なんだ、この力は……!?」

「隊長!?」

　人を超えた《力》を持つ護陵衛士エトナルクが、多数とはいえ常人に押さえこまれて表情を歪ゆがめるという異様な状況に、俺たちは動揺を隠せない。

「せっかく舞台を用意したんだ。野暮なことはしないでもらいたいね」

　身動きの取れなくなってしまった園田隊長たちの姿に、リョウはステージ上で笑った。

　リョウが手を横に大きく動かすと、パーティーの参加者が端に寄るように移動して中央にスペースを作った。

　あからさまな誘いではあるが、俺たち三人は作られた空間へと飛び降りる。

「……まさか参加者全員があんたの配下だとは思わなかったぜ、リョウ」

「ふふ、別にそういうわけでもないけれどね」

「トール。何か様子がおかしいです」

　背中を向け合い、三方を警戒する中でユリエが呟つぶやく。

　視界の端にリョウを映して警戒を解かずに、周囲の様子を窺うかがうと──

　参加者たちは皆、誰だれも彼もが空うつろな目をしていた。

　僅わずかに体を揺れ動かして立つ姿は、まるでゾンビの集団を思わせる。

（ドラッグか？　いや、でも──）

　完全に俺たちを待ち受ける形ではあるが、元々がドラッグパーティーだ。

　だからこそドラッグの症状という可能性は高いのだが、そうだとしても疑念が浮かぶ。

「キミたちには手出しをしないよう命じてあるから、安心していいよ」

　こちらの様子を見て、笑みを崩さないままリョウが告げると──

「……それがあんたの《力》ってわけね」

　俺が浮かべた疑念を言葉という形にして、リーリスが問い返す。

「想像に任せるよ」

　そう、ドラッグの症状では彼らが園田隊長たちを取り押さえたことまで説明出来ない。

　考えられるのは、リョウが持つ何かしらの《力》によって操られているということだ。

「それじゃあ、そろそろパーティーを始めようか。キミたちドーン機関と僕ら《６６６ザ・ビースト》は、和やかに会話をするような関係じゃないからね」

「同感だ」

「始める前に言っておくよ。もし外にいる連中がこの倉庫内に踏み入ろうとでもしたら、参加者がどうなるか保証は出来ないよ」

「裏を返せば、俺たちだけで闘う限り一般人には手を出さないってことでいいんだな？」

「ああ。僕らは彼らに、決して手を出さないと約束しようじゃないか」

　どこまで信じていいかは怪しいところではあるも、俺は外に待機している護陵衛士エトナルクに通信を入れ、手短に状況を伝えて中への手出しは無用と伝える。

「これでお望みどおりの展開になったぜ」

「いいだろう──レイジ！」

　リョウのフィンガースナップがバチィッと派手な音を立て、黒スーツの男がステージを蹴けり、飛ぶ。

　ズシン……！と見た目以上に重みのある音が響き、男はスペースの中央へと着地した。

「やっぱりあんただったか……。確か──三み島しまレイジだったよな」

「前は一撃だったってぇのに光栄だな、《超えし者イクシード》」

「インパクトあったからな。闘いの結果がどうこうじゃなくて、《６６６ザ・ビースト》にあんたみたいなやつが居るってことに」

　闇やみの世界に潜む非合法の組織に属するには真まっ直すぐな性根を持っていて、忘れようにも忘れられない相手だ。

「そいつぁありがてぇ一言だが、今回は結果で忘れられなく──」

　舌なめずりでもしそうなくらいの笑みを浮かべたレイジだが、その言葉を最後まで続けることは敵かなわなかった。

「ちょっとリョウちゃぁん、何のイベントなのぉこれぇ？　なぁんか退屈なんだけどぉ」

「……はは、退屈にさせて悪かったね、スミレ。だけどすぐに、血湧き肉躍るショーが始まるよ」

　まるで空気を読んでいない苛いら立だった声に、リョウは苦笑いを返すと改めてこちらへ顔を向ける。

「レイジ、話はここまでだ」

「チッ。しゃーねえ……闘やるか、《超えし者イクシード》」

　唾つばを吐き、レイジはその正体を露あらわにし始めた。

　見る間にその体が変質を始め、三メートル近い巨きよ躯くと化していく。

　その姿に違和感を覚えるも、絹を裂くような悲鳴によって強制的に思考は中断される。

「ひぃいいいいいっっ!!　ば、ばけっ、バケモノぉおおおおおおっっっ!!」

　悲鳴をあげたのはスミレだった。

《獣ゾア》の本性を現したレイジを震える指で差し、ぺたんと尻しりもちをつく。

　様子から察するに、彼女は《６６６ザ・ビースト》とは無関係の人物だったようだ。

「騒がしいね、静かに見ていればいいのに。まあいい──」

　酷薄な笑みを僅わずかにスミレへ向けた後、リョウはレイジへと命じた。

「さあレイジ！　キミの役目を果たしてもらおうか!!」

「わかってんよぉ!!」

　どっしりと構えを取るレイジ。

　ここで俺は、さっきの違和感が何だったのかに気付く。

「前と──姿が微妙に違う？」

《獣ゾア》は、元となった獣の特徴を残しながら、皮膚が硬質化してまるで鎧よろいのようになる。

　レイジは熊くまの様相を残した風体だったと思うのだが、今は違うように思えた。

　加えて以前よりも体格がよくなり、特に腕の太さは段違いだ。

「いい観察力だ。さすがに修羅場を潜ってきてやがるってか」

　先刻までとは違い、くぐもった不気味な声で答えるレイジはその巨体を揺らす。

「てめぇにやられたことでオレぁボスからいらねぇって言われてな。……だが、別のやつからチャンスを貰もらってなぁ……。新たな《力》を──大猩猩コングのパワーを手に入れたってぇわけだ」

「だから姿が違うってことか。つまりお前は──」

　灰色熊グリズリーと大猩猩コング──

　二つの《力》をその身に秘めているということは──

「おうよ。オレぁ既に《獣ゾア》じゃねぇ……上級ハイクラス──《獣魔ヴイルゾア》のレイジだぁ!!」

　レイジが咆ほう吼こうし空気が震える。

　周囲の参加者──否、観客と化した連中が足を踏み鳴らし始めた。

　ガンガンとドラム缶を叩たたいていると思われる音が鳴り響き、倉庫内は突入直前よりもさらに騒々しくなっていく。

　そんな騒がしい音にまみれる中で、俺は多少だが動揺をしていた。

（まずいな、まさかレイジが《獣魔ヴイルゾア》になってるなんて……）

　蟻アント以外の《獣魔ヴイルゾア》が居るという可能性を考えていなかったわけじゃない。

　だが、先のエレフセリアで《獣魔ヴイルゾア》以外は《獣ゾア》が一体だけしか居なかったこともあり、他ほかに存在している可能性はかなり低いだろうと踏んでいたのだ。

　だが、不安要素ばかりというわけじゃない。

　それは──

「トール。何な故ぜかはわかりませんが、あちらは同時に襲ってくる気は無いようです」

「ああ。こっちとしては幸いにな」

「油断してリョウから目を離さないようにね。不意打ちや罠わなも考慮しておいた方がいいわ。正々堂々って言葉とは無縁の連中なわけだし」

　かつて《獣魔ヴイルゾア》の卑劣な手で窮地に陥ったということもあり、リーリスはステージ上に目を向けながら言う。

「わかってる。……ユリエ、リーリス!!」

「ヤー！」「ええ！」

「「「《焔牙ブレイズ》!!」」」

《楯たて》を、《双剣ダブル》を、《銃ライフル》を手にすると、俺を中央にリーリスとユリエが左右に散る。

　本当なら囲む形で三方からが理想だが、リョウを意識しなければならないとなれば、前と左右からの攻撃となってしまう。

　そうした俺たちの動きにレイジは──

　頭を両腕で守るようにして構えると、スタンスを広く取って腰を低くする。

　スタンスを狭めれば、より俊敏な動きが可能となるのにだ。

（攻めてくる気が無いのか……？）

　以前は自ら襲い掛かってきたレイジが、今回はあきらかに防御を重視とした受けの構えを取っていた。

　そのスタイルから推測できることは二つ──

　一つは、数で勝るこちらに対し、隙すきを作らないようにして闘う。

　もう一つは、何かの能力を秘めているということだろう。

　どちらか片方かもしれないし、両方かもしれない。

　別の可能性だってもちろんあるが、それでも後ろにリョウが──蟻アントの《獣魔ヴイルゾア》が何かしらの理由で控えている以上、見合ったままとはいかない。

「行くぞ!!」

　叫ぶことで迷いを断ち、床を蹴ける。

　俺とほぼ同時にユリエも動き、リーリスが引き金を引いた。

　レイジは巨体に見合わぬ速さを見せ、バックステップで銃弾を躱かわす。

　次いでユリエが剣の間合いに入り、刃を振るう。

　水平に空気を薙なぐ一撃が、上腕部に直撃するが──

「こそばゆいぜぇ!!」

　振り抜くことが出来ず、それはレイジに大きなダメージを与えられなかったことに他ほかならない。

　レイジは叫びながらガードしていた腕を振り回し、ユリエは頭を低くして躱すと再び剣を振るう──と同時に、俺が間合いに入る。

　ユリエの刃は脇わき腹ばらに僅わずかに食い込むも、やはり振り抜くことが出来ない。

　そこへ俺が、レイジのボディに拳こぶしを叩たたき込む。

「いい一撃だ──が、前回のクソ重てぇやつぁどうしたぁ!!」

　吼ほえるとともに鋭く重いショートアッパーが俺の腹を襲う。

「がっ……かふっ……!!」

　咄とつ嗟さに《楯たて》で直撃は防いだものの、体が浮き上がり、息が無理矢理吐き出された。

「っらぁ!!」

　浮かされて回避出来ないところへ、続けざまにストレートが放たれた刹せつ那な、銃声が響く。

　黄金の少女が放った銃弾がレイジの腕に命中し、パンチの軌道を変える──と同時に、ユリエが俺の体を抱えて一気に飛とび退のいた。

「助かった、ユリエ、リーリス」

　口元を拭ぬぐい、礼を言うも──

「……あら、順番が違うんじゃない？」

「リーリスのおかげで助かった。ユリエもありがとな──でいいか？」

　こんなときに──それともこんなときだからこその軽口に、苦笑しつつ返すと「それならオーケーよ」とリーリスは笑んだ。

　けれどその表情も、すぐに強こわ張ばる。

「それにしても、さすがは《獣魔ヴイルゾア》ってところね。普通にやってたら、大したダメージを与えられそうにないわね」

　追撃してくることなく、その場で再び構えるレイジを見ながら、リーリスが言う。

《銃ライフル》の弾が直撃した腕を苦もなく──表情からは察することが出来ないが──上げているところからも、ダメージの無さを察することが出来る。

「灰色熊グリズリーと大猩猩コングの掛け合わせだけあって力は相当あるな。一発でも直撃したら、かなりまずいことになるから気をつけてくれ」

　たった一撃だと言うのに、こちらが警戒心を持つには十分な威力だった。

　もし二発目の大振りが直撃していたらと思うと、空恐ろしいものがある。

「……それと、まだ何か他ほかの《力》を隠し持っているかもしれません」

「いや、それは無いと思う」

「どうしてそう思うわけ？」

　首を振った俺に対し、訊きいてきたのはリーリスだ。

「あいつはそういうやつじゃない」

「答えになってないわよ」

「《狂売会オークシヨン》で一度闘ってるんだ。あと、少し話をしたけど、《６６６ザ・ビースト》のやつとは思えないタイプでさ。だから上う手まく言えないけど──あいつは違うと思う」

「まったくもう、説明になってないってば。……だけど、透とお流るの言ってることを信じるわ。ただし──残った方は、まず間違いなく食えないタイプだと思うけど」

「ヤー。私もそう思います」

「ああ、俺もだ」

　俺たち三人の視線はレイジの先──

　ステージ上で、こちらの闘いを見せ物として楽しむリョウの姿へと向けられる。

「……正直、気は進まないけど──リーリス、頼めるか？」

「どうしてもタメが必要だから、二重の壁ブラインドが欲しいところね──やって貰もらえるかしら？」

　俺とユリエの二人に向かってリーリスが訊く。

　出来るかと訊かないところが、こちらを信頼している彼女の心情を表している。

「任せてくれ。なあ、ユリエ」

「……本当なら、私の新たな技をお見せしたいところですが、ここはお任せします」

「だそうだ、リーリス──って、新しい技!?」

「……トールを驚かせるために編み出したので、企業秘密です」

　俺が魔術の訓練をしている間に、ユリエもまた新たな《力》を手にしていたようだ。

　それはともかくとして、存在をバラしておきながら企業秘密は如何いかがなものか。

　ついでに言えばバラした時点でこちらは驚いているので、これ以上は驚きも何も無いと思うのだが。

「ま、まあ、もしものときは企業秘密は無しで頼むぜ、ユリエ」

　こくこくとユリエが頷うなずき鈴の音をチリンと鳴らすも、周囲の床を踏み鳴らす音とドラム缶を叩たたく音に即座に掻かき消けされる。

「さあ、第二ラウンドと行こうか!!」

　俺、ユリエ、リーリスは再び床を蹴けり、レイジへ向かって駆けていく。

「おぉおおおおおっっ!!」

　雄叫おたけびを上げて先頭を駆けるのは俺だが、先手を取るのはリーリスだ。

　音速を超えた弾丸が、背後から俺を追い抜いていく。

　獣の特徴を残しつつ皮膚が硬質化した鎧よろいの体を、弾丸が数発ヒットする。

　けれど、レイジは怯ひるまずに動く。

　体格差もあって先に攻撃の間合いに入ったレイジが、俺へ向けて豪快に爪つめを振り下ろす。

　俺は爪の軌道の外側を目掛けて転がり──躱かわして立ち上がった先は、巨きよ躯くの側面だ。

　攻撃を外した直後ともあって、打ち込む隙すきは幾らでもある──

「──っとぉ!!」

　モーションに入る寸前、躱したはずの爪が引き戻され、俺の頭を薙なぎ払はらおうとした──が、刹せつ那なの差でダッキングし、髪が数本宙を舞う。

　直後、今度こそ俺の攻撃が放たれる。

　雷鳴の疾吼ルングニール──瞬時に十数発の拳こぶしが異形の鎧を打つ。

　しかし《獣魔ヴイルゾア》としてパワーアップしたレイジの体を揺らがせることは出来ず、三み度たび咆ほう吼こうと共に凶爪が襲い掛かってきた。

　その一撃を《楯たて》で受け止めるも、僅わずかでも気を抜けば吹き飛ばされそうな威力だ。

　ここで互いに動きが止まったところを狙ねらい、ユリエが空中から仕掛ける。

「甘ぇよ!!」

　レイジが腕を振り回し、迎撃しようとする──その勢いは俺に向けたときよりも弱く、またこの闘いで最初にユリエへ放った一撃と同様に爪を向けないところから、《狂売会オークシヨン》の際と同様に女子供の命まで取る気は無いのかもしれない。

　だがそれでも、当たれば相当のダメージを喰くらうであろう。

　その一撃を、飛び込んできた銀色の少女は躱せない──本来なら。

「疾風はやての如ごとく──《天翔颯ヴインドイエールズ》!!」

「──っ!?」

　振り回した腕の軌道は、まず間違いなく小柄な少女の体を捉とらえたはずだった。

　彼女の《焔牙ブレイズ》が持つ能力により、宙空を蹴ったのだ。

　軌道を変えて再び上空へ飛んだユリエは、くるりと体を縦に回転させ、今度は天を蹴る。

《天翔颯ヴインドイエールズ》が持つ、生み出した力場を続けざまに蹴ることで加速アクセラレートするというもう一つの能力により、急降下する少女は銀色の矢と化す。

　ズグゥッ!!　ユリエの振り下ろした刃がレイジの肩へと食い込む。

「……まだ、足りませんか」

「ぐぅっ、やるじゃねぇ……かぁっ！」

　上半身を大きく捻ひねるようにして腕を振り払うも、既にその場にユリエの姿は無い。

　銀色の少女が力場を蹴けり、バク宙をしながら間合いを取った瞬間──

「《撃射承・郭フエイスピアースⅢ》!!」

　黄金の少女が、《銃ライフル》の持つ《力》を放つ。

　最初の射撃の直後、接近戦シヨートレンジを俺たちに任せた彼女は二階の通路へとその身を移していた。

　高所から放たれた弾丸は、銃口を抜けると同時に拡散して雨──いや、雹ひようのようにレイジへと降り注ぐ。

　通常の弾丸と比べると威力は多少劣るという話なので、ダメージは無いと思っていい。

　だが、動きは止まった。

「トール!!」「透とお流る!!」

「穿うち砕け──雷神の一撃ミヨルニール!!」

　弓を引くかのように拳こぶしを引き、溜ためた力を解き放つ。

　渾こん身しんの一撃が、鎧よろいと化した体に叩たたき込まれる。

　拳の先に感じる巨きよ躯くの重さが、間違いなく直撃したことを俺に伝えていた──

　が、しかしそれでも山のような体が崩れることはない。

（くそっ、やっぱり……!!）

《獣ゾア》を超えた相手には必倒の一撃とならないことで、俺の表情が歪ゆがむ。

「ぐ、ふぅ……これ、だ……。この拳で前は……が、今回は──こっちの一撃もお見舞いしてやるぜぇぁぁぁっ!!　こいつが！　オレが求め！　得た！　新たな！　そして！　更なる《力》で放つ──」

　メギンッ……!!　異質な音がレイジの右腕から響き──その太さが、倍と化す。

「《凶きよう獣じゆう豪ごう撃げき掌しよう》だぁああああっっ!!」

　全力を超えた全力の掌底が、俺に向かって放たれる。

（まずい……!!）

　見た目は当然だが、それ以上に本能が危険の度合いを察する。

　ぞくりと背筋に冷たいものが走ると同時、俺は《楯たて》の《力》を解放する。

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　ビギィイイイッッ!!　レイジの倒すための《力》と、俺の護まもるための《力》が激しくぶつかり合い、衝撃波を発生させる。

　俺たちに近い距離にいた観客が後ろへ吹き飛ぶ様が視界の端に映るが、負ったとしても大きな怪け我がじゃないだろう。

「こいつを受け止めるたぁ、やるじゃねぇか!!　だったら──もう一丁ぉっっ!!」

　レイジの左腕までもが倍の太さと化し──

　二発目の《凶きよう獣じゆう豪ごう撃げき掌しよう》が放たれる。

　ビシィッ!!　高い音が響き、《絶刃圏イージスデイザイアー》に大きくヒビが入ったかと思った刹せつ那なの後──

　悪意の牙きばを防ぐ俺の《力》が、砕け散る。

「ぐぅうううううっっ!!」

　咄とつ嗟さに《凶獣豪撃掌》を《楯たて》で受けるも、体が後方へと吹き飛ばされた。

　直撃しなかった分、ダメージは軽減された──が、背中から硬いコンクリートの床へ叩たたきつけられる。

「トール……行きます!!」

　体が二度弾んだ後に体勢を立て直すと、俺の脇わきを銀色の風が駆け抜ける。

「わかった！」

　多少膝ひざがふらつくも、俺はその場に仁王立ちとなる。

「来いやぁ!!」

　両腕を左右に広げ、ユリエを迎撃せんと構えるレイジへ──

「もちろん、遠慮無く行かせて貰もらうわ」

　二階からの攻撃後、再び移動して俺の真後ろへと陣取ったリーリスが呟つぶやく。

　ユリエと俺という二重の壁ブラインドが、《銃ライフル》を構えたリーリスが、レイジたちと直線になったこの瞬間──

　黄金の少女が持つ、最強の一撃が放たれる。

「狙め撃てロツクオン──《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》!!」

　引き金が引かれた瞬間、俺とユリエは射線から逃れ──

　空いた空間を、眩まばゆい光を纏まとった弾丸が貫いていく。

「な、ぁっ……!?」

　輝こう弾だんを前に驚き叫ぶレイジは、ガードを固める。

　だがしかし、それは意味を成さない。

　腕を、胸を、分厚く硬い鎧よろい化した体をものともせず、弾丸は光の尾を引いて貫く。

　鎖骨に近い位置を貫いたため、この一撃ではレイジを倒すに至らない──

　けれど、本当の狙ねらいはそこじゃなかった。

　リーリスの放った弾丸の射線上にいたのは、俺たちとレイジたちだからだ。

「──っ!!」

　リョウは言葉を発する時間すら与えられず、頭部を光に貫かれた。

　代わりに音を立てて、ステージ上で倒れた。

「いやぁああああああっっ!!　リョウ!?　リョウ────っ!!」

　スミレが悲鳴をあげて近寄り体を揺さぶるも、リョウが目を開ける様子は無い。

　その姿を見て、レイジが心持ち苦々しい声で言う。

「やってくれんじゃねぇか……」

「あんたとの闘いだから、正直なところ気は進まなかったけどな」

「残念だけど、こそこそとドラッグなんか広めるような相手が約束を守るなんて思うほど、お人好よしじゃないのよね」

「ケッ、違ぇねえ」

　肩を揺らしながら、レイジが俺たちの言い分を認める。

「さて、これで残るはあんただけだが──」

「もちろん、可能な限り抵抗させてもらうぜ。オレにぁやるべきことがまだあっからよ」

「……それを訊きいて答えてくれるってほど、お人好しじゃないよな？」

「人じゃあなくて《獣魔ヴイルゾア》だからな」

　ニタリと牙きばを見せて笑むレイジに、俺たちは構えを取る。

「それじゃあ第三ラウンド──いや、ファイナルラウンドと行こうか!!」

　決着をつけるため、俺たちは闘いを再開する。

　ただし、既に終わりの見えている闘いだ。

　三対一──しかもレイジは《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》によって手負いとなっており、貫かれた片腕がだらんと垂れ下がったまま。

　リーリスの《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》、レイジの《凶きよう獣じゆう豪ごう撃げき掌しよう》と一撃で勝負を決める技を互いに持つも、当然警戒して闘うこととなり、大技は逆に繰り出されなくなる。

　ヒットアンドアウェイを繰り返す俺たちに対し、レイジは防御主体で時折カウンターを狙ねらってくる。

　ドラム缶を叩たたく音にコンクリを踏み鳴らすという騒々しさと比べ、それは酷ひどく地味な攻防ではあるも、レイジの一撃一撃は重く強力だ。

　まともに喰くらえば形勢が一瞬であちらへ傾くため、ともすれば怯ひるみそうになる程の圧を前に集中力を途切らせず、ひたすらに躱かわし続け、ダメージを与えていく。

　闘いは長引く様相を見せ、その中で俺は奇妙な違和感を覚えていた。

（体が──重い……？）

　命懸けの闘いは、試合や練習よりも遥はるかに早く集中力と体力を奪っていく。

　現に俺だけじゃなく、ユリエやリーリスの動きも鈍くなってきている。

　それでも、この消耗は異常に思えた。

「おぉおおおおおっっっ!!」

　得体の知れない不安を振り払うかのように吼ほえ、跳とび蹴げりを放つも阻まれる。

　だが、その隙すきを衝ついてユリエが《天翔颯ヴインドイエールズ》によって一瞬で間合いを詰め、刃を振るった。

　加速しての一撃は通常よりも威力を増し、剣けん閃せんは鎧よろいの表面で止まることなく水平に弧を描き──闘いが始まって以来、初めて山のような巨体が揺らぎを見せる。

　そしてその瞬間を、黄金の少女は決して見逃さない。

「狙め撃てロツクオン──《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》!!」

　放たれた輝こう弾だんは、レイジの腹のど真ん中を貫いた。

　山は崩れ、膝ひざを突く。

　そこへ頭上から《双剣ダブル》を逆手にユリエが突き下ろすも、既すんでのところでレイジは転がって躱かわし──

「……やるべきこたぁやったよな？」

　僅わずかに視線を上に向け、忌いま々いましげに言った。

「──っ！　ユリエ、上だ────っ!!」

「っ……!?」

　二メートル以上はあろうかという人影が降ってくる様を見て叫ぶ。

　影からはまるで尻尾しつぽのような何かが生えており、その先端がユリエを狙ねらう。

　攻撃をした直後の硬直──それも自身が仕掛けた空中から、まったく同じコースで襲い掛かられたことへの動揺に、回避行動が僅かに遅れる。

　ビィイイッ!!　直撃は避けたものの、スカートが引き裂かれた。

　だが、正体不明の襲撃者の奇襲は終わらず、口から液体らしき何かを吐き出す。

「──っ!!」

　今度は回避しきれず、心臓よりやや上となるブラウス部分へと液体が命中する。

　水分が一瞬で蒸発するような音がしたかと思ったその刹せつ那な、ユリエは迷うことなく自らの手でブラウスを引き裂き、それを投げ捨てた。

（酸……!?　まさか──）

　銀色の少女の傍らでボロ布と化したブラウスは、シュウシュウという音とともに白い煙を上げた後、ものの数秒も経たたずに溶けて消えた。

　小さな体からも多少だが煙が立ち上るも、先程の液体──酸は僅かに付着しただけのようで、ダメージそのものは無いようだ。

「ユリエ!!」

「大丈夫です」

　俺の呼び掛けに、少女は襲撃者から視線を逸そらすことなく答える。

「ざぁんねん、はっずれぇ♡」

　正体不明の襲撃者は、機械質のような声を発した。

「お前は……」

　レーザーの光が舞う中で、ユリエを見下ろす姿に俺は見覚えがある。

　当然だ──この場で闘うことを想定していた相手なのだから。

　背には蝶バタフライの羽、見るからに硬質の皮膚鎧よろい、そして蟻アントの顔を持つそいつは、エレフセリアで対たい峙じした《獣魔ヴイルゾア》に違いなかった。

「この姿だとぉ、クリスマスイブ以来だよねぇ」

　カチカチと大おお顎あごを鳴らしたそいつの声は、本来の甘ったるいものから機械質のものへと変化していたが、特徴的な口調で正体を俺は察した。

「まさかリョウじゃなくて、あんたが《獣魔ヴイルゾア》だったとはな……」

　常にリョウの傍そばに居たスミレの姿は、ステージ上から消えていた。

「せぇかぁい♡　すぅっかり騙だまされてるからぁ、なぁんども笑いそうになっちゃったぁ♪」

　──と、ここで俺はあることに気付く。

「そうか。あんたがまだ残ってたから、周りの連中はやかましいままだったってことか」

　変わらず足を踏み鳴らし続ける観客を僅わずかに見つつ問うと、頷きが返ってくる。

「それもせぇかぁい♡　あたしはぁ、蝶バタフライの《力》も持ってるからぁ、こういったせまぁい空間だとぉ、鱗りん粉ぷんで人の思考を操ったりできるのよねぇ」

「……それ以外の効果もあるのでは？」

　問い掛けたのは、危うく奇襲を喰くらうところだったユリエだ。

「んもぉ、せぇかいばっかりで、キミたちぜぇんぜん驚かなくてつまんなぁい」

　腰に手を当てて、スミレは不満そうな態度を見せる。

「倉庫の中がそいつの鱗粉で溢あふれるまで、オレが時間稼ぎをしたってなわけさ。《獣魔ヴイルゾア》や《獣ゾア》にゃ効かねぇ、てめぇらにとってタチのわりぃ毒が混じったやつがな」

　膝ひざを突いたまま、レイジがユリエの疑念に対する答えを告げる。

（急激に消耗した原因はそれだったってことか……）

　そして倉庫内に蔓まん延えんした毒は、今も俺たちの体を蝕むしばんでいる。

　体力的に俺たちよりも劣る園田隊長たちは、意識が朦もう朧ろうとしているようだった。

「わりぃな、《超えし者イクシード》。オレぁ今回、こいつのサポート役だったのさ」

「敵に謝る必要なんてないだろ。……まあ、あんたらしくない選択だとは思うけどな」

「ケッ、言ってくれるぜ。だが、オレぁもっと《力》が必要なんだ。今よりも、もっともっとな……。そのために、やらなくちゃならねぇ仕事の一つだったってぇわけだ」

　僅かに苛いら立だちの色が見えるのは、望まぬ役目だったからだろう。

　敵ではあるも、僅かに知る三島レイジという人物ならばそう思うはずだ。

「ありがとぉ、レイちゃん♡　後はのぉんびりしてていいからねぇ♪」

　ギチギチと大顎を鳴らしながらも普段と変わらぬ口調で、奇っ怪な《獣魔ヴイルゾア》は俺たちを見回し、宣言する。

「じゃーあぁ、エクストララウンド──始めよっかぁ♡」

「いいだろう、受けてやる。ただし、毒を吸わせたからって余裕を見せてると後悔するぜ」

　ズシリと重い体を動かし、構えを取る。

　ユリエ、リーリスも同様に。

「行けるな、二人とも！」

「ヤー！」「当然よ！」

　力強い返事に、俺は口の端を僅わずかに上げる。

（ははっ、心強い仲間だよな）

　俺を《絆双刃デユオ》とする少女と、《絆双刃デユオ》にしようとする少女──

　心も力も強く頼りがいのある二人の仲間と共に、スミレへと攻め入る。

　俺たち三人を迎え撃つ《獣魔ヴイルゾア》が備える《力》は三つ──

　蟻アント、蝶バタフライ、そして最後の一つは蠍スコーピオだ。

　先刻、ユリエを襲った尻尾しつぽのようなものは蠍スコーピオの尻尾であり、尖せん針しんでもあった。

　鋭さは勿もち論ろんのこと、刺されればどういった結果が待っているかは考えるまでもないだろう。

　当然、ユリエたちもそれは伝えるまでもなく理解している。

　ギキィッ、ガィンッ！　地を這はうように低空から、そして一気に跳ね上がって襲い来る尖針を銀色の少女は刃で弾はじき逸そらし、同時にもう片方の刃を振るう──が、蟻アントと蠍スコーピオという二種の《力》はレイジ以上に皮膚鎧よろいを硬質化させているようで、《片刃剣セイバー》は弾かれてしまった。

（少なくとも犀ライノセラスの《獣魔ヴイルゾア》並みか……！）

《狂売会オークシヨン》で闘った最初の《獣魔ヴイルゾア》もまた、相当な硬さを持っていた。

　ユリエの刃が弾かれたことからするに、同等以上だと思った方がいいだろう。

　ガチィッ！　強力な大おお顎あごで噛かみついてきた《獣魔ヴイルゾア》に、蹴けりを喰らわすと同時に距離を取るユリエ──しかし、スミレは追撃を仕掛ける。

　手首の辺りから生える鉤爪が、銀色の少女を襲うと思った矢先、異形の体は二メートル半ば程の体たい躯くに見合わない速度で後ろへ飛とび退のくと、その頭が直前まであった空間を輝こう弾だんが貫いていく。

「はずれぇ♡　だってけぇかいしてるもぉん」

　まるで舌でも出しているかのような雰囲気に、リーリスが眉まゆをひそめる。

「……あまりいい状況じゃないわね」

　苛いら立だちを冷静さで押し殺すと、リーリスは呟つぶやく。

　俺の《絶刃圏イージスデイザイアー》同様、リーリスの《撃射承フエイスピアース》にも使用出来る限界数があるためだ。

「残りは──三発か」

　警戒をされている中で、残り三回となったチャンスを確実にものにしなければならない。

「だったら、警戒しようとどうにもならない隙すきを俺が作り出す!!」

　必倒の一撃にはならずとも、雷神の一撃ミヨルニールである程度のダメージを与えられるのはわかっているし、少なからず動きを止められる。

　だからこそ俺はスミレの懐へと飛び込み、接近戦シヨートレンジを挑む。

　尖せん針しんに注意を払い《楯たて》で防ぎながら闘い、ユリエが《天翔颯ヴインドイエールズ》によってトリッキーな斬ざん撃げきで俺をサポートし、隙を見てリーリスが銃弾を撃ち込む。

　毒は着実に俺たちを蝕むしばんでいくも、闘いはまだ五分の状態だった。

　劣勢へ変わる前に──と攻め込む俺たちの心情は当然《獣魔ヴイルゾア》も理解し、無理に攻めてくるようなことは決してしない。

「ほぉんと、元気なんだからぁ……。でも、すこぉし大人しくしてもらわないとねぇ」

　ガチガチと大おお顎あごを鳴らす様は、もしかしたら笑っているのかもしれない。

「林りん檎ごのお話をちょっとだけしよっかぁ」

「こんなときに何を……!?」

　目まぐるしく攻守が変わる中、俺の驚きを無視して《獣魔ヴイルゾア》は林檎について語り出す。

「林檎はねぇ、神様が食べるのを禁止した果実なんだよねぇ。どうしてかキミたちにわかるかなぁ？」

「食せば知恵を得る代わりに無む垢くを失う実って話だけど、一説には林檎──いいえ、アップルと同じ綴つづりを持つマルスって実には口にした者の心に強欲という種を蒔まき、罪を犯させるとも聞いた憶えがあるわ」

「せぇかぁい♡　ほんとぉにいろいろ知ってるぁねぇ。……でも、その名前を付けられた《禍稟檎アツプル》はぁ──どんな種を蒔くんだろうねぇ？」

　どこか機械を思わせる声は、感情が読み取りづらい。

　けれども、今の声に悪意が滲にじみ出でているのを俺たちは感じ取った。

　次の瞬間、スミレが発した言葉にはそれ以上の、底知れない悪意が顔を見せる。

「《獣化セヨ》」

　言葉でありながら、まるで頭に直接響いてくるような声──

　その言葉が起こした事実を理解したとき、戦せん慄りつが俺たちを襲う。

「うくぅっ……!?」

　痛みを発した悲鳴は、黄金の少女のものだった。

　視線を向け、驚きよう愕がくする。

　俺たちから少し距離を置き、銃口を狙ねらい定めていたリーリスが肩から血を流して倒れていたために。

　そして本来なら、足を踏み鳴らす音で掻かき消けされてしまうはずの悲鳴が聞こえた理由は単純なことで──観客が、演者として参加してきたためだ。

　先刻まで観客だった者たちは、変わっていた──人非ざる者へと。

　頭が、腕が、体が──

　すべてではないにせよ、どこか一部が《獣ゾア》のものと化していた。

　黄金の少女は、そのうちの一人によって背後から不意打ちを喰くらったのだ。

「《禍稟檎アツプル》をたぁっくさん食べた人はぁ、特別な《獣魔ヴイルゾア》のめぇれぇでなぁんと《獣ゾア》に変わっちゃうのよぉ。……と言ってもぉ、《獣ゾア》まではいかない《半獣ブルート》ってところだけどぉ、それでもぉ──けぇせぇぎゃくてぇん♡」

　スミレの言葉に、園田隊長たちが押さえこまれて身動きが取れなかった理由を理解する。

　人の姿であっても、《半獣ブルート》とやらの力は発揮されていたのだろう、と。

「それじゃあリーリスちゃぁん、ばぁいばぁぁい♡」

《獣魔ヴイルゾア》の言葉に従い、不意打ちをした《半獣ブルート》が異形と化した右腕を──凶爪を振り下ろす。

「リーリス!!」

　俺は即座にリーリスを庇かばう形で飛び込み、《楯たて》で彼女を護まもると同時に拳こぶしを──

「いいのかなぁ？　変わってない部分は人間のままだよぉ？」

「くっ……!?」

《獣ゾア》を相手にするような力で拳を振るえば死んでしまうという事実を知らされ、瞬時に手加減をして腹部に掌底を叩たたき込む。

　吹き飛んだ《半獣ブルート》の男は、近くのやつらを巻き込んで倒れたものの、周囲の《半獣ブルート》たちはまったく怯ひるむことなく襲い掛かってくる。

（くそっ、数が多すぎる……！）

　一人二人ならともかく、集団を相手取った場合、手加減がどこまで出来るかわからない。

　だが、そいつらを駆けつけたユリエの斬ざん撃げきが一いつ閃せんする。

　そこで一いつ旦たん波が引き、俺は黄金の少女を抱き抱えた。

「大丈夫か、リーリス！」

「ふふっ、透とお流るに抱きしめて貰もらえるなんて嬉うれしいわ♪」

「……こんな状況でバカなことを言わないでください」

　くすりと笑みを浮かべる黄金の少女へ答えたのは、俺ではなくユリエだった。

　その声色は怒っているものではなく、心配をしているときのものだ。

「あら、愛は何よりも強く大事なものなのよ。それがわからないのは無粋かお子様のどちらかね」

「大きなお世話です」

「……まあ真面目まじめな話、大したことないわ。それより、本当に痛いのは──」

　リーリスが視線を俺から別のものへと移す。

《半獣ブルート》たちの足元に転がった《銃ライフル》へと。

「いいもの見ぃつけたぁ♡」

　スミレもそれを当然見逃さず、拾い上げると集団の背後へと放り投げてしまった。

「ちょっとまずいかもね」

《焔牙ブレイズ》は念じれば手元に戻って来るような便利な武器じゃない。

　取り返さなければ決定打を失ったまま闘うこととなるが、《獣魔ヴイルゾア》がその隙すきを衝ついてくるであろうことは明白だ。

　だが、異形の化け物は俺たちが選択肢を選ぶ余裕すら与えてはくれない。

「さぁ、いきなさぁい♡」

　操られ、思考を失った《半獣ブルート》たちは《獣魔ヴイルゾア》の命で襲い掛かってくる。

　リーリスは俺の腕の中から出ると、俺たちとともに敵を迎え撃つ。

《焔牙ブレイズ》を失っているため、襲い来る《半獣ブルート》をしなやかな蹴けりで撃退していた。

　背を向け合うことで死角を無くせば、さすがに数が多かろうと対処は出来る。

　欠点は、攻撃力が不足しているということか。

《双剣ダブル》を振るうユリエはともかく、俺とリーリスの場合は相手を殺さないよう手加減して攻撃をしなければならない。

　けれど《半獣ブルート》たちが、《禍稟檎アツプル》によって強化されたのは筋力だけじゃなかった。

　体力も上がっているらしく、殴っても蹴っても、何度も立ち上がってくる。

　スミレはと言うと、遠間から高みの見物だ。

　闘いが長引く程に毒で弱っていく俺たちに、確実に仕留められると判断するまで近付くつもりは無いのだろう。

（どうする？　何か手は……。いや、決定打が無いわけじゃない。だけど──）

　手はある。

　多大なリスクが伴うことを条件として。

　しかもそのリスクを負うのは俺じゃなく、ユリエだ。

「……トール。あれを使いましょう」

「──っ!!」

　まるで心を見透かされたかのような発案に、俺は息を呑のむ。

「「……………………」」

　時間にして、ほんの二、三秒だけ視線を交わす。

「四十九秒──いけるか？」

　一秒に幾合もの攻防がある今の闘いで、四十九秒という時間は途方もない数字だ。

「ヤー。トールが信じてくださるのなら、絶対に」

「頼む」

　どれ程危険なことを頼まれているのかを理解した上で、ユリエは迷うことなく首を縦に振ってくれる。

「最後に必ず崩しますので、その瞬間を狙ねらってください」

「必ずって……」

　出来るのならばこれ以上ない話だが、そんなことが可能なんだろうか。

「企業秘密の出番です」

「……本当にあったなら、もっと早く使ってくれると嬉うれしかったんだけど？」

「今の私では一度しか放つことが出来ない技ですので」

　そう返されては納得せざるを得ない。

　同時に、ユリエが作れるチャンスは一度しか無いということも理解する。

「あたしも付き合うわ」

　黄金の少女もまた時間稼ぎを申し出るも、ユリエは首を振る。

「ナイ。あなたにもやって頂きたいことがあります」

「何よ？」

「……トールを護まもってください」

　銀色の少女は自身の《魂》を具現化した《双剣ダブル》──内一本を、リーリスへと差し出す。

「どういうことよ？」

「説明が足りなくて悪い。俺もそのつもりだった」

　リーリスの疑問に答えたのは俺だった。

「四十九秒間、俺は完全に無防備になっちまう。《絶刃圏イージスデイザイアー》も集中を阻害するから使えない。スミレはそれを見逃してくれるような甘い相手じゃないだろうから……」

　たとえユリエが《獣魔ヴイルゾア》を足止めしても、《半獣ブルート》はまだまだ相当な数が残っている。

《獣魔ヴイルゾア》の意志によって動く《半獣ブルート》たちがだ。

　だからこそユリエは、リーリスにもう一つの大役を託すと言い出したのだ。

「……………………」

　リーリスは《片刃剣セイバー》をじっと見つめ、次いで差し出した少女を、そして俺を見ると、最後に大きくため息をついた。

「はぁ……。なんだか除のけ者ものの気分だわ。だけど──」

　リーリスは蒼玉の瞳サフアイアブルーをユリエに向け、強い意志を込めて宣言する。

「安心なさい。透流はあたしが必ず護り抜くわ」

「よろしくお願いします」

　銀色の少女の具現化された《魂》──《焔牙ブレイズ》を、黄金の少女は手に取った。

「さて、と──そういうことなら、この場じゃない方がいいわよね」

「ああ、角を陣取る方がいいな」

「では、四十九秒後に」

　ユリエの発言に俺たちは頷うなずくと、合図と共に二手に分かれる。

　俺とリーリスは《半獣ブルート》を倒しつつ倉庫の角へ──敵の襲い来る方向を限定するために。

　ユリエは《獣魔ヴイルゾア》へ向かって駆ける──途中で気付かれようと、邪魔をさせないために。

　角を陣取ると、俺は右手に意識を集中する。

　ユーゴと再会した日以来、毎日のように訓練をしている霊マ輝ナの流れを意識する方法だ。

「雷らい精せいよ──」

　次いで契約を交わした雷の精霊の《力》を──魔術を行使するための詠唱を始めた。

　無論、《半獣ブルート》どもにとっては俺が何をしていようと関係無い。

　奇声をあげて襲い掛かってくる化け物たち──

　その前に立つのはリーリスだ。

「悪いけど、あたしは透とお流るほど優しくは無いわよ」

　ヒュンヒュンと数回剣を振って具合を確かめると、真っ先に突進してきた《半獣ブルート》の喉のどを貫き──そのままぐらりと倒れかけたところを蹴け飛とばして、後ろから押し寄せる連中の足を無理矢理止めさせた。

　もしかしたら肋ろつ骨こつの一、二本は折れたかもしれない勢いだ。

「ちょっと使いづらいけど、四十九秒くらいならなんとかなりそうね」

　リーリスは《銃ライフル》と格闘術だけじゃなくフェンシングも嗜たしなんでいたそうで、かなりの腕を持っている。

　ユリエの《片刃剣セイバー》ではその技術を存分に発揮出来ないだろうが、《半獣ブルート》とはいえ基本的には常人とほぼ変わらない耐久力──それもただ無作為に突撃してくるだけの相手となれば、十分に対処出来るだろう。

　問題は、一人で《獣魔ヴイルゾア》の相手をしているユリエだ。

《天翔颯ヴインドイエールズ》を多用して多角的な攻撃を仕掛けることで押さえこんではいるものの、毒鱗りん粉ぷんのために普段よりもかなり動きが鈍い。

　しかもリーリスに《双剣ダブル》の内一本を渡しているともあって、攻撃の手数はかなり少なくなっている。

　反比例して異形の怪物の攻撃回数が増えるわけで、ユリエは相当に厳しい闘いを強いられていた。

　そして俺は──

　バチッ……!!　手の内側に、音を立てて弾はじける光を生み出した。

　バチッバチッ……!!　光は音とともに大きくなり、右手を覆うくらいのものへと変わる。

　バチッバチッバチィッ……!!　幾度となく光が弾け、小さな雷いかづちが手のみならず、腕の周囲を走り始めた。

　ここまで七秒──

　術の発動は完了した。

　雷を拳こぶしに纏まとって振るう肉弾戦用の魔術──《纏雷アドベント》。

　拳の威力を僅わずかばかり高めるという術ではあるが──真価が問われるのはここからだ。

　俺は右腕に纏った雷の《力》を、さらに集約させていく。

　銀色の少女へ告げた四十九秒とは、雷の《力》を最大級まで集めるために必要な時間というわけだ。

（ユリエ、頼む……！　持たせてくれ……!!）

　その上で、《絆双刃デユオ》の少女の無事も願う。

　だが、俺の願いも虚むなしくユリエの動きはますます悪くなっていく。

　毒鱗りん粉ぷんを発し続けている《獣魔ヴイルゾア》と、つかず離れず闘い続けているからだ。

　その《獣魔ヴイルゾア》は何かをしようとしている俺の動きに気がつき、こちらへ向かおうとする。

　けれどユリエの足止めにあい、やむなく自分の周囲でユリエを襲っていた《半獣ブルート》たちに俺へ標的を移すよう指示した。

　二十秒──

　あきらかに動きが鈍くなっていくユリエは、防御に回る姿が多くなっていた。

　尖せん針しんの致命的な一撃や、口から吐く酸はかろうじて躱かわしているも、体中のあちこちに鉤爪によって赤いラインを刻まれている。

　リーリスは、数が増えて勢いを増した《半獣ブルート》たちを前に、一歩も引くことなく剣を振るい続けていた。

　だが、押し寄せる波を思わせる勢いに無傷のままでいられるはずもなく、数度柔肌から赤い飛沫しぶきが飛んだ。

　二十七秒を過ぎ、ここで闘いは一気に形勢が傾く。

　振り回された尖針を受け流し損ない、ユリエの脇わきを硬い尻尾しつぽが水平に打つ。

「……っ、か、ふっ……!!」

　積まれた荷箱に突っ込み、スモークが舞う。

　銀色の少女の名を叫び、飛び出したい衝動に駆られるも──

「トール……！」

　当のユリエに、来るなと制されてしまう。

　今、俺のすべきことは《纏雷アドベント》を最大まで持っていくことだと。

（あと、十八秒……!!）

　一秒一秒が途方もない長さに感じられるも、《獣魔ヴイルゾア》は待ってくれるはずもない。

　尖針をゆらゆらと動かしながら、異形の化け物がユリエに近付いて行く。

　脇わき腹ばらを押さえ、苦く悶もんの表情を浮かべる銀色の少女は膝ひざを突いたままで、その姿に──

「ユリエっ!!」

　彼女の名を倉庫内へ響かせたのは、リーリスだった。

　叫ぶや否や飛び出すも、押し寄せる《半獣ブルート》たちの波を前に、遅々として進まない。

　同時にそれは、俺への護まもりが崩れた瞬間でもある。

「トールを護ってください!!」

「──っ!!　だけどそれじゃ、あんたが──」

「リーリス!!」

　深紅の瞳ルビーアイが、蒼玉の瞳サフアイアブルーを射抜き──

　刹せつ那なの後、リーリスはユリエに背を向け、俺に襲い掛かろうとしていた《半獣ブルート》を斬きり倒す。

　残り、十秒──

《半獣ブルート》を倒したリーリスが振り返ると、スミレはユリエの前に立ち、見下ろしていた。

　小さな体を貫かんとばかりに尖せん針しんが狙ねらいを定め、ユリエは異形の化け物から一瞬たりとも目を逸そらさず、睨ねめ付つけていた。

「ユリエちゃぁん、かくごしてねぇ♡」

　不気味な機械質の声と宣言。

「ユリエ────っ!!」

　不完全であろうと、もはや放つしかない。

　そう決断した俺よりも一瞬早く、最後の《半獣ブルート》へ《片刃剣セイバー》を投げつけるや黄金の少女が駆け出す。

　だが、僅わずかに早く尖針がピクリと動いたそのとき──

　ドグォオオオンンッ!!　轟ごう音おんが、赤い光が、灼しやく熱ねつの風が倉庫内に吹き荒れた。

　焱ほのおが爆はぜ、《獣魔ヴイルゾア》の体が大きくよろめく。

「ぐ、ぅうっ……なぁによぉっ!?」

　たたらを踏んだ後、異形の化け物は突如の異変に周囲を見回し──

　その視線が、一点で止まる。

　二階通路に立つ人影で。

「あ、あんた、はぁ……!!」

　そこに──彼女は居た。

　淡い桜色の髪を持つ少女が《獣魔ヴイルゾア》を見下ろし、あの日のようにその小さな掌てのひらを突き出していた。

「おと……は……」

　あれ程焦がれた少女の姿に、俺は無意識の内にかつて失った妹の名を呟つぶやいていた。

　音おと羽はによく似た少女は、突き出した手を斜めにかざし──

　舞うかのように、ゆっくりと振るう。

「《獄焱ゲヘナ》」

　小さな口が僅わずかに動き──

　腕の軌跡に合わせるように、焱ほのおが幾重にも炸さく裂れつする。

　連鎖的な爆発によって倉庫内は一瞬で灼しやく熱ねつ地獄と化し、爆発によって多くの《半獣ブルート》が吹き飛び、床へ、壁へと叩たたきつけられた。

「邪魔をぉ──」

　直撃を喰くらって尚なお、倒れることなくスミレが怒りを露あらわにし、桜色の少女へ吼ほえかけたその瞬間──

「行きます!!」

　銀色の少女が叫び、空を蹴ける。

「疾風はやての如ごとく──《天翔颯ヴインドイエールズ》!!」

　一刃、二刃、三刃、四刃、五刃、六刃、七刃──

　加速する斬ざん撃げきの嵐あらしが、《獣魔ヴイルゾア》の体を捕らえる。

　それでもまだ、スミレは鉤爪を振り上げ、機械質の声が怒りの咆ほう吼こうをあげた。

「こぉのぉおおおおおっっ!!」

　だが──

　着地したユリエもまた、銀ぎん狼ろうが如ごとく咆ほう哮こうをあげる。

「アァアアアアアアアア────ッ!!」

　刹せつ那な──

　俺は見た。

　ユリエが再び《焔牙ブレイズ》の秘めた《力》を発動させた姿を。

　けれどそれは、ただの《天翔颯ヴインドイエールズ》じゃなかった。

《天翔颯ヴインドイエールズ》は力場を発生させてから着地するまで、使用できる数は七回──

　その七回を、ユリエは一度にすべて重ねて発生させ──

　蹴った。

「牙きばよ絶たて──」

　七重となった力場は、これまでに見たどの加速よりもユリエを迅はしらせる。

「《閃狼刃ヴアナルガンド》!!」

　銀狼の少女は──

　閃せん光こうと化す。

　そうとしか、俺には見えなかった。

　刹せつ那なの後──

　光の軌跡の先で、ユリエが刃を振るった構えを取っていた。

　そして僅わずかに遅れ、倉庫内に絶叫が響く。

「ひぃああああああああああああああっっっ!!」

《獣魔ヴイルゾア》は、僅かに身を反らした。

　ユリエの動きを見てではなく、おそらくは何かが来るという本能で。

　けれど、躱かわしきれはしなかった。

　銀閃は硬質化した皮膚鎧よろい──その内に在る《魂》を斬きり裂いていた。

「今です、トール!!」

　ユリエが再び俺の名を叫ぶ。

　俺は言葉ではなく、灼しやく熱ねつの地獄を駆けることで応こたえる。

「おぉおおおおおおっっっ!!」

　最大級となった《纏雷アドベント》により蒼あお白じろい雷で輝く右腕を、弓を引くかの如ごとく引き──

「牙きばよ穿うがて──」

　拳こぶしを、放つ。

「《煌霆の雷撃エルデインガルソール》!!」

《白雷》を纏まとった拳が鎧を穿うち砕き──

　凄すさまじい咆ほう吼こうを上げ、《獣魔ヴイルゾア》は吹き飛び、倒れた。

　動かない《獣魔ヴイルゾア》の体に白い雷が弾はじけながらに走る様に、俺は真の意味で新たな《力》を得たことを確信したのだった。




　炎が揺れ、火の粉が舞う中で、桜色の少女は無言のまま俺たちを見下ろしていた。

　彼女が放った焱ほのおはあちこちに積まれた荷箱を灼やき、まるでクリスマスイブの夜の再来だった。

　灼熱の業火が支配する地獄で、俺たちの窮地を救う一手を放った桜色の少女へと震える声で問う。

「キミは──音おと羽は、なのか……？　それとも……」

　別人なのか、という言葉は飲み込んだ。

　音羽は死んだ──

　それでも目の前に居るのは音羽なのだと、俺の《魂》が告げていたために。

「……………………」

　桜色の少女は、沈黙を保つ。

　しばしの間を経て、バチバチと焱が弾ける音の中で、彼女の口がゆっくりと動き──

　俺は息を呑のむこととなる。

「私、は──オトハ……。あなた、は──誰だれ？」





　　　　　　◇






　夜空を焦がす紅はますますその勢いを増し、今は駆けつけた消防車による消火活動が行われている真っ最中だ。

　スミレとリョウ、そしてスミレが倒れるなり意識を失った《半獣ブルート》たちは、護陵衛士エトナルクたちの手で現場より救助──そして拘束され、順に移送されていっている。

　気がついたときには、三み島しまレイジの姿は無かった。

　そして──

　透とお流るたちの窮地を救った、淡い桜色の髪を持つ少女は、少年の問い掛けに答え、問い返した直後に崩れ落ちてきた瓦が礫れきの向こうへ姿を消した。

（あの子は本当に音おと羽はなのか……？　だけど、俺のことを……。いや、それよりも本当に音羽なら、どうして生きて……。あのとき、音羽は確かに俺の腕の中で……）

　炎を見つめながら、焱ほのおを操る少女を透流は思う。

　そんな彼を我に返らせたのは、彼に好意を持つ少女の声だった。

「今、サラが車をこっちへまわしてるわ」

　応急処置を終え、痛々しい姿をした黄金の少女が透流とユリエの下へやってくる。

「あ……。そうか、ありがとな。じゃあ行こうか」

　そう言って透流は、銀色の少女の傷だらけとなった小さな体──無論、こちらも応急処置済みだ──を抱き抱える。

「ありがとうございます、トール」

「気にするなって。こういうときはお互い様さ」

《閃狼刃ヴアナルガンド》を使用したユリエは今、歩くことは勿もち論ろん、立ち上がることすら困難なのだ。

「……また嬉うれしくないシーンを見せつけられるのね」

　げんなりした表情を浮かべ、二人の姿を見ながらリーリスはぼやく。

　倉庫から外へ出る際も、同じ光景をまざまざと見せつけられたためだ。

　しかもスカートやブラウスの損傷部分を、彼自身の着ていた上着をかけることで隠し、周囲に決して見られないようにと少女に配慮する様すべてを。

「ありがとうございます、トール」

「礼を言うのは俺の方だって。二人のおかげで何とかなった──ありがとな」

　そんな二人のやりとりに、リーリスが参加する。

「ちょっと透流。どうしてセットなのよ」

「名前を呼ぶ順番によっては怒るだろ」

「当然でしょ。未来の伴はん侶りよたるあたしの名前を先に呼ばないなんて、言語道断ってものよ」

　予想どおりだが、面倒な話だとちょっぴり思う透とお流るだった。

　そしてユリエもまた、相手をするのが面倒なのか、透流の胸に顔を埋うずめる。

「──って、何であんたは透流にぴったり寄り添ってるのよ!?」

「動けないので、トールに体を預けているだけです」

「そう言われると引ひき剥はがすこともできないじゃない……」

　と大きく息を吐いたリーリスを、ユリエはしばし見つめた後──

「リーリス」

　黄金の少女の名を呼び──

「トールを護まもってくださってありがとうございました」

　僅わずかに頭を下げた。

　一瞬、リーリスは瞳ひとみを丸くし──

　ふっと笑った後、銀色の少女へ言葉を返す。

「あたしは未来の旦だん那な様を護るために闘っただけよ、ユリエ」

　二人の少女の会話を聞きながら、透流の顔に自然と笑みが浮かぶ。

　闘いの中で起きた、共に闘う仲間たちの大きな変化、その一歩を感じて。





■エピローグ







「──以上が、《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》の第一段階の報告となる。最後は横よこ槍やりが入ってしまったが、概おおむね予定どおりの結果が出たと言えよう」

　圜卓会議において、《第一圜カイナ》と称される軍服の青年が他ほかの《圜冥主コキユートス》へと述べた。

　クロヴィスの報告を聞き終えたところで、美女──《第二圜アンテノラ》と称される人物が、残る二人の《圜冥主コキユートス》へ提案する。

「ならば、計画は第二段階へ移行──来るべき日のために、潤沢なる量を揃そろえるということで宜よろしいと私は思いますが」

「元より予定どおりだ。俺は構わんぞ」

「では、そのようにダコール」

《第四圜ジユデツカ》は獰どう猛もうそうな笑みを浮かべ、次いで《第三圜トロメア》は愉快そうな笑みを浮かべ、承諾の意を示す。

　二人の承諾を得て、華やかな軍服を身に纏まとった青年は仰々しく頭を下げた。

「それでは次は、横槍の件としましょう。《紅ぐ蓮れん》の正体は、焱ほのおを操る少女によるものと判明した──間違いはありませんね、《第一圜カイナ》」

「今回、唯一戻ることの出来た者からの報告でね。間違いはないだろう」

「ククッ。今回も逃げ戻ってきたの間違いではないのか？」

《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》の第一段階においてスミレの補佐と同時に、《紅ぐ蓮れん》の存在を見届ける任に就いた者の話が出ると、《第四圜ジユデツカ》──メドラウトが皮肉を込めて言う。

　焱ほのおを操る少女についての情報を持って帰ってきた《獣魔ヴイルゾア》が、かつて自身の配下であった三み島しまレイジであると知っているからだ。

「報告によれば、焱の少女は宴うたげを妨害した《超えし者イクシード》に助力したとのことでね。それを事実とするならば──」

「ドーン機関に関わる者である可能性が高い、ということですね」

《第二圜アンテノラ》──ベアトリクスが引き継ぎ紡いだ言葉に、軍服の青年は同意を示す。

「……ドーン機関、か。これまでも幾度か事を構えたことはあるが、近ちか頃ごろは随分と此方こちらへ手出しをしてくるものだな」

「《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》──そして貴方あなたが主催した《狂売会オークシヨン》と、どちらも同じ《超えし者イクシード》が関わっていたそうだ」

「ふん、それもあの《獣ゾア》──いや、今は《獣魔ヴイルゾア》だったな。あの男からの報告か」

「そのとおりだよ、《第四圜ジユデツカ》」

「あのときの小僧か……。剥むいた牙きばは十二分に鋭さを持っていたということだな。ククッ面白い、面白いではないか……！　ならば次なる《宴》に奴らを招くのも一興だな!!　フハハハハッ!!」

《狂売会オークシヨン》で対たい峙じした透とお流るの姿を思い出し、メドラウトが豪快に笑う。

　獰どう猛もうなる獣の長があげた笑いは空気のみならず、圜卓会議が行われている広間をも大きく震わせたのだった。




　やがて会議は終わりを告げ、四者の立体映像は姿を消し──

　圜卓の置かれた広間は完全なる闇やみと化し、沈黙した。

　刻ときをほぼ同じくし、遠く離れた欧州にてベアトリクスは小さくため息をつきつつ振り返り──静かに微笑みを浮かべる軍服の青年へと問う。

「何な故ぜ《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》を今回の計画に組み込んだのか、その点をお聞きしても？」

「彼ソレイユから、二人は大切な存在だと聞いていたのでね。……故に再会は劇的に、と考えたわけだよ」

　クロヴィスの言葉に、美び姫きと謳うたわれるベアトリクスの表情が僅わずかに強こわ張ばる。

　軍服の青年はその変化に気付いてか気付かずか、言葉を続ける。

「どのような形でかは、私の演出に任せるとのことだったからね。彼らの別れとなった刻を彷ほう彿ふつさせる業火の舞台とさせて貰もらったというわけだよ」

「……なるほど。そうして《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》とともに《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》に介入させることで貴方あなたは被害者となり、《第四圜ジユデツカ》の目を貴方から逸そらす。……予定どおり、と」

「完全に逸らせたとは思えないが、代償を支払った分は効果があるだろう。それと《魔女デアボリカ》の手て駒ごまに興味を持って貰もらえたようだから、今後がやりやすくなるだろうね」

「《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》との取引はそういったものでしたか」

「今回は此方こちらのために付き合って頂いたからね。約定どおり、彼女が望む存も在のを──敵を用意出来て何よりだよ」

（……約定どおり、ですか）

　ベアトリクスは表情は変えないまま、軍服の青年がどこまで絵図を描いているのだろうかと思う。

　彼の打つ手は、時に彼女には理解出来ないものがある。

　結果だけを見れば失敗とも思えるものもある──が、長い目で見るとそれが状況を好転させるための楔くさびと化す。

　青年の底知れぬ深さに、ベアトリクスは危機感を抱いていた。

（……主しゆよ。貴方はどこまでこの者を信頼しているのですか？）

《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》の《曜業セフアーネーム》を持つこの青年が、いつか敬愛する主に──鳴なる皇かみ榊さかきに牙きばを剥むく一手を打つのではないかという疑念が絶えないために。













「さて、それでは私はこれにて失礼するとしよう。これでも何かと忙しい身でね」

「……最後に、もう一つ」

　去ろうとする軍服の青年を、美び姫きが止める。

「《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》は如い何か様ように……？」

「私は二人の邂かい逅こうを──とだけしか頼まれていないのでね。既に十分以上、こちらの要望どおりに動いて貰もらったことだし、この先はその必要も感じてはいない」

「……と言いますと？」

「《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》のことは貴女あなたに任せるとしよう──と言っているのだよ。彼ソレイユの大切な者なのだから賓客として扱うもよし、《紅ぐ蓮れん》としてこのまま活動を続けさせるもよし、そして──兄の下へ還かえすもまた、一興だろうね」

「……わかりました。それでは私なりに考えてみるとしましょう」

　こうして二人の会話は終わりを告げた。










　魔法で生み出された光の門ゲートへクロヴィスが姿を消した後、ベアトリクスもまた席を立つ。

　彼女は硬い表情を浮かべ、生まれ育った王宮を足早に歩き──

　やがて一つの部屋へと入ると、中に居た一人の少女がベアトリクスの姿に顔を上げた。

「ベアト、リクス、様……」

　その少女は茶色がかった髪を持ち、およそ王宮という場には相応ふさわしくないフード付きのコートを着込んでいた。

「ごめんなさい、オトハ。少し会議が長引いてしまったので……。寂しかったですか？」

　桜色の少女は逡しゆん巡じゆんし、首を横に振る。

　その様子を見て、ベアトリクスの表情は哀かなしそうなものへと変わる。

「オトハ……。無理をしなくていいの。寂しいときは寂しいと言っていいのよ」

　言いながら、そっとオトハの頬ほおへ美姫は触れた。

「……ごめん、なさい……。私……本当、は……」

「謝るのは私の方です」

　頭かぶりを振り、ベアトリクスは桜色の少女の小さな体を抱きしめた。

「私は……私は貴女に酷ひどいことを、罪深きことを行わせています……。貴女が持つ《力》を利用して、幾度も、幾度も……」

「気、に……しないで……」

「いいえ、いいえ、私は……私は……」

　自身を抱く腕に力が籠こもり、オトハはベアトリクスを抱き返す。

　美姫の顔に僅わずかだが優しげな、けれどどこか哀かなしそうな笑みが浮かんだ。

　少女の髪を幾度も撫なで、静かに二人だけの刻ときは流れる。

　やがて少女の体から、優しい温ぬくもりが離れた。

「お薬は飲みましたか？」

「…………」

「ダメでしょう。あれは貴女あなたにとってとても大切なものなのですよ」

「ベアト、リクス、様……来て、からって……」

「オトハ……」

　美姫が言う薬とはクロヴィスから渡されたもので、オトハはそれを飲み続けなければ体調が悪化してしまうと言い含められていた。

（私は……私を慕ってくれているこの子を……けれど……それでも──）

　ベアトリクスの脳裏に、軍服の青年の言葉が甦よみがえる。

『二人は大切な存在──』

『彼ソレイユの大切な者──』

　それは、心に落とされた一滴の闇やみ──

『《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》のことは貴女に任せるとしよう』

　闇の雫しずくは、大きな波紋として広がっていき──

　彼女は、決断を下す。

「……お願いがあります、オトハ」

　ベアトリクスの表情が、酷ひどく痛々しげなものへと変わる。

「私は今一度、心を鬼にして貴女にお願いをします。大儀のため、貴女の《力》を私に貸してください」

　ベアトリクスは知っていた。

　少女の存在を知らされたその日から──

　少年の存在を知らされたその日から──

　己の心に宿った感情が、どのようなものであるかを知っていた。

　それは大いなる罪と語られる醜き感情で──

　けれど彼女にはもう、押し殺すことはできなかった。

　溢あふれ出した黒き闇は、心の在り方を清流たる洌水サイレントから、激流たる冽水カレントへと変えていた。

「世界を護まもるために、ただ一人だけ──貴女の手で殺あやめてください、オトハ」

「誰だれ、を……？」





『九ここの重え透とお流る──世界の敵です』








〈了〉







あとがき







　ＯＫフレンド。

　お前は必ずアブソのアニメ放映に追いついて……

　夢見た場所三月刊行へ旅立てよ！




　と担当の神かみ長ながさんに言われたので、次の第Ⅷ巻は三月刊行（予定）です！

　三ヶ月ペースでの刊行に挑むのは初めてなので、今からでも失踪したい気分。

　逃避行動はとても気持ちがいいですからね。

　まさに失踪するカタルシス！　最高峰の作者エスケープ、開始！


　　　　※『学戦都市アスタリスク』キャッチコピーより　作者・三み屋や咲ざきゆう先生の許可取得済み






　さて、いよいよアニメ版アブソリュート・デュオの放送日も近づいて来ました。

　このあとがきを書いている時期はまだＰＶ等公開されていないのですが、二十五日の発売日ともなれば既に目にされた方も多いのではないかなと。

　まだ見てない人はアニメ公式サイトでぜひぜひ！

　アクションに定評のあるエイトビットさんが描く熱いバトル、そして声優さんたちに命を吹き込まれた透とお流るのかっこよさ、ユリエ＆リーリス＆みやび＆巴ともえの可愛かわいさは要チェックですよ！　特にユリエ役の山やま本もと希望のぞみさんによる「ヤー」は理想の「ヤー」だと、原作組＆アニメスタッフ大絶賛の「ヤー」ですので一度はお聞き頂ければと！

　今回、僕は脚本はもちろんのこと、声優さんのキャスティング、スタジオ収録、絵コンテ等様々な点に首を突っ込んで意見を通させて頂き、浅あさ葉ばさんは重要キャラやヒロインズの服装デザインを新たに描き起こす等、原作側もがっつり協力体制となっております。

　放送開始は二〇一五年一月の第二週から──つまりこの本が発売して十日ほど後となりますので、ご視聴よろしくお願いします！




　さてさて、今巻では全員じゃないけれども《七曜レイン》の面々へついにイラストが……！

　憂き目を見たのはなんと月つき見みだったり。これまでⅡ巻以外はちゃっかりイラストがあったんですよね。何をやらせても怒る人は居ないだろ的な感じ（酷）で、普段から好き勝手に書いていたのですが、出番が無ければイラストになりようがないわけで。南無うさぎ。

　そして今巻では、前回のラストに出て来たあの子が顔見せです。どういった感じでどんな風に話が進んで行くかは待て三月ということで……。

　今回はあとがきが四ページということで──本を縦にしてページをめくれ!!


[image: ]



　と、若い人を置いてきぼりの超弩ど級きゆう戦士ネタがやれて満足したので次の話へ。

　第二部が始まって二冊目という時点で書くのもどうかなと思ったんですが、アニメも間近ということで、今さらながらに第一部のサブタイトルを振り返ってみようかと。





Ⅰ・告白は蒼刻の夜に

　　言うまでもない気はするけどラストシーンから。そこでユリエが発した《復讐者アヴエンジヤー》にのルビを『ア』と『リ』のどちらにするか土壇場まで悩み、彼女の願いは正しいのかどうかの答えを求めるべく、最終的に『ア』としました──と、おまけ話を。




Ⅱ・嘘と真と赤い紅

　　リーリス登場回なので、彼女のついた嘘と真とラストのキス──とそのままです。




Ⅲ・渚に揺れる恋物語り

　　勿もち論ろんみやびの告白について。送り仮名がついていることで気付いた方もおられると思いますが、『恋愛の話』ではなく、『恋を物語る』＝『想いを告白する』といったサブタイトルになっております。実は、揺れるではなく響くという直球のボツ案も。




Ⅳ・黎明せし異能の境界

　　覚かく醒せいする透とお流るの《力》──《絶刃圏イージスデイザイアー》とそのままですが、シリーズの展開次第では最終巻で日の目を見る能力になっていたかもと思うと感慨深い気が。




Ⅴ・闇ノ銀狼、光ノ深淵

　　透流にとって重要な二人──ユリエと榊さかきを指してですね。『ノ』がカタカナなのは、担当さんに平仮名とカタカナのどっちがカッケーっすか!?　と訊きいたらカタカナ！と返ってきたというだけの理由だったり。






　謝辞。今回もぎりぎりまで待っていてくれた担当神長さん、ありがとうございました。

　アニメ関連も含め、サポートに入ってくださった駒井さんもありがとうございます。

　浅葉さん、今回もお疲れ様です。Ⅷ巻の〆切かなり早いんでお互い頑張りましょう。




　それでは三月に失踪──じゃなくて三月にお会いしましょう。のしのし。


柊ひいらぎ★ぼしたくみ











　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　いよいよアニメが開始です。

　　どれくらい揺らして貰えるのか気になりますね。

　　脚本会議中、おっぱいの話題が出ると盛り上がり、結果、終電に乗り遅れるという思い出が甦ります。




　　みんな大好き[image: ][image: ][image: ][image: ]おっぱい！おっぱい！




　　だけど１人だけ揺れないヒロインが。その名は……

　　……おや、誰か来たようだ。こんな時間に誰だろう？




　イラストレーター

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　運動不足を解消したいイラストレーター。

　　三日に一度は散歩しようかと思う今日この頃。








アブソリュート・デュオⅦ
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